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　「今、あなたに贈りたい漢字 コンテスト」は、想いを込めた漢字一

字をメッセージとともに大切な人へ贈る、というイベントです。このた

び、第2回を開催いたしました。

（募集期間：2014年7月10日～11月4日）

　全国から「小学生部門」には7,404作品（6,005作品）、「中学生

部門」には14,544作品（12,769作品）、「高校生部門」には15,300

作品（9,083作品）、「一般部門」には2,797作品（1,185作品）、合計

40,045作品（29,042作品）のご応募をいただきました。

　その中から、絆大賞（各部門につき1作品）、日本漢字能力検定協

会賞（各部門につき1作品）、審査員特別賞（各部門につき3作品）、

佳作（各部門につき２０作品）を決定いたしました。

＊カッコ内は第1回の応募数。

「今、あなたに贈りたい漢字 コンテスト」とは
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※所属はコンテスト開催当時のものです。

審査員長

審査員

池田 芳和

壷内 　明

戸谷 賢司

髙坂 節三

（全国連合小学校長会顧問、東京福祉大学教授）

（元全日本中学校長会会長、聖徳大学教授）

（独立行政法人大学入試センター参与、
全国高等学校長協会顧問、秀明大学教授）

（公益財団法人 日本漢字能力検定協会 代表理事）

橋本 五郎（読売新聞特別編集委員）

審 査 員
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弊
協
会
は
、
平
成
四
年
の
財
団
設
立
以
来
、

「
日
本
漢
字
能
力
検
定
（
漢
検
）
」
の
実
施
運
営

を
主
な
事
業
と
し
、
漢
字
や
漢
字
教
育
に
関
す
る

研
究
の
支
援
、
日
本
語
・
漢
字
に
関
す
る
講
演
会

や
「
今
年
の
漢
字
」
に
代
表
さ
れ
る
啓
発
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
等
々
、
多
彩
な
事
業
活
動
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
今
後
も
公
益
財
団
法
人
と
し
て
、

日
本
語
・
漢
字
を
学
ぶ
楽
し
さ
を
提
供
し
、
豊
か

な
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
た
め
の
事
業
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
第
二
回
を
迎
え
た
「
今
、
あ
な
た
に
贈
り

た
い
漢
字 

コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、
応
募
数
が
前
回
に

比
べ
一
万
通
以
上
も
増
え
ま
し
た
が
、
よ
り
多
く
の

方
々
か
ら
本
コ
ン
テ
ス
ト
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ

い
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
審
査
に
お
い
て
も
非
常
に
頭
を
悩
ま
さ
れ

ま
し
た
。
応
募
作
品
は
ど
れ
も
「
漢
字
一
字
を
贈
り

た
い
相
手
」
が
い
る
か
ら
こ
そ
の
作
品
で
あ
り
、
応

募
者
の
皆
さ
ん
が
ど
れ
ほ
ど
「
贈
る
相
手
」
を
想
っ

て
い
る
か
が
、
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
作
品
が

数
多
く
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
「
漢
字
一
字
」
を
贈
る

こ
と
に
深
い
意
味
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
「
想
い
の

こ
も
っ
た
漢
字
一
字
は
ど
ん
な
モ
ノ
に
も
負
け
な
い

価
値
が
あ
る
」
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。

　
近
頃
、
他
者
を
思
い
や
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
悲

し
い
事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
「
相
手
を
想
う
気

持
ち
を
素
直
に
表
す
」
と
い
う
光
景
が
日
々
の
生
活

の
傍
ら
に
あ
れ
ば
、
社
会
全
体
が
も
っ
と
温
か
く
な

発
行
に
あ
た
り
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る
と
思
い
ま
す
し
、
そ
う
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
い

ま
す
。
そ
う
し
た
情
操
教
育
の
一
助
と
す
べ
く
、
第

一
回
に
続
き
、
第
二
回
の
受
賞
作
品
も
冊
子
化
し
、

全
国
の
小
・
中
・
高
校
と
公
立
図
書
館
な
ど
に
寄
贈

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
は
、
受
賞

作
品
の
み
な
ら
ず
、
入
賞
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の

の
、
大
変
印
象
深
く
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
作

品
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
二
十
七
年
度
も
第
三
回
と
し
て
本
コ
ン
テ

ス
ト
を
継
続
実
施
い
た
し
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の

方
々
に
漢
字
に
親
し
み
な
が
ら
人
と
の
絆
を
感
じ

て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
周
囲
の

方
々
に
「
相
手
を
想
っ
て
漢
字
一
字
を
贈
る
」
こ
と

の
素
晴
ら
し
さ
を
お
伝
え
い
た
だ
け
れ
ば
、
こ
れ
に

ま
さ
る
喜
び
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
最
後
に
、
漢
字
文
化
を
学
び
、
ま
た
そ
の
素
晴
ら

し
さ
を
発
信
し
て
い
く
た
め
の
博
物
館
を
、
京
都
・

八
坂
の
地
に
建
設
中
で
あ
る
こ
と
を
ご
報
告
申
し
上

げ
ま
す
。
（
平
成
二
十
八
年
夏
頃 

開
館
予
定
）

　
今
後
と
も
弊
協
会
の
事
業
活
動
へ
の
ご
理
解
、
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

公
益
財
団
法
人 

日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会

代
表
理
事
　
髙
坂 

節
三
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い
つ
も
思
う
の
で
す
。
た
っ
た
一
字
で
人

間
の
喜
怒
哀
楽
を
表
現
で
き
る
漢
字
と
は
、

な
ん
と
い
う
存
在
な
の
だ
ろ
う
と
。
今
回
も

応
募
作
品
を
読
ん
で
何
度
涙
し
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
電
車
の
中
で
涙
を
隠
す
の
に
苦
労

し
ま
し
た
。

前
回
と
同
じ
よ
う
に
、
応
募
作
品
で
多

か
っ
た
の
は｢

感｣
｢

謝｣
｢

笑｣
な
ど
で
し

た
。
各
部
門
の
絆
大
賞
受
賞
作
品
を
見
れ
ば

明
ら
か
で
す
。
感
謝
を
通
じ
て
今
の
自
分
が

あ
る
こ
と
を
確
か
め
て
い
る
の
で
す
。
決
し

て
自
分
は
一
人
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
の

で
す
。
そ
の
こ
と
は
ま
た
、
日
本
社
会
の
健

全
さ
を
示
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
自
信
を

持
っ
て
い
い
と
い
う
こ
と
も
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。｢

贈
り
た
い
漢
字｣

コ
ン
テ
ス
ト
の

意
味
も
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

（
読
売
新
聞
特
別
編
集
委
員
）

審
査
員
長
　
橋
本 

五
郎

総
　
評
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目
　
次

※掲載の都道府県、学校名・学年、職業は応募当時のものです。

【
小
学
生
部
門
】
松
本 

梨
花 

さ
ん

（
奈
良
県
・
生
駒
市
立
あ
す
か
野
小
学
校
5
年
生
）…
…

P12

【
中
学
生
部
門
】
中
山 

慎
太
郎 

さ
ん

（
東
京
都
・
東
京
学
芸
大
学
附
属
小
金
井
中
学
校
2
年
生
）

………
P14

【
高
校
生
部
門
】
福
島 

幸 

さ
ん

（
東
京
都
・
東
京
都
立
大
森
高
等
学
校
1
年
生
）…
…
…

P16

【
一
般
部
門
】
永
山 
希
美
代 

さ
ん

（
東
京
都
・
主
婦
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P18

【
小
学
生
部
門
】

【
中
学
生
部
門
】

【
高
校
生
部
門
】

【
一
般
部
門
】

【
小
学
生
部
門
】
生
田 

千
雛 

さ
ん

（
静
岡
県
・
浜
松
市
立
内
野
小
学
校
1
年
生
）…
…
…
…

P22

【
中
学
生
部
門
】
作
元 

希
帆 

さ
ん

（
福
岡
県
・
那
珂
川
町
立
那
珂
川
南
中
学
校
3
年
生
）…
…
…
…
…

P24

【
高
校
生
部
門
】
小
島 

梨
納 

さ
ん

（
愛
知
県
・
椙
山
女
学
園
高
等
学
校
3
年
生
）…
…
…
…

P26

【
一
般
部
門
】
大
胡 

多
美
子 

さ
ん

（
神
奈
川
県
・
主
婦
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P28

河
西 

桃
日
花 

さ
ん
（
山
梨
県
）
……
P34

久
保
田 

結
衣 

さ
ん
（
東
京
都
）
……
P36

仲
川 

桃
葉 

さ
ん
（
新
潟
県
）
…
…
…
…

P38

佐
藤 

樹 

さ
ん
（
北
海
道
）
………
…
…

P42

田
口 

弥
怜 

さ
ん
（
群
馬
県
）
…
…
…
…

P44

本
村 

友
唯
佳 

さ
ん
（
北
海
道
）
……
P46

朝
比
奈 

夕
美 

さ
ん
（
静
岡
県
）
……
P50

田
中 

み
ほ
の 

さ
ん
（
福
岡
県
）
……
P52

松
尾 

泰
喜 

さ
ん
（
福
岡
県
）
…
…
…
…

P54

新
谷 

真
世 

さ
ん
（
愛
媛
県
）…
…
…

P58

沼 

志
賀
子 

さ
ん
（
東
京
都
）…
…
…

P60

P
A
T
K
I A

M
E
Y
A 
さ
ん
（
埼
玉
県
）

…
…
…

P62
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【
小
学
生
部
門
】　

【
高
校
生
部
門
】　

【
中
学
生
部
門
】　

【
一
般
部
門
】　

青
木 

深
有 

さ
ん

………
P66

荒
木 

琳
太 

さ
ん

………
P66

石
井 

麻
結 

さ
ん

………
P67

内
田 

杏
瞳 

さ
ん

………
P67

北
村 
心
愛 

さ
ん

………
P68

小
飼 
莉
穂 
さ
ん

………
P68

佐
藤 

ま
り
も 
さ
ん

…
…

P69

清
水 

航
希 

さ
ん

………
P69

志
村 

那
緒 

さ
ん

………
P70

少
路 

玲
奈 

さ
ん

………
P70

鶴
川 

大
輝 

さ
ん

………
P71

中
田 

茉
絢 

さ
ん

………
P71

平
間 

智
也 

さ
ん

………
P72

広
瀬 

大
地 

さ
ん

………
P72

藤
井 

美
菜 

さ
ん

………
P73

堀
込 

ち
ひ
ろ 

さ
ん

…
…

P73

松
本 

滉
生 

さ
ん

………
 P74

モ
ー
ゼ
ル
ジ
ュ
リ
ア
ン
雄
偉 

さ
ん

……
P74

山
本 

り
ん 

さ
ん

………
P75

吉
田 

研
誠 

さ
ん

………
P75

飯
山 

由
結 

さ
ん

………
P76

井
戸 

さ
わ
子 

さ
ん

…
…

P76

井
上 

友
季
乃 

さ
ん

…
…

P77

今
井 

葉
月 

さ
ん

………
P77

今
井 

萌
香 

さ
ん

………
P78

織
田 

晴
帆 

さ
ん

………
P78

小
野 

泉
海 

さ
ん

………
P79

小
野 

未
沙
希 

さ
ん

…
…

P79

古
西 

菜
穂 

さ
ん

………
P80

小
森 

愛
子 

さ
ん

………
P80

後
藤
田 

知
里 

さ
ん

…
…

P81

坂
本 
大
樹 
さ
ん

………
P81

鈴
木 

怜
奈 
さ
ん

………
P82

髙
田 

崚
平 

さ
ん

………
P82

武
市 

真
嵩 

さ
ん

………
P83

中
村 

澪 

さ
ん

……
…
…

P83

兵
藤 

香
乃 

さ
ん

………
P84

辨
野 

智
哉 

さ
ん

………
P84

本
川 

華 

さ
ん

……
…
…

P85

村
井 

亮
太 

さ
ん

………
P85

赤
堀 

瑛
奈 

さ
ん

……
…

P86

荒
木 

奈
々
子 

さ
ん

…
…

P86

石
黒 

有
香 

さ
ん

………
P87

伊
藤 

恵
美 

さ
ん

………
P87

岩
永 

陽
菜 

さ
ん

………
P88

大
庭 

美
紗 

さ
ん

………
P88

金
井 

美
久 

さ
ん

……
…

P89

川
岡 

莉
子 

さ
ん

……
…

P89

黒
岩 

真
里
奈 

さ
ん

…
…

P90

志
田 

琴
音 

さ
ん

……
…

P90

清
水 

那
月 

さ
ん

………
P91

杉
森 

菜
々
花 

さ
ん

…
…

P91

髙
木 

麻
衣 

さ
ん

………
P92

戸
田 

恵
子 

さ
ん

……
…

P92

野
村 

華
蓮 

さ
ん

……
…

P93

端
本 

勇
人 

さ
ん

……
…

P93

長
谷
川 

由
美 

さ
ん

…
…

P94

畠
山 
美
咲 

さ
ん

……
…

P94

細
貝 

沙
矢 
さ
ん

……
…

P95

諸
戸 

真
弓 

さ
ん

……
…

P95

阿
部 

瞳 

さ
ん

…
…
…
…
…

P96

新
井 

由
利
子 

さ
ん

…
…

P96

飯
村 

恵 

さ
ん

…
…
…
…
…

P97

石
川 

由
佳
子 

さ
ん

…
…

P97

大
島 

未
由
希 

さ
ん

…
…

P98

髙
津 

久
仁
恵 

さ
ん

…
…

P98

武
井 

祐
子 

さ
ん

……
…

P99

谷
本 

良
裕 

さ
ん

……
…

P99

堤 

和
也 

さ
ん

…
…
…
…
…

P100

西
村 

正
子 

さ
ん

……
…

P100

野
々
下 

俊 

さ
ん

……
…

P101

長
谷
川 

誠 

さ
ん

……
…

P101

藤
井 

あ
や
乃 

さ
ん

…
…

P102

藤
田 

憧
子 

さ
ん

……
…

P102

藤
本 

優
子 

さ
ん

……
…

P103

堀
井 

尚
子 

さ
ん

……
…

P103

宮
久
保 

ひ
と
み 

さ
ん

……
P104

山
田 

雅
子 

さ
ん

……
…

P104

吉
田 

永
恵
子 

さ
ん

…
…

P105

吉
田 

稔 

さ
ん

…
…
…
…
…

P105

目 次
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※基本的には応募作品の原文をそのまま掲載しておりますが、一部修正を加えている箇所がございます。ご了承ください。

【
小
学
生
部
門
】　

【
高
校
生
部
門
】　

【
中
学
生
部
門
】　

【
一
般
部
門
】　

遠
藤 

あ
か
り 

さ
ん

………
P108

大
西 

美
咲 

さ
ん

……
…
…

P108

小
澤 

夫
暉 

さ
ん

……
…
…

P108

勝
部 

李
菜 

さ
ん

……
…
…

P109

口
野 
誠
悟 

さ
ん

……
…
…

P109

近
藤 
ほ
の
香 

さ
ん

………
P109

佐
々
木 
暖
乃 
さ
ん

………
P110

菅
野 

あ
り
さ 
さ
ん

………
P110

田
中 

智
彩
子 

さ
ん

………
P110

辻
川 

ま
ゆ 

さ
ん

……
…
…

P111

出
口 

倖
帆 

さ
ん

……
…
…

P111

中
島 

零
維 

さ
ん

……
…
…

P111

長
谷
川 

大
樹 

さ
ん

………
P112

浜
田 

栞  

さ
ん

……
…
…
…

P112

東 

千
聡 

さ
ん

…
…
…
…
…
…

P112

堀
之
内 

咲 

さ
ん

……
…
…

P113

マ
ク
レ
イ
ト 

マ
ー
ロ
ン 

さ
ん

……
P113

丸
山 

巧
真 

さ
ん

……
…
…

P113

水
谷 

一
彩 

さ
ん

……
…
…

P114

若
尾 

慶
介 

さ
ん

……
…
…

P114

足
立 

渉 

さ
ん

…
…
…
…
…
…

P114

石
井 

暁 

さ
ん

…
…
…
…
…
…

P115

石
川 

菊
乃 

さ
ん

……
…
…

P115

井
藤 

未
歩 

さ
ん

……
…
…

P115

永
藤 

知
紗 

さ
ん

……
…
…

P116

大
平 

汐
里 

さ
ん

……
…
…

P116

河
本 

真
子 

さ
ん

……
…
…

P116

菊
川 

亜
美 

さ
ん

……
…
…

P117

北
川 

響 

さ
ん

…
…
…
…
…
…

P117

吉
川 

泰
平 

さ
ん

……
…
…

P117

久
保
木 

優
子 

さ
ん

………
P118

小
出 
棋
一
朗 

さ
ん

………
P118

古
賀 
愛
海 
さ
ん

……
…
…

P118

島 

胡
桃 
さ
ん

…
…
…
…
…
…

P119

清
水 

優
衣 

さ
ん

……
…
…

P119

田
口 

向
日
葵 

さ
ん

………
P119

鳥
原 

青
葉 

さ
ん

……
…
…

P120

野
田 

涼
平 

さ
ん

……
…
…

P120

平
野 

あ
か
ね 

さ
ん

………
P120

持
田 

温
紀 

さ
ん

……
…
…

P121

山
内 

絵
里 

さ
ん

……
…
…

P121

湯
田 

菜
々
美 

さ
ん

………
P121

幾
波 

直
人 

さ
ん

……
…
…

P122

伊
佐
地 

彩
花 

さ
ん

………
P122

大
下 

美
咲 

さ
ん

……
…
…

P122

織
田 

彩
歌 

さ
ん

……
…
…

P123

落
合 

夏
美 

さ
ん

……
…
…

P123

筧 

み
ゆ
き 

さ
ん

……
…
…

P123

加
藤 

佑
基 

さ
ん

……
…
…

P124

水
津 

賜
乃 

さ
ん

……
…
…

P124

須
賀 

新
沙 

さ
ん

……
…
…

P124

住
谷 

舞
歩 

さ
ん

……
…
…

P125

髙
橋 

愛
良 

さ
ん

……
…
…

P125

辻 

良
美 

さ
ん

…
…
…
…
…
…

P125

中
島 

こ
の
み 

さ
ん

………
P126

中
野 

美
咲 

さ
ん

……
…
…

P126

永
藤 

杏 

さ
ん

…
…
…
…
…
…

P126

新
倉 

岳
大 

さ
ん

……
…
…

P127

原 

恵
理
子 

さ
ん

……
…
…

P127

房
安 

勇
樹 

さ
ん

……
…
…

P127

星
野 
栞
菜 

さ
ん

……
…
…

P128

水
谷 
佳
奈
子 

さ
ん

………
P128

光
清 

早
紀 
さ
ん

……
…
…

P128

今
瀬 

辰
郎 

さ
ん

……
…
…

P129

岩
谷 

隆
司 

さ
ん

……
…
…

P129

齋
藤 

春
香 

さ
ん

……
…
…

P129

坂
井 

和
代 

さ
ん

……
…
…

P130

坂
口 

由
紀 

さ
ん

……
…
…

P130

佐
藤 

和
江 

さ
ん

……
…
…

P130

佐
藤 

奈
々
子 

さ
ん

………
P131

中
島 

英
三 

さ
ん

……
…
…

P131

深
井 

友
希 

さ
ん

……
…
…

P131

舟
橋 

万
理 

さ
ん

……
…
…

P132

細
見 

絵
里
沙 

さ
ん

………
P132

眞
鍋 

友
美
子 

さ
ん

………
P132

南
川 

孝
造 

さ
ん

……
…
…

P133

村
田 

真
実 

さ
ん

……
…
…

P133

山
口 

恵
理
香 

さ
ん

………
P133

横
山 

順
子 

さ
ん

……
…
…

P133

9　



絆

大

賞
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（奈良県・生駒市立あすか野小学校 5 年生）

［ 小 学 生 部 門 ］

絆 大 賞

松 本  梨 花 さ ん

　12



　

今
回
の
漢
字
コ
ン
テ
ス
ト
で
「
絆
大
賞
」
を
受
賞

す
る
事
が
で
き
て
、
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
嬉
し
い
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

何
か
一
文
字
を
選
ぶ
に
あ
た
っ
て
、
私
は
「
家

族
」
に
関
す
る
漢
字
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

「
笑
う
門
に
は
福
来
た
る
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が

あ
る
よ
う
に
、
私
の
家
族
に
は
「
福
」
が
ぴ
っ
た
り

だ
と
思
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
よ
り
、
家
族
の
大
切
さ
を
改

め
て
感
じ
、
そ
の
想
い
を
ま
っ
す
ぐ
に
伝
え
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
な
か
な
か
素
直
に
な
れ
な
く
て
衝
突

す
る
事
も
あ
る
け
れ
ど
、
「
福
」
と
い
う
文
字
を
見

る
と
優
し
く
な
れ
る
気
が
し
ま
す
。

　

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
弟
へ
。
こ
れ
か
ら
も
、

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
家
族
で
い
よ
う
ね
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　

「
福
」
と
い
う
漢
字
を
贈
る
梨
花
さ
ん
の
温
か
い

家
庭
の
様
子
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
家
族
が
そ
ろ
う

こ
と
が
な
い
と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
ろ
っ
た
機

会
を
ど
の
よ
う
に
生
か
す
か
で
家
庭
の
雰
囲
気
が
決

ま
り
ま
す
ね
。

　

そ
れ
ぞ
れ
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て
、
気
持
ち
良

く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
交
わ
し
、
笑
顔
に
な
れ
る

こ
と
は
み
ん
な
の
努
力
が
実
を
結
ん
だ
こ
と
に
な
り

ま
す
。
家
族
に
感
謝
の
気
持
ち
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

「
福
」
を
招
く
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

家
族
の
絆
を
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
が
漢
字
に
表
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
絆
大
賞
が
ぴ
っ
た
り
だ
と
思
い

ま
す
。
思
い
や
り
の
心
を
大
切
に
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら

も
家
族
の
一
員
と
し
て
楽
し
い
家
庭
を
作
る
努
力
を
し

て
い
っ
て
下
さ
い
。
（
池
田 

芳
和
）

13　



（東京都・東京学芸大学附属小金井中学校 2 年生）

［ 中 学 生 部 門 ］

中 山  慎 太 郎 さ ん

絆 大 賞

　14



　

僕
は
幼
い
頃
か
ら
漢
字
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、

今
回
漢
検
主
催
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
「
絆
大
賞
」
を

い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
と

共
に
嬉
し
く
て
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
分
の
名
前
を
な
ん
と
な
く
見
て
い
た
ら
、

「
太
」
と
い
う
一
文
字
が
母
の
イ
メ
ー
ジ
と
結
び

つ
い
て
、
ど
う
し
て
も
こ
の
字
を
母
に
贈
り
た
く

な
り
ま
し
た
。
母
が
ど
う
思
う
か
心
配
で
し
た
が

「
あ
り
が
と
う
」
と
喜
ん
で
く
れ
た
の
で
ほ
っ
と

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
で
改
め
て
漢
字
の
持
つ
面
白
さ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　

お
母
さ
ん
へ
の
日
頃
の
感
謝
の
思
い
を
自
分
の

名
前
か
ら
取
っ
て
「
太
」
と
い
う
漢
字
を
贈
る
こ

と
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
太
い
パ
イ
プ
の
信
頼
の
絆

で
結
ば
れ
て
い
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。
「
お
母
さ

ん
無
理
を
し
て
ス
マ
ー
ト
に
な
ら
な
く
て
も
い
い

よ
」
と
今
に
も
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
温
か
い
親
子

関
係
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
今
の
ま
ま
の
お
母

さ
ん
の
ほ
う
が
、
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
最

高
に
好
き
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
素
直
に
表
現
し

て
い
る
、
ま
さ
し
く
絆
大
賞
に
ふ
さ
わ
し
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
す
。

　

大
き
く
て
、
ど
っ
し
り
と
し
た
温
か
み
の
あ
る

「
太
」
と
い
う
字
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
大
切
に
し

て
何
事
に
も
精
一
杯
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
壷
内 
明
）
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（東京都・東京都立大森高等学校 1 年生）

［ 高 校 生 部 門 ］

福 島  幸 さ ん

絆 大 賞
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こ
の
度
は
「
絆
大
賞
」
と
い
う
素
晴
ら
し
い
賞

を
頂
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
を
沢
山
の
言
葉
で
助
け
て
く
れ
た
先
生
は
、

今
と
て
も
遠
く
に
い
ま
す
。
転
勤
を
知
ら
ず
に
い

た
私
は
あ
り
が
と
う
と
伝
え
る
こ
と
が
出
来
ず
、

中
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
ず
っ
と
後
悔
し
て
い
ま

し
た
。
だ
か
ら
こ
の
賞
を
通
し
て
感
謝
の
気
持
ち

が
少
し
で
も
伝
わ
っ
て
い
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

　

先
生
が
く
れ
た
言
葉
の
一
つ
一
つ
は
、
あ
の
時

と
変
わ
ら
な
い
ま
ま
、
今
で
も
私
の
背
中
を
力
強

く
押
し
て
く
れ
ま
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　

中
学
校
の
恩
師
に
贈
っ
た
「
染
」
に
は
、
先
生

が
優
し
く
語
っ
て
く
れ
た
若
山
牧
水
の
短
歌
に
福

島
さ
ん
が
勇
気
づ
け
ら
れ
、
自
ら
の
生
き
方
や
存

在
の
価
値
を
「
他
の
誰
と
も
違
う
独
自
性
を
持
っ

た
存
在
、
あ
り
の
ま
ま
の
私
」
と
し
て
確
認
で
き

た
喜
び
と
安
堵
感
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

青
年
期
に
は
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
」

と
い
う
特
有
の
課
題
が
あ
り
、
誰
も
が
「
自
分
と

は
何
か
」
「
社
会
の
中
で
自
分
ら
し
く
生
き
る
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
」
な
ど
と
い
っ
た
問
い

を
通
し
て
自
我
を
形
成
し
て
い
き
ま
す
。

　

贈
ら
れ
た
先
生
も
、
福
島
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
も

大
い
に
悩
み
、
葛
藤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
成
長

し
続
け
る
こ
と
を
き
っ
と
期
待
し
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
（
戸
谷 

賢
司
）
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（東京都・主婦）

［ 一 般 部 門 ］

永 山  希 美 代 さ ん

絆 大 賞

　18



　

人
そ
れ
ぞ
れ
、
忘
れ
ら
れ
な
い
母
の
香
り
は
あ

る
と
思
い
ま
す
。
結
婚
し
て
二
十
年
、
親
元
を
離

れ
た
今
も
季
節
の
野
菜
と
一
緒
に
届
け
ら
れ
る
母

の
香
り
と
愛
情
は
、
十
代
の
頃
の
私
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
さ
せ
る
の
で
す
。

　

娘
が
そ
の
頃
の
自
分
と
年
齢
が
重
な
る
今
。
私

自
身
、
香
り
を
想
像
す
る
な
ら
ば
、
ま
だ
ま
だ
母

の
生
き
方
に
は
、
足
下
に
も
及
ば
な
い
青
臭
い
も

の
で
し
ょ
う
。
こ
の
受
賞
が
一
つ
の
エ
ッ
セ
ン
ス

と
し
て
娘
の
心
に
残
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
事

と
、
ず
っ
と
し
ま
っ
て
あ
っ
た
母
へ
の
気
持
ち
が

素
敵
な
形
に
な
っ
て
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　

｢

香｣

を
絆
大
賞
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
審
査
員

の
間
で
ほ
と
ん
ど
異
論
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
母

の
存
在
を｢

香｣

で
表
現
し
た
卓
抜
さ
に
感
心
し
た
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
芯
か
ら
心
揺
さ
ぶ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
私
は
20
年
前
に
亡
く
な
っ
た
母
を
思
い

出
し
、
た
ま
ら
な
い
気
持
ち
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

子
供
心
に
は
、
母
は
い
つ
も
き
れ
い
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
思
う
も
の
で
す
。
私
も
そ
う
で
し
た
。
で
も

今
思
い
出
す
の
は
、
か
っ
ぽ
う
着
姿
で
休
み
な
く
動

い
て
い
る
光
景
で
あ
り
、
畑
で
鍬
を
振
る
っ
て
い
る

姿
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
髪
を
振
り
乱
し
て

働
い
て
い
る
母
が
思
い
浮
か
ぶ
の
で
す
。

　
｢

母
の
香｣

の
大
切
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
心
か

ら
永
山
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

｢

父
の
香｣
を
自
ら
に
問
う
て
い
ま
す
。

（
橋
本 

五
郎
）
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日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
賞
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（静岡県・浜松市立内野小学校 1 年生）

［ 小 学 生 部 門 ］

生 田  千 雛 さ ん

日本漢字能力検定協会賞
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わ
た
し
の
か
い
た
手
が
み
が
、
し
ょ
う
に
入
っ

て
と
っ
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
ひ
ょ
う
し
ょ
う
式

の
日
は
、
わ
た
し
の
た
ん
じ
ょ
う
日
だ
っ
た
の
で

そ
れ
を
聞
い
て
も
っ
と
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

わ
た
し
が
か
ん
字
の
手
が
み
を
か
い
た
と
き

は
、
ま
い
日
仕
ご
と
で
帰
り
が
お
そ
か
っ
た
パ
パ

が
今
度
は
、
仕
ご
と
で
イ
ン
ド
に
行
っ
ち
ゃ
う
と

き
だ
っ
た
か
ら
さ
み
し
く
て
さ
み
し
く
て
し
ょ

う
が
な
か
っ
た
か
ら
そ
ん
な
気
も
ち
で
書
き
ま
し

た
。
で
も
表
彰
式
の
日
は
、
大
好
き
な
パ
パ
も

い
っ
し
ょ
に
い
け
る
か
ら
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　

１
年
生
の
女
の
子
が
、
「
ぱ
ぱ
」
に
呼
び
か
け

て
い
る
感
情
が
素
直
に
表
現
さ
れ
て
、
審
査
の
立

場
か
ら
も
身
に
つ
ま
さ
れ
た
印
象
で
し
た
。
帰
り

の
遅
い
「
ぱ
ぱ
」
に
早
く
帰
っ
て
き
て
ほ
し
い
と

何
回
も
繰
り
返
し
繰
り
返
し
言
っ
て
い
る
言
葉
、

一
緒
に
お
風
呂
に
入
り
た
い
、
一
緒
に
ご
飯
が
食

べ
た
い
と
い
う
温
か
く
、
一
途
な
気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
く
る
呼
び
か
け
に
心
が
打
た
れ
ま
し
た
。

「
ぱ
ぱ
」
も
仕
事
を
早
く
切
り
上
げ
て
早
く
帰
っ

て
あ
げ
て
下
さ
い
。
（
髙
坂 

節
三
）
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（福岡県・那珂川町立那珂川南中学校 3 年生）

［ 中 学 生 部 門 ］

作 元  希 帆 さ ん

日本漢字能力検定協会賞
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こ
の
受
賞
を
き
っ
か
け
に
祖
母
に
一
つ
恩
返
し

が
出
来
ま
す
。
人
生
の
大
先
輩
へ
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
る
こ
と
が
出
来
た
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
参

加
し
た
こ
と
は
、
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

遠
く
て
な
か
な
か
会
え
な
い
祖
母
は
、
私
が
会

い
に
行
く
と
本
当
に
色
々
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
人
と
し
て
の
礼
儀
に
厳
し
か
っ
た
祖
母

の
教
え
は
、
中
学
校
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
本

当
に
大
切
な
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
賞
を
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　

中
学
生
、
小
学
生
に
多
い
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

へ
の
言
葉
、
た
だ
た
だ
甘
い
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

が
多
い
中
で
、
「
怖
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
と
思
っ

て
い
た
希き

帆ほ

さ
ん
が
、
中
学
生
に
な
っ
て
、
「
怖

い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
が
教
え
て
く
れ
た
「
礼
儀
と

感
謝
の
言
葉
」
の
大
切
さ
に
気
が
付
き
、
目
覚
め

て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
に
対
し
て
改
め
て
感

謝
の
こ
と
ば
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
く
れ
た

こ
と
で
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
さ
ぞ
喜
ん
で
い
る
事

で
し
ょ
う
。
（
髙
坂 

節
三
）
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（愛知県・椙山女学園高等学校 3 年生）

［ 高 校 生 部 門 ］

小 島  梨 納 さ ん

日本漢字能力検定協会賞
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こ
の
度
は
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
賞
を
頂
き
大
変
嬉
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
さ
か
こ
の
よ
う
な
形
で
自
分
の
書
い
た
文

章
と
再
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
思
い
も
し
な
か
っ
た
の
で
こ

の
喜
ば
し
い
受
賞
に
心
躍
ら
せ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
今
回
の

受
賞
が
な
け
れ
ば
母
自
身
が
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
む
こ
と
も
な

か
っ
た
は
ず
、
母
へ
の
素
敵
な
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
な
り
ま
し
た
。
重

ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
店
は
日
本
に
居
な
が
ら
も
自
分
の
も
う
一
つ
の

ル
ー
ツ
を
感
じ
ら
れ
る
唯
一
の
空
間
。
又
、
名
古
屋
大
学
の
そ
ば

に
あ
る
こ
と
か
ら
国
籍
の
異
な
る
お
客
様
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
が
人
と
人
を
繋
ぐ
、
そ
ん
な
瞬
間
を
ひ
ら

が
な
す
ら
書
け
な
い
頃
か
ら
私
は
ず
っ
と
見
て
き
ま
し
た
。

　

「
今
、
あ
な
た
に
贈
り
た
い
漢
字
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
漢
字
で
人

と
人
を
繋
ぐ
様
に
、
私
自
身
も
異
な
る
国
・
文
化
そ
し
て
人
を
生

涯
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
を
通
し
て
繋
い
で
い
き
た
い
、
今
回
の
受
賞
で

更
に
そ
の
決
意
は
強
ま
り
ま
し
た
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　

15
年
の
間
、
外
国
人
の
父
と
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

を
立
ち
上
げ
、
地
盤
を
築
い
て
き
た
「
マ
マ
」
、

ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
の
お
店
と
い
う
の
は
、
貴
女
の
お

父
さ
ん
は
イ
ラ
ン
人
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

外
国
人
と
の
夫
婦
の
協
同
事
業
は
本
当
に
大
変

だ
っ
た
事
で
し
ょ
う
。
高
校
生
に
な
っ
て
「
今
で

は
店
は
私
達
の
家
族
の
全
て
」
で
、
気
が
付
け
ば

「
夫
婦
２
人
の
夢
は
私
の
夢
」
に
な
っ
た
と
は
、

本
当
に
幸
せ
な
家
庭
に
育
っ
た
貴
女
だ
か
ら
言
え

る
言
葉
で
し
ょ
う
。

　

「
妻
と
し
て
母
と
し
て
経
営
者
と
し
て
私
と
店

を
こ
こ
ま
で
育
て
上
げ
た
あ
な
た
程
強
い
女
性
」

そ
の
強
さ
は
「
美
し
さ
で
あ
り
、
私
の
永
遠
の
憧

れ
で
す
」
と
言
い
切
れ
る
梨り

納な

さ
ん
が
強
く
逞
し

く
成
長
し
た
証
拠
で
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
素
晴
ら

し
い
家
族
に
乾
杯
。
（
髙
坂 

節
三
）

27　



（神奈川県・主婦）

［ 一 般 部 門 ］

大 胡  多 美 子 さ ん

日本漢字能力検定協会賞
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こ
の
た
び
は
「
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
賞
」
を

い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
成
長
を
通
し
て
親
も
多
く
の
こ
と
を

教
え
ら
れ
、
学
ん
で
い
る
。
そ
う
感
じ
る
こ
と

が
、
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
息
子
を
想
い
「
銀
」
と
い
う
漢
字
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
し
た
た
め
ま
し
た
が
、
人
生
に

お
け
る
大
切
な
こ
と
を
「
贈
ら
れ
た
」
の
は
、
実

は
、
母
で
あ
る
私
の
ほ
う
で
し
た
。
自
分
自
身
の

生
き
方
を
顧
み
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
こ

と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

受
賞
の
喜
び
を
励
み
に
、
こ
れ
か
ら
も
親
子
共

に
心
豊
か
な
日
々
を
送
れ
る
よ
う
、
さ
ら
に
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　

親
心
は
と
か
く
「
金
」
「
最
上
位
」
に
息
子
が

成
長
す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
し
か
し
、
「
人
と

比
べ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
ら
し
く
生
き
て
く
れ

れ
ば
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

将
棋
の
好
き
な
自
分
の
息
子
が
「
金
」
で
は
な

く
、
息
子
の
好
き
な
「
銀
」
に
事
よ
せ
て
、
自
分

ら
し
く
生
き
る
こ
と
に
気
付
き
、
息
子
へ
の
愛
情

の
深
さ
を
表
し
て
い
る
素
晴
ら
し
い
言
葉
だ
と
思

い
ま
し
た
。
「
銀
将
」
は
小
駒
で
す
が
、
攻
め
の

要
と
な
る
重
要
な
存
在
だ
と
し
て
認
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
お
母
さ
ん
も
成
長
さ
れ
た
事
で
し
ょ
う
。

（
髙
坂 

節
三
）
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応募された「贈りたい漢字」の字種は
計 1,557 字でした。

小学生部門で応募数が多かった漢字を発表します。

「贈りたい漢字」ランキング

優1位

笑2位

友3位

感4位

小学生の
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（山梨県・駿台甲府小学校 1 年生）

［ 小 学 生 部 門 ］

河 西  桃 日 花 さ ん

審査員特別賞
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わ
た
し
が 

え
ら
ん
だ 

か
ん
字
が
、
審
査
員
特
別

賞
に
え
ら
ば
れ
た
と
き
い
て 

と
て
も
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
し
っ
て
、
白

と
い
う
か
ん
字
を 
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
た
い
と 

す
ぐ
に
思
い
つ
き
ま
し
た
。
小
さ

い
こ
ろ
か
ら 

た
く
さ
ん
あ
そ
ん
で
く
れ
た 

ひ
い
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は 

手
も 

か
み
の
け
も 
と
て
も
白
い
か

ら
で
す
。
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
思
い
だ
し
た
と

き
、
こ
の
か
ん
字
が 

と
て
も
や
さ
し
い
字
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
ま
だ
し
っ
て
い
る
か
ん
字
が
す
く

な
い
け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら 

学
校
で
た
く
さ
ん
の
か

ん
字
を
な
ら
う
こ
と
が 

と
て
も
た
の
し
み
に
な
り

ま
し
た
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　

一
年
生
な
の
に
難
し
い
言
葉
を
知
っ
て
い
る
の

で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
が
、
家
族
の
人
が
み
ん
な

で
長
寿
を
お
祝
い
し
て
い
る
の
で
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
ね
。
髪
の
毛
の
き
れ
い
な
白
と
白

寿
の
意
味
を
知
っ
て
「
白
」
の
漢
字
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。
い
つ
ま
で

も
「
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
を
大
切
に
し
て
下
さ

い
。
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
池
田 

芳
和
）
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（東京都・世田谷区立弦巻小学校（寺子屋Ｄ 51）3 年生）

［ 小 学 生 部 門 ］

久 保 田  結 衣 さ ん

審査員特別賞
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「
賞
を
も
ら
っ
た
よ
」
と
言
わ
れ
て
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
漢
字
が
あ
り
ま
す
が
、
私
は

「
箱
」
と
い
う
字
が
好
き
な
の
で
、
こ
の
漢
字
を

え
ら
び
ま
し
た
。

　

か
わ
い
い
箱
を
み
つ
け
る
と
お
母
さ
ん
が
い
つ

も
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
箱
に
私

は
、
大
切
な
物
を
し
ま
い
ま
す
。

　

か
わ
い
い
箱
の
中
に
入
っ
た
た
か
ら
も
の
を
み

る
と
と
て
も
楽
し
い
気
分
に
な
り
わ
く
わ
く
す
る

の
で
、
私
は
箱
が
大
好
き
で
す
。

　

心
の
中
に
も
い
ろ
ん
な
箱
が
あ
る
よ
と
お
母
さ

ん
に
教
え
て
も
ら
っ
た
の
で
楽
し
い
こ
と
や
う
れ

し
い
こ
と
が
入
っ
た
箱
を
た
く
さ
ん
ふ
や
し
た
い

で
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　

結
衣
さ
ん
は
す
ば
ら
し
い
「
箱
」
を
も
っ
て
い

ま
す
ね
。
も
の
を
入
れ
る
宝
物
箱
に
、
気
持
ち
を

入
れ
る
「
心
の
箱
」
。
ど
ち
ら
も
み
ん
な
が
も
っ

て
い
る
箱
だ
け
ど
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ
に
気
づ
か

な
い
人
が
大
勢
い
ま
す
。
結
衣
さ
ん
が
お
母
さ
ん

か
ら
も
ら
っ
た
す
ば
ら
し
い
手
紙
や
ほ
め
ら
れ
た

言
葉
を
大
事
に
し
て
、
夢
を
持
っ
て
大
き
く
な
り

た
い
と
い
う
心
を
「
箱
」
と
い
う
漢
字
に
詰
め
て

贈
る
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

こ
の
受
賞
を
機
に
、
更
に
感
性
豊
か
な
大
人
に

な
っ
て
下
さ
い
。
（
池
田 

芳
和
）
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（新潟県・ 新潟市立江南小学校 2 年生）

［ 小 学 生 部 門 ］

仲 川  桃 葉 さ ん

審査員特別賞
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コ
ン
テ
ス
ト
に
え
ら
ば
れ
て
、
ま
る
で
、
わ
た
し

の
家
ぞ
く
が
ほ
め
ら
れ
た
よ
う
で
、
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
家
ぞ
く
も
、
す
ご
く
よ
ろ
こ
ん
で
く

れ
ま
し
た
。
お
う
ぼ
し
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　
「
お
め
で
と
う
」
と
言
っ
て
く
れ
た
声
を
わ
す
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
い
ろ

ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
な
ぁ
と
思
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
家
ぞ
く
を
大
切
に
し
て
、

い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
、
な
か
よ
く
し
て
い
き

た
い
で
す
。
か
ん
字
の
べ
ん
強
も
が
ん
ば
り
た
い

で
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　

家
族
が
今
日
一
日
の
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
気
楽

に
布
団
の
中
で
話
し
を
す
る
。
な
ん
と
自
由
で
、

ぬ
く
も
り
が
あ
る
「
声
」
な
ん
で
し
ょ
う
。

　

目
を
つ
ぶ
っ
て
聞
い
て
い
る
と
、
子
守
歌
代
わ

り
に
な
っ
て
幸
せ
な
気
持
ち
で
眠
り
に
つ
け
る
の

で
し
ょ
う
ね
。
家
族
へ
の
信
頼
、
愛
情
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
る
「
声
」
を
漢
字
に
変
え
て
家
族
の
み

ん
な
に
贈
る
桃
葉
さ
ん
の
優
し
い
気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
心
に
賞
を
贈
り
ま
す
。

（
池
田 

芳
和
）
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応募された「贈りたい漢字」の字種は
計 1,557 字でした。

中学生部門で応募数が多かった漢字を発表します。

「贈りたい漢字」ランキング

感1位

笑2位

謝3位

優4位

中学生の
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（北海道・札幌市立伏見中学校 3 年生）

［ 中 学 生 部 門 ］

佐 藤  樹 さ ん

審査員特別賞
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こ
の
度
、
審
査
員
特
別
賞
と
い
う
賞
を
頂
け
た

こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
回
テ
ー
マ
に
し
た
将
棋
の
師
匠
か
ら
教
え
て

い
た
だ
い
た
事
は
今
で
も
良
く
覚
え
て
い
て
、
常

に
決
断
を
す
る
と
き
の
道
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
基
本
を
大
切
に
す
る
」
と
い
う
こ
と

は
将
棋
だ
け
で
は
な
く
、
学
習
や
日
常
生
活
に
も

活
き
て
い
る
の
で
、
今
は
亡
き
師
匠
の
お
陰
で
今

の
自
分
が
あ
る
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
こ
の
『
今
、
あ
な

た
に
贈
り
た
い
漢
字
コ
ン
テ
ス
ト
』
に
参
加
し
た

事
で
、
改
め
て
基
本
の
大
切
さ
、
そ
し
て
師
匠
か

ら
の
多
く
の
教
え
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　

将
棋
を
通
し
て
「
基
本
の
重
要
性
」
を
教
え
て

く
れ
た
、
今
は
亡
き
恩
師
と
の
最
高
の
出
会
い
・

触
れ
合
い
・
学
び
合
い
を
「
基
」
と
い
う
漢
字
で

表
現
し
て
い
る
素
晴
ら
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

さ
ら
に
先
生
の
名
前
に
も
あ
る
「
基
」
と
い
う
字

を
自
分
の
生
涯
に
わ
た
っ
て
忘
れ
形
見
と
し
て
大

切
に
し
よ
う
と
い
う
決
意
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
実
現
で
き
る
の
な
ら
、
ま
た
先
生
と
対
局
し

て
向
上
し
て
い
る
姿
を
見
せ
た
か
っ
た
で
す
ね
。

　

こ
れ
か
ら
も
基
本
を
大
切
に
し
て
将
棋
の
腕
前

を
益
々
磨
い
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
壷
内 

明
）
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（群馬県・伊勢崎市立殖蓮中学校 3 年生）

［ 中 学 生 部 門 ］

田 口  弥 怜 さ ん

審査員特別賞
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私
は
高
校
受
験
の
た
め
勉
強
中
心
の
毎
日
を
過

ご
し
て
い
る
中
、
こ
の
受
賞
を
先
生
か
ら
聞
い
た

と
き
、
夢
で
は
な
い
か
と
思
う
位
、
嬉
し
く
思
い

ま
し
た
。

　

母
は
、
毎
日
暑
い
日
も
寒
い
日
も
時
に
は
口
げ

ん
か
を
し
た
時
も
欠
か
さ
ず
「
無
事
に
帰
っ
て
来

ら
れ
ま
す
よ
う
に
」
と
願
掛
け
の
意
味
で
、
私
が

見
え
な
く
な
る
ま
で
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
お
か

げ
で
今
ま
で
事
故
も
な
く
、
無
事
に
学
校
に
通
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
母
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

見
送
ら
れ
る
私
も
「
気
を
つ
け
て
行
っ
て
き
ま

す
」
と
母
に
送
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
「
送
」
と

い
う
魔
法
の
言
葉
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　

学
校
へ
行
く
私
に
、
毎
日
「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ

い
」
と
い
う
お
母
さ
ん
の
見
送
る
言
葉
が
ど
ん

な
に
か
自
分
を
元
気
づ
け
て
く
れ
る
か
を
「
送
」

と
い
う
漢
字
で
表
現
し
た
心
あ
た
た
ま
る
内
容

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
ま
さ
に
魔
法
の
言
葉
で
す

ね
。
き
っ
と
先
生
や
友
だ
ち
に
恵
ま
れ
て
充
実
し

た
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
「
た
だ
い
ま
」
と
大
き
な
声
で
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
お
母
さ
ん
に
送
る
言
葉
も
感
銘
を

う
け
ま
し
た
。
（
壷
内 

明
）
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（北海道・ 札幌市立伏見中学校 3 年生）

［ 中 学 生 部 門 ］

本 村  友 唯 佳 さ ん

審査員特別賞

　46



　

沢
山
の
応
募
の
中
、
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
す
る

事
が
で
き
、
大
変
嬉
し
い
で
す
。
先
生
や
友
人
、
家

族
も
一
緒
に
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

日
頃
母
に
対
し
て
感
じ
て
い
た
事
や
思
い
を
、
こ

の
よ
う
な
コ
ン
ク
ー
ル
の
場
を
通
じ
伝
え
ら
れ
て
、

と
て
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

漢
字
は
ふ
だ
ん
身
近
な
も
の
で
す
が
、
今
ま
で
そ

れ
ほ
ど
関
心
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
を

機
に
、
も
っ
と
漢
字
に
興
味
を
持
ち
、
よ
り
理
解
を

深
め
、
更
に
豊
か
に
活
用
し
て
ゆ
け
た
ら
素
晴
ら
し

い
と
思
い
ま
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　

お
母
さ
ん
が
、
毎
日
愛
情
と
熱
意
を
も
っ
て
自

分
に
接
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
「
倍
」
と
い
う

漢
字
で
表
し
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
倍
の
笑
顔
で

支
え
て
く
だ
さ
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
た
素

晴
ら
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
喜
び
や
悲
し
み
を

常
に
「
倍
」
の
表
情
で
接
し
て
く
れ
て
、
勇
気
や

希
望
を
与
え
て
く
れ
る
お
母
さ
ん
の
姿
が
思
い
浮

か
び
ま
す
。
安
心
と
信
頼
の
絆
で
結
ば
れ
た
お
母

さ
ん
へ
の
感
謝
と
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
と
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
内
容
で
す
。
お
母
さ
ん
の
励

ま
し
が
あ
れ
ば
ど
ん
な
困
難
な
こ
と
で
も
乗
り
越

え
ら
れ
ま
す
ね
。
（
壷
内 

明
）
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　48

応募された「贈りたい漢字」の字種は
計 1,577 字でした。

高校生部門で応募数が多かった漢字を発表します。

「贈りたい漢字」ランキング

感1位

謝2位

笑3位

支4位

高校生の



49

高
校
生
部
門

審 査 員 特 別 賞



（静岡県・静岡県立清水西高等学校 1 年生）

［ 高 校 生 部 門 ］

朝 比 奈  夕 美 さ ん

審査員特別賞

　50



　

今
回
、
「
審
査
員
特
別
賞
」
を
受
賞
す
る
こ
と

が
で
き
、
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
日
頃
思
う
だ

け
で
な
か
な
か
伝
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
文
字
に
す

る
と
て
も
い
い
機
会
で
し
た
。

　

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
母
は
ど
う
い
う
存
在
で

し
ょ
う
か
。

　

思
春
期
の
私
た
ち
に
と
っ
て
は
う
る
さ
い
、
う

ざ
い
と
思
う
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
裏
に

愛
情
が
か
く
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
私
も
少
し
だ
け
大
人
に
近
づ
い
て
や
っ
と

気
づ
い
た
ん
で
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
私
は
母
の
よ
う
な
静
か
な
母
親

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　

朝
比
奈
さ
ん
が
お
母
さ
ん
に
贈
っ
た
「
静
」
か

ら
、
子
の
成
長
を
願
い
つ
つ
、
目
先
の
こ
と
に
動

じ
な
い
お
母
さ
ん
の
凛
と
し
た
姿
を
想
像
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

静
と
い
う
漢
字
を
調
べ
て
み
る
と
、
確
固
と
し

て
地
に
足
を
つ
け
、
妄み

だ

り
に
心
動
か
さ
れ
る
こ
と

な
く
自
分
自
身
を
し
っ
か
り
と
見
つ
め
る
こ
と
の

で
き
る
静
寂
な
境
地
を
表
し
て
い
る
と
な
っ
て
い

ま
す
。
贈
ら
れ
た
お
母
さ
ん
の
生
き
方
に
ぴ
っ
た

り
で
す
ね
。
（
戸
谷 

賢
司
）
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（福岡県・北九州市立高等学校 2 年生）

田 中  み ほ の さ ん

審査員特別賞

［ 高 校 生 部 門 ］
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私
の
作
品
が
こ
の
よ
う
な
審
査
員
特
別
賞
と
い

う
す
ば
ら
し
い
賞
に
選
ば
れ
、
と
て
も
驚
い
て
い

ま
す
。

　

私
が
家
族
に
贈
り
た
い
漢
字
は
「
声
」
で
し

た
。
声
に
は
人
間
の
様
々
な
感
情
が
込
め
ら
れ
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
で
自
分
を
支
え
、
幸
せ

な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
の
も
大
切
な
人
た
ち

の
声
だ
と
思
い
ま
す
。

　

家
族
や
友
達
の
声
を
聞
け
る
喜
び
を
あ
た
り
ま

え
だ
と
思
わ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人
と

話
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
い
つ
か
人
と
話

を
す
る
仕
事
に
つ
き
、
私
の
声
で
た
く
さ
ん
の
人

を
笑
顔
に
幸
せ
に
で
き
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　

何
気
な
い
日
常
の
な
か
で
、
特
に
気
を
止
め
る

対
象
に
な
り
に
く
い
家
族
の
「
声
」
に
注
目
し
、

家
族
一
人
ひ
と
り
に
対
す
る
細
や
か
な
愛
情
と
信

頼
感
を
表
現
し
て
い
る
豊
か
な
感
受
性
に
着
目
し

ま
し
た
。

　

人
間
関
係
の
希
薄
化
が
懸
念
さ
れ
、
地
域
社
会

や
学
校
で
も
「
声
か
け
や
挨
拶
運
動
」
が
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
せ
め
て
家
庭
で
は
そ
ん

な
心
配
が
な
い
こ
と
を
願
い
ま
す
。
田
中
さ
ん
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
、
和
や
か
な
家
庭
の
雰
囲
気
や

密
度
の
濃
い
絆
が
感
じ
ら
れ
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
（
戸
谷 

賢
司
）
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（福岡県・福岡県立折尾高等学校 1 年生）

松 尾  泰 喜 さ ん

審査員特別賞

［ 高 校 生 部 門 ］
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こ
の
た
び
は
、
た
く
さ
ん
の
応
募
の
中
か
ら
自

分
が
こ
の
よ
う
な
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。

　

自
分
が
こ
の
「
叶
」
を
送
り
た
い
と
思
っ
た
先

輩
は
先
日
の
卒
業
式
で
、
卒
業
さ
れ
就
職
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
社
会
人
と
し

て
新
た
な
人
生
を
歩
ま
れ
る
に
あ
た
り
、
こ
の
言

葉
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
生
き
方
を
し
て
い
か
れ
る

こ
と
を
願
い
、
こ
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

自
分
も
先
輩
か
ら
い
た
だ
い
た
こ
の
言
葉
を
心

に
、
残
り
の
高
校
生
活
を
よ
り
よ
い
も
の
に
で
き

る
よ
う
に
勉
強
と
部
活
を
両
立
し
て
、
続
い
て
い

け
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　

部
活
動
の
先
輩
か
ら
言
わ
れ
た
「
叶
う
」
の

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
語
源
を
聞
き
、
何
事
に
も
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り
、

松
尾
君
が
プ
ラ
ス
思
考
の
生
き
方
そ
の
も
の
に

な
っ
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
念
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
ま
た
、
先
輩
と
の
フ
ラ
ン
ク
な
交
流
が
学

び
の
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
も
好
感

が
持
て
ま
す
。

　

「
叶
」
と
い
う
漢
字
を
贈
ら
れ
た
先
輩
も
、
松

尾
君
に
負
け
な
い
よ
う
、
す
ば
ら
し
い
生
き
方
を

見
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
（
戸
谷 

賢
司
）
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　56

応募された「贈りたい漢字」の字種は
計 1,557 字でした。

一般部門で応募数が多かった漢字を発表します。

「贈りたい漢字」ランキング

愛1位

謝2位

笑3位

心4位

一般部門の



57

一
般
部
門

審 査 員 特 別 賞



（愛媛県・愛媛大学 4 年生）

［ 一 般 部 門 ］

新 谷  真 世 さ ん

審査員特別賞

　58



　

た
く
さ
ん
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
自
分
の
作

品
が
選
ば
れ
た
こ
と
に
驚
き
と
喜
び
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　

普
段
の
生
活
で
は
、
時
間
が
な
か
っ
た
り
、
恥

ず
か
し
か
っ
た
り
し
て
、
な
か
な
か
家
族
に
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
今
回

の
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
感
謝
の
気
持
ち
を
漢
字
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
自
分
の
手
で
書
く
こ
と
で
、
自
然

と
相
手
の
顔
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

4
月
か
ら
は
、
新
し
い
土
地
で
、
新
し
い
生
活

が
始
ま
り
ま
す
。
ド
キ
ド
キ
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま

す
が
、
寂
し
く
な
っ
た
と
き
は
、
母
の
『
味
』
を

思
い
出
し
て
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　

人
が
も
っ
と
も
苦
し
い
と
き
、
い
ろ
い
ろ
な
激

励
の
仕
方
が
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
お
い
し
い
ご
飯

と
は
い
い
で
す
ね
。｢

お
腹
を
満
た
し
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
蓄
え
、
前
を
向
い
て
が
ん
ば
り
な
さ
い｣

と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

　

私
も
肉
じ
ゃ
が
が
大
好
き
で
す
。
新
谷
さ
ん
の

｢

味｣

を
読
ん
で
、
肉
じ
ゃ
が
を
食
べ
た
く
な
り
、

家
内
に
作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
肉
じ
ゃ
が
に
新

た
な
意
味
が
加
わ
り
ま
し
た
。
（
橋
本 

五
郎
）
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（東京都・主婦）

沼  志 賀 子 さ ん

審査員特別賞

［ 一 般 部 門 ］
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コ
ン
テ
ス
ト
の
事
を
知
っ
た
時
、
す
ぐ
に
義
母

の
事
が
心
に
浮
か
び
応
募
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
賞
を
頂
き
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
義
母
が
与
え
て
く
れ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

人
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
誰
か
に
と
っ
て
唯
一
無
二
の

存
在
で
あ
る
こ
と
を
、
新
し
い
こ
と
を
記
憶
に
留

め
て
お
く
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
義
母
か
ら
教
わ

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
義
母
と
過
ご
す
時
間
を

楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
漢
字
で
良
か
っ
た
か
し
ら
？
と
辞
書
で
確

か
め
る
事
が
多
く
な
っ
た
此
の
ご
ろ
で
す
が
、
こ

の
機
会
に
も
っ
と
漢
字
に
親
し
ま
ね
ば
と
反
省
し

て
い
ま
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　

私
は
二
人
の
娘
に
頼
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。｢

お
父
さ
ん
が
認
知
症
に
な
っ
た
と
き
、
い

じ
め
な
い
よ
う
に
ね
。
そ
の
た
め
な
ら
、
何
で
も

す
る
か
ら
ね
。」
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
。
で
も
、

沼
さ
ん
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
は
、

ど
ん
な
に
嬉
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
お
母
さ
ん
が

お
母
さ
ん
で
あ
る
こ
と
に
い
さ
さ
か
も
変
わ
り
は

な
い
ん
で
す
ね
。
そ
ん
な
お
嫁
さ
ん
の
い
る
お
母

さ
ん
の
幸
せ
を
と
て
も
羨
ま
し
く
思
い
ま
し
た
。

（
橋
本 

五
郎
）
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（埼玉県・日本語教師）

PATKI AMEYA さ ん

審査員特別賞

［ 一 般 部 門 ］
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審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　

不
思
議
な
も
の
で
す
。
ど
こ
の
国
で
も
、
母
と

愛
は
一
つ
な
の
で
す
ね
。
異
国
の
地
に
来
ら
れ
て

何
年
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。
お
国
を
離
れ
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
母
国
を
思
い
、
お
母
さ
ん
を
想
う
気

持
ち
は
い
っ
そ
う
募
っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

き
っ
と
お
母
さ
ん
も
、
愛
を
込
め
て
ア
メ
ヤ
さ
ん

の
こ
と
を
思
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
橋
本 

五
郎
）

63　



佳

作

65　



［ 小 学 生 部 門 ］

わ
た
し
は
ま
だ
か
ん
じ
を
な
ら
っ
て
い
ま
せ
ん
が 

な
ま
え

に
つ
い
て
い
る
「
木
」
と
い
う
か
ん
じ
が
す
き
で
す
。

わ
た
し
は
ち
い
さ
く
う
ま
れ
ま
し
た
が 

木
の
よ
う
に
り
っ

ぱ
に
お
お
き
く
そ
だ
っ
て
い
き
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

かぞく

【贈りたい相手】

みう

【贈り主】

（
静
岡
県
・
浜
松
市
立
内
野
小
学
校
1
年
生
）

青
木 
深
有
さ
ん

佳 作

口
と
い
う
か
ん
じ
は
、
ぼ
く
が
い
ち
ね
ん
せ
い
に
な
っ
て

は
じ
め
て
お
ぼ
え
た
か
ん
じ
で
す
。

た
の
し
い
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
お
お
き
な
こ
え
で
わ

ら
う
の
も
口
が
あ
る
か
ら
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
お
し
ゃ
べ
り
を
い
っ
ぱ
い
し
ま
し
ょ
う
ね
。

かぞく

【贈りたい相手】

りんた

【贈り主】

（
山
梨
県
・
駿
台
甲
府
小
学
校
1
年
生
）

荒
木 

琳
太
さ
ん
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わ
た
し
は
ま
だ
か
ん
じ
を
な
ら
っ
て
い
ま
せ
ん
が 

な
ま
え

に
つ
い
て
い
る
「
木
」
と
い
う
か
ん
じ
が
す
き
で
す
。

わ
た
し
は
ち
い
さ
く
う
ま
れ
ま
し
た
が 

木
の
よ
う
に
り
っ

ぱ
に
お
お
き
く
そ
だ
っ
て
い
き
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

口
と
い
う
か
ん
じ
は
、
ぼ
く
が
い
ち
ね
ん
せ
い
に
な
っ
て

は
じ
め
て
お
ぼ
え
た
か
ん
じ
で
す
。

た
の
し
い
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
お
お
き
な
こ
え
で
わ

ら
う
の
も
口
が
あ
る
か
ら
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
お
し
ゃ
べ
り
を
い
っ
ぱ
い
し
ま
し
ょ
う
ね
。

お
母
さ
ん
は
、
私
が
小
さ
い
こ
ろ
、
ね
む
れ
な
い
時
、
よ

く
手
を
に
ぎ
っ
て
く
れ
ま
し
た
ね
。
私
は
、
な
ぜ
か
、
お
母

さ
ん
の
手
を
に
ぎ
る
と
、
ま
ほ
う
の
よ
う
に
ね
む
く
な
っ
て

ぐ
っ
す
り
と
ね
む
れ
ま
す
。

私
は
、な
ん
で
手
を
に
ぎ
る
と
ね
む
れ
る
の
か
な
と
思
い
、

お
母
さ
ん
に
聞
い
て
み
る
と
、
お
母
さ
ん
は
「
お
母
さ
ん
の

手
は
ま
ほ
う
の
手
な
ん
だ
よ
」
と
言
っ
た
の
を
い
ま
だ
に
覚

え
て
い
ま
す
。

私
も
、
お
母
さ
ん
に
な
っ
た
ら
、
子
ど
も
の
手
を
に
ぎ
り
、

教
え
て
あ
げ
た
い
で
す
。

お母さん

【贈りたい相手】

麻結

【贈り主】

（
神
奈
川
県
・
相
模
原
市
立
横
山
小
学
校
5
年
生
）

石
井 

麻
結
さ
ん

お
母
さ
ん
は
、
い
つ
も
私
の
目
を
見
て
話
し
て
い
て
、
そ

の
目
を
見
て
い
る
と
、
う
そ
を
つ
け
な
く
な
り
ま
す
。

私
は
お
母
さ
ん
の
素
直
な
目
が
大
好
き
で
す
。
私
を
い
っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
育
て
よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。

い
つ
も
素
直
な
目
を
あ
り
が
と
う
。
素
直
な
心
を
あ
り
が

と
う
。

お母さん

【贈りたい相手】

あみ

【贈り主】

（
東
京
都
・
町
田
市
立
成
瀬
中
央
小
学
校
5
年
生
）

内
田 

杏
瞳
さ
ん
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わ
た
し
は
、
生
ま
れ
て
、
す
ぐ
、
し
ん
ぞ
う
に
か
べ
が
で

き
て
し
ま
っ
て 

み
ん
な
が
し
ん
ぱ
い
そ
う
に
見
て
い
ま
し

た
。
ぶ
じ
に
し
ゅ
じ
ゅ
つ
が
お
わ
っ
て
、
わ
た
し
の
い
の
ち

を
す
く
っ
て
く
れ
た
の
で
、
わ
た
し
は
、
お
い
し
ゃ
さ
ん
に

な
っ
て
、
び
ょ
う
き
に
な
っ
た
人
や
こ
ま
っ
て
い
る
人
を 
な

お
し
て
あ
げ
た
い
で
す
。

わ
た
し
は
、
こ
の
こ
と
を
、
い
っ
し
ょ
う
わ
す
れ
ま
せ
ん
。

おいしゃさん

【贈りたい相手】

ここあ

【贈り主】

（
長
野
県
・
長
野
日
本
大
学
学
園 
長
野
小
学
校
2
年
生
）

北
村 
心
愛
さ
ん

佳 作

私
は
じ
い
ち
ゃ
ん
の
「
声
」
が
嫌
い
だ
っ
た
。
じ
い
ち
ゃ

ん
の
「
声
」
っ
て
お
こ
っ
て
る
声
と
か
ど
な
っ
て
る
声
ば
か

り
だ
も
ん
。
で
も
じ
い
ち
ゃ
ん
に
会
え
な
く
な
っ
て
、
じ
い

ち
ゃ
ん
の
「
声
」
が
も
う
聞
け
な
く
な
っ
て
な
ん
か
悲
し
く

な
っ
た
。
家
か
ら
「
声
」
が
一
つ
消
え
た
。

よ
く
空
耳
で
じ
い
ち
ゃ
ん
の
「
声
」
が
聞
こ
え
る
。
聞
こ

え
た
ら
、
あ
、
じ
い
ち
ゃ
ん
私
の
こ
と
見
て
る
ん
だ
な
～
っ

て
思
う
。

じ
い
ち
ゃ
ん
、い
つ
も「
声
」を
あ
り
が
と
う
。
今
度
は
こ
っ

ち
が
「
声
」
を
お
く
る
よ
。

じいちゃん

【贈りたい相手】

莉穂

【贈り主】

（
大
阪
府
・
大
阪
聖
母
学
院
小
学
校
6
年
生
）

小
飼 

莉
穂
さ
ん
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わ
た
し
は
、
生
ま
れ
て
、
す
ぐ
、
し
ん
ぞ
う
に
か
べ
が
で

き
て
し
ま
っ
て 

み
ん
な
が
し
ん
ぱ
い
そ
う
に
見
て
い
ま
し

た
。
ぶ
じ
に
し
ゅ
じ
ゅ
つ
が
お
わ
っ
て
、
わ
た
し
の
い
の
ち

を
す
く
っ
て
く
れ
た
の
で
、
わ
た
し
は
、
お
い
し
ゃ
さ
ん
に

な
っ
て
、
び
ょ
う
き
に
な
っ
た
人
や
こ
ま
っ
て
い
る
人
を 

な

お
し
て
あ
げ
た
い
で
す
。

わ
た
し
は
、
こ
の
こ
と
を
、
い
っ
し
ょ
う
わ
す
れ
ま
せ
ん
。

私
は
じ
い
ち
ゃ
ん
の
「
声
」
が
嫌
い
だ
っ
た
。
じ
い
ち
ゃ

ん
の
「
声
」
っ
て
お
こ
っ
て
る
声
と
か
ど
な
っ
て
る
声
ば
か

り
だ
も
ん
。
で
も
じ
い
ち
ゃ
ん
に
会
え
な
く
な
っ
て
、
じ
い

ち
ゃ
ん
の
「
声
」
が
も
う
聞
け
な
く
な
っ
て
な
ん
か
悲
し
く

な
っ
た
。
家
か
ら
「
声
」
が
一
つ
消
え
た
。

よ
く
空
耳
で
じ
い
ち
ゃ
ん
の
「
声
」
が
聞
こ
え
る
。
聞
こ

え
た
ら
、
あ
、
じ
い
ち
ゃ
ん
私
の
こ
と
見
て
る
ん
だ
な
～
っ

て
思
う
。

じ
い
ち
ゃ
ん
、い
つ
も「
声
」を
あ
り
が
と
う
。
今
度
は
こ
っ

ち
が
「
声
」
を
お
く
る
よ
。

私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
私
が
一
年
生
の
時
に
亡
く
な
り

ま
し
た
。

私
は
小
さ
い
時
、「
お
月
様
は
な
ぜ
つ
い
て
く
る
の
。」
と

聞
く
と
、「
見
守
っ
て
く
れ
て
る
ん
だ
よ
。」
と
母
は
言
い
ま

し
た
。

ど
こ
を
歩
い
て
い
て
も
お
月
様
は
、
つ
い
て
き
て
く
れ
ま

す
。
だ
か
ら
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
は
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
が
、
お
月
様
に
な
っ
て
、
み
ん
な
を
見
守
っ
て

く
れ
て
い
る
ん
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
見
守
っ
て
い
て
ね
。

おじいちゃん

【贈りたい相手】

まりも

【贈り主】

（
奈
良
県
・
生
駒
市
立
あ
す
か
野
小
学
校
5
年
生
）

佐
藤 

ま
り
も
さ
ん

僕
を
兄
ち
ゃ
ん
に
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

貴
志
が
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
た
か
ら
、
僕
は
兄
ち
ゃ
ん
に

な
れ
て
、
い
っ
ぱ
い
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
毎
日
楽
し

い
よ
。
貴
志
が
兄
ち
ゃ
ん
っ
て
言
っ
て
く
れ
た
日
、
よ
う
ち

え
ん
の
先
生
に
う
れ
し
く
っ
て
す
ぐ
に
話
し
た
ん
だ
。

貴
志
と
い
つ
ま
で
も
な
か
よ
く
遊
び
た
い
よ
。
こ
れ
か
ら

も
遊
ぼ
う
ね
。

貴志

【贈りたい相手】

兄ちゃん

【贈り主】

（
広
島
県
・
呉
市
立
呉
中
央
小
学
校
3
年
生
）

清
水 

航
希
さ
ん
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佳 作

い
つ
も
、
ほ
た
る
が
見
ら
れ
る
町
の
た
め
に
、
が
ん
ば
っ

て
い
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
。
　

ほ
た
る
が
、
そ
だ
つ
た
め
に
は
、
き
れ
い
な
み
ど
り
と
、

き
れ
い
な
お
水
が
ひ
つ
よ
う
で
す
ね
。

い
つ
ま
で
も
、
川
の
お
水
が
き
れ
い
で
、
ほ
た
る
が
た
く

さ
ん
見
ら
れ
る
と
い
い
な
。

三島のおじいちゃん

【贈りたい相手】

し村　なお

【贈り主】

（
静
岡
県
・
浜
松
市
立
内
野
小
学
校
2
年
生
）

志
村 
那
緒
さ
ん

3
ヶ
月
ぶ
り
の
退
院
お
め
で
と
う
！

歩
く
の
を
少
し
止
め
て
い
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
一
緒
に

散
歩
し
よ
う
ね
。

最
初
は
少
し
歩
い
て
止
ま
っ
て
休
け
い
。
少
し
ず
つ
、
少

し
ず
つ
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
歩
こ
う
ね
！

歩
い
て
、歩
い
て
止
ま
っ
て
休
け
い
が
少
な
く
な
れ
ば
き
っ

と
大
好
き
な
ゴ
ル
フ
に
も
行
け
る
は
ず
！
だ
か
ら
歩
こ
う
！

おじいちゃん

【贈りたい相手】

玲奈

【贈り主】

（
奈
良
県
・
近
畿
大
学
附
属
小
学
校
5
年
生
）

少
路 

玲
奈
さ
ん
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い
つ
も
、
ほ
た
る
が
見
ら
れ
る
町
の
た
め
に
、
が
ん
ば
っ

て
い
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
。
　

ほ
た
る
が
、
そ
だ
つ
た
め
に
は
、
き
れ
い
な
み
ど
り
と
、

き
れ
い
な
お
水
が
ひ
つ
よ
う
で
す
ね
。

い
つ
ま
で
も
、
川
の
お
水
が
き
れ
い
で
、
ほ
た
る
が
た
く

さ
ん
見
ら
れ
る
と
い
い
な
。

3
ヶ
月
ぶ
り
の
退
院
お
め
で
と
う
！

歩
く
の
を
少
し
止
め
て
い
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
一
緒
に

散
歩
し
よ
う
ね
。

最
初
は
少
し
歩
い
て
止
ま
っ
て
休
け
い
。
少
し
ず
つ
、
少

し
ず
つ
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
歩
こ
う
ね
！

歩
い
て
、歩
い
て
止
ま
っ
て
休
け
い
が
少
な
く
な
れ
ば
き
っ

と
大
好
き
な
ゴ
ル
フ
に
も
行
け
る
は
ず
！
だ
か
ら
歩
こ
う
！

生
ま
れ
た
時
、
と
て
も
小
さ
く
て
、
息
も
し
て
い
な
か
っ

た
ぼ
く
。
く
だ
を
鼻
に
通
し
て
、
酸
素
を
送
ら
れ
て
い
た
ん

だ
よ
ね
。

小
さ
く
生
ま
れ
た
ぼ
く
を
、
大
切
に
育
て
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
。
今
で
は
、
体
も
心
も
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
大
好
き
な
ご
は
ん
を
食
べ
す
ぎ
て
お
な
か
は
大

き
く
な
り
す
ぎ
ま
し
た
。
で
も
こ
の
お
な
か
の
お
か
げ
で
み

ん
な
が
さ
わ
っ
て
喜
ん
で
く
れ
る
よ
。

家族みんな

【贈りたい相手】

大輝

【贈り主】

（
茨
城
県
・
大
子
町
立
さ
は
ら
小
学
校
6
年
生
）

鶴
川 

大
輝
さ
ん

お
母
さ
ん
、
い
つ
も
夜
空
に
う
か
ぶ
星
の
よ
う
に 

キ
ラ
キ

ラ
し
た
顔
で
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
わ
た
し
は
な
ぜ
こ

の
漢
字
を
え
ら
ん
だ
か
と
い
う
と
、
い
つ
ま
で
も
笑
顔
で
明

る
い
顔
で
お
も
し
ろ
い
顔
で
い
て
く
れ
る
よ
う
に
え
ら
び
ま

し
た
。

お
母
さ
ん
は
、
お
う
ち
の
一
番
星
の
よ
う
に
だ
れ
か
が
お

ち
こ
ん
で
い
る
時
、
そ
ば
に
い
て
く
れ
た
り
声
を
か
け
て
く

れ
た
り
し
ま
す
。
そ
れ
が
わ
た
し
に
は
そ
の
場
で
も
少
し
元

気
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
、
家
族
を
か
が
や
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

お母さん

【贈りたい相手】

まひろ

【贈り主】

（
東
京
都
・
調
布
市
立
滝
坂
小
学
校
3
年
生
）

中
田 

茉
絢
さ
ん
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佳 作

パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
に
の
っ
て
、
は
た
ら
い
て
い
る
お
じ
い

ち
ゃ
ん
は
、
た
い
へ
ん
そ
う
だ
け
ど
か
っ
こ
い
い
で
す
。
こ

の
ま
え
の
せ
て
も
ら
っ
て 

お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

お
と
な
に
な
っ
た
ら 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
を
ら
く
に
し
て
あ
げ

る
き
か
い
を
つ
く
り
た
い
で
す
。

おじいちゃん

【贈りたい相手】

ともや

【贈り主】

（
宮
城
県
・
白
石
市
立
深
谷
小
学
校
1
年
生
）

平
間 
智
也
さ
ん

ぼ
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
ま
い
に
ち

は
た
け
し
ご
と
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

は
た
け
に
い
る
じ
い
じ
と
ば
あ
ば
の
ふ
く
に
は
、
土
が
た

く
さ
ん
つ
い
て
い
ま
す
。
じ
い
じ
と
ば
あ
ば
が
く
れ
る
お
や

さ
い
に
も
、
土
が
た
く
さ
ん
つ
い
て
い
ま
す
。

ふ
た
り
と
も
、
と
て
も
が
ん
ば
っ
て
い
る
ん
だ
な
と
お
も

い
ま
す
。

おじいちゃん・おばあちゃん

【贈りたい相手】

ひろせ　だいち

【贈り主】

（
山
梨
県
・
駿
台
甲
府
小
学
校
1
年
生
）

広
瀬 

大
地
さ
ん
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毎
ば
ん
わ
た
し
と
お
姉
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
と
、
川
の
字

に
ね
て
い
る
ね
。
わ
た
し
と
お
姉
ち
ゃ
ん
は
、
ね
ぞ
う
が
悪

く
て
い
つ
も
お
母
さ
ん
を
け
っ
と
ば
し
て
ば
か
り
い
る
け
れ

ど
、
こ
れ
か
ら
も
川
の
字
で
ず
っ
と
ね
ら
れ
た
ら
、
い
い
な

と
思
っ
て
ま
す
。

お母さん

【贈りたい相手】

ちひろ

【贈り主】

（
東
京
都
・
台
東
区
立
大
正
小
学
校
3
年
生
）

堀
込 

ち
ひ
ろ
さ
ん

パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
に
の
っ
て
、
は
た
ら
い
て
い
る
お
じ
い

ち
ゃ
ん
は
、
た
い
へ
ん
そ
う
だ
け
ど
か
っ
こ
い
い
で
す
。
こ

の
ま
え
の
せ
て
も
ら
っ
て 

お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

お
と
な
に
な
っ
た
ら 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
を
ら
く
に
し
て
あ
げ

る
き
か
い
を
つ
く
り
た
い
で
す
。

ぼ
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
ま
い
に
ち

は
た
け
し
ご
と
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

は
た
け
に
い
る
じ
い
じ
と
ば
あ
ば
の
ふ
く
に
は
、
土
が
た

く
さ
ん
つ
い
て
い
ま
す
。
じ
い
じ
と
ば
あ
ば
が
く
れ
る
お
や

さ
い
に
も
、
土
が
た
く
さ
ん
つ
い
て
い
ま
す
。

ふ
た
り
と
も
、
と
て
も
が
ん
ば
っ
て
い
る
ん
だ
な
と
お
も

い
ま
す
。

わ
た
し
の
母
は
、
学
校
の
先
生
で
、
い
つ
も
楽
し
く
働
い

て
帰
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
日
に
あ
っ
た
出
来
事
な

ど
を
楽
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
姿
を
見
る
と
、

前
の
夢
が
保
育
士
だ
っ
た
の
が
、
学
校
の
先
生
へ
と
変
わ
っ

て
い
き
ま
し
た
。

だ
か
ら
「
夢
」
の
文
字
を
お
く
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

学
校
で
の
楽
し
い
お
話
を
い
っ
ぱ
い
聞
か
せ
て
ね
。
す
て
き

な
夢
を
あ
り
が
と
う
。

母

【贈りたい相手】

美菜

【贈り主】

（
奈
良
県
・
生
駒
市
立
あ
す
か
野
小
学
校
5
年
生
）

藤
井 

美
菜
さ
ん
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佳 作

僕
は
遠
く
は
な
れ
て
住
ん
で
い
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
こ
の
字

を
選
び
ま
し
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
僕
は
飛
行
機
に
乗
ら
な
い
と
会
え
な
い

と
っ
て
も
遠
い
き
ょ
り
の
所
に
住
ん
で
い
る
け
ど
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
い
つ
も
僕
の
こ
と
を
心
配
し
て
学
校
で
お
友
達
と
上

手
く
や
っ
て
い
る
か
な
？
お
勉
強
は
大
丈
夫
か
な
？
調
子
は
良

い
か
な
？
と
い
つ
も
僕
の
こ
と
を
想
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

僕
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
毎
日
心
配
し
て
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
こ
と
想
っ
て
い
ま
す
。
お
た
が
い
に
想
い
あ
う
こ
と
を
教

え
て
く
れ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で
す
。

おばあちゃん

【贈りたい相手】

ジュリアン 雄偉

【贈り主】

（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
サ
ン
ク
ト
ペ
ー
タ
ー
小
学
校
3
年
生
）

モ
ー
ゼ
ル 

ジ
ュ
リ
ア
ン 

雄
偉
さ
ん

熱
心
の
「
熱
」
を
贈
り
ま
す
。
勉
強
で
も
サ
ッ
カ
ー
で
も

熱
心
に
や
れ
ば
、
や
っ
た
分
だ
け
お
も
し
ろ
く
な
る
こ
と
を

お
父
さ
ん
か
ら
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
お
父
さ
ん
や
家
族

の
み
ん
な
が
、
熱
く
応
援
し
て
く
れ
る
か
ら
、
何
に
で
も
と

り
く
む
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ぼ
く
も
熱
い
心
を
持
っ
て
よ
い
え
い
き
ょ
う
を
与
え
ら
れ

る
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

お父さん

【贈りたい相手】

滉生

【贈り主】

（
富
山
県
・
高
岡
市
立
戸
出
東
部
小
学
校
5
年
生
）

松
本 
滉
生
さ
ん
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ぼ
く
は
今
、
将
来
に
つ
づ
く
真
っ
白
な
道
の
中
に
い
る
。

将
来
は
、
だ
れ
に
も
見
え
な
い
。
将
来
、
ウ
ク
レ
レ
ひ
き
名

人
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。科
学
者
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
し
て
、考
え
も
し
な
か
っ
た
も
の
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

で
も
、そ
の
な
に
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
将
来
の
た
め
に
、

い
っ
ぱ
い
勉
強
し
て
、
目
の
前
の
も
の
に
、
き
ょ
う
み
を
も
っ

て
い
け
ば
、
将
来
は
近
く
な
る
。
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、

ぼ
く
は
将
来
に
向
か
っ
て
勉
強
し
て
い
き
ま
す
。 お父さんとお母さん

【贈りたい相手】

吉田　研誠

【贈り主】

（
沖
縄
県
・
久
米
島
町
立
久
米
島
小
学
校
3
年
生
）

吉
田 

研
誠
さ
ん

僕
は
遠
く
は
な
れ
て
住
ん
で
い
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
こ
の
字

を
選
び
ま
し
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
僕
は
飛
行
機
に
乗
ら
な
い
と
会
え
な
い

と
っ
て
も
遠
い
き
ょ
り
の
所
に
住
ん
で
い
る
け
ど
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
い
つ
も
僕
の
こ
と
を
心
配
し
て
学
校
で
お
友
達
と
上

手
く
や
っ
て
い
る
か
な
？
お
勉
強
は
大
丈
夫
か
な
？
調
子
は
良

い
か
な
？
と
い
つ
も
僕
の
こ
と
を
想
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

僕
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
毎
日
心
配
し
て
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
こ
と
想
っ
て
い
ま
す
。
お
た
が
い
に
想
い
あ
う
こ
と
を
教

え
て
く
れ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で
す
。

熱
心
の
「
熱
」
を
贈
り
ま
す
。
勉
強
で
も
サ
ッ
カ
ー
で
も

熱
心
に
や
れ
ば
、
や
っ
た
分
だ
け
お
も
し
ろ
く
な
る
こ
と
を

お
父
さ
ん
か
ら
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
お
父
さ
ん
や
家
族

の
み
ん
な
が
、
熱
く
応
援
し
て
く
れ
る
か
ら
、
何
に
で
も
と

り
く
む
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ぼ
く
も
熱
い
心
を
持
っ
て
よ
い
え
い
き
ょ
う
を
与
え
ら
れ

る
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
き
ど
き
お
か
あ
さ
ん
か
ら
お
こ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
と
き
、「
目
を
見
て
」
と
い
わ
れ
、
わ
た
し
は
目
か

ら
な
み
だ
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。
お
か
あ
さ
ん
の
目
に
も
な

み
だ
が
あ
り
ま
し
た
。

お
か
あ
さ
ん
が
か
な
し
く
な
る
の
は
い
や
で
す
。だ
か
ら
、

こ
れ
か
ら
は
お
こ
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。 おかあさん

【贈りたい相手】

りん

【贈り主】

（
福
岡
県
・
東
明
館
小
学
校
1
年
生
）

山
本 
り
ん
さ
ん
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佳 作

お
母
さ
ん
は
気
づ
い
て
い
ま
す
か
。

小
さ
い
こ
ろ
、
私
が
悪
い
こ
と
を
し
た
時
、
お
母
さ
ん
は

私
を
掌
で
た
た
き
ま
し
た
。

私
が
い
い
こ
と
を
し
た
時
、
お
母
さ
ん
は
私
の
頭
を
掌
で

な
で
て
く
れ
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
が
仕
事
で
遅
く
て
私
が
先
に
ね
て
い
た
時
、
お

母
さ
ん
は
私
の
髪
を
耳
に
か
け
て
掌
で
頬
を
な
で
て
く
れ
ま

し
た
。

お
母
さ
ん
は
気
づ
い
て
い
ま
し
た
か
。
私
は
お
母
さ
ん
の

掌
に
、
や
っ
て
は
い
け
な
い
事
、
う
れ
し
い
気
持
ち
、
や
さ

し
い
心
…
。た
く
さ
ん
の
事
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

お母さん

【贈りたい相手】

由結

【贈り主】

（
千
葉
県
・
市
川
市
立
大
洲
中
学
校
2
年
生
）

飯
山 
由
結
さ
ん

家
に
帰
れ
ば
、お
肉
の
焼
け
る
に
お
い
と
野
菜
を
刻
む
音
、

そ
し
て
エ
プ
ロ
ン
を
つ
け
た
あ
な
た
が
い
つ
で
も
台
所
で

待
っ
て
て
く
れ
ま
す
。

毎
日
毎
日
温
か
い
ご
飯
を
、
具
だ
く
さ
ん
の
汁
を
、
新
鮮

な
サ
ラ
ダ
を
あ
り
が
と
う
。
ど
ん
な
に
疲
れ
て
帰
っ
て
き
て

も
、
あ
な
た
の
料
理
を
食
べ
る
だ
け
で
笑
顔
に
な
っ
て
会
話

が
は
ず
み
ま
す
。

お
ふ
く
ろ
の
味
、
あ
な
た
の
愛
、
い
つ
も
噛
み
し
め
て
食

べ
て
ま
す
。
あ
り
が
と
う
。

お母さん

【贈りたい相手】

ご飯大好き娘

【贈り主】

（
岐
阜
県
・
美
濃
加
茂
市
立
西
中
学
校
3
年
生
）

井
戸 

さ
わ
子
さ
ん
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お
母
さ
ん
は
気
づ
い
て
い
ま
す
か
。

小
さ
い
こ
ろ
、
私
が
悪
い
こ
と
を
し
た
時
、
お
母
さ
ん
は

私
を
掌
で
た
た
き
ま
し
た
。

私
が
い
い
こ
と
を
し
た
時
、
お
母
さ
ん
は
私
の
頭
を
掌
で

な
で
て
く
れ
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
が
仕
事
で
遅
く
て
私
が
先
に
ね
て
い
た
時
、
お

母
さ
ん
は
私
の
髪
を
耳
に
か
け
て
掌
で
頬
を
な
で
て
く
れ
ま

し
た
。

お
母
さ
ん
は
気
づ
い
て
い
ま
し
た
か
。
私
は
お
母
さ
ん
の

掌
に
、
や
っ
て
は
い
け
な
い
事
、
う
れ
し
い
気
持
ち
、
や
さ

し
い
心
…
。た
く
さ
ん
の
事
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

家
に
帰
れ
ば
、お
肉
の
焼
け
る
に
お
い
と
野
菜
を
刻
む
音
、

そ
し
て
エ
プ
ロ
ン
を
つ
け
た
あ
な
た
が
い
つ
で
も
台
所
で

待
っ
て
て
く
れ
ま
す
。

毎
日
毎
日
温
か
い
ご
飯
を
、
具
だ
く
さ
ん
の
汁
を
、
新
鮮

な
サ
ラ
ダ
を
あ
り
が
と
う
。
ど
ん
な
に
疲
れ
て
帰
っ
て
き
て

も
、
あ
な
た
の
料
理
を
食
べ
る
だ
け
で
笑
顔
に
な
っ
て
会
話

が
は
ず
み
ま
す
。

お
ふ
く
ろ
の
味
、
あ
な
た
の
愛
、
い
つ
も
噛
み
し
め
て
食

べ
て
ま
す
。
あ
り
が
と
う
。

愛
に
は
、
”い
つ
く
し
み
合
う
心
。
広
い
思
い
や
り
。
か
わ

い
が
る
こ
と
。
大
切
に
す
る
こ
と
。
い
と
し
い
。
生
き
が
い

と
考
え
、す
べ
て
を
う
ち
こ
む
心
。
深
い
、あ
た
た
か
い
心
“
と

い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

お
母
さ
ん
は
、
時
々
、
寝
る
前
に
、「
愛
し
て
る
よ
。
こ
の

世
に
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。」
と
言
っ
て
く
れ

ま
す
。
私
は
照
れ
く
さ
く
て
、「
あ
っ
ち
に
い
っ
て
よ
！！
」
と

言
っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
心
の
中
で
は
、
と
て
も
う
れ
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
今
度
そ
の
言
葉
を
言
っ
て
く
れ
た
ら
私
は
こ
う

言
い
た
い
で
す
。「
愛
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
お
母
さ
ん

の
子
供
に
な
れ
て
よ
か
っ
た
」
と
。

お母さん

【贈りたい相手】

友季乃

【贈り主】

（
広
島
県
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
中
学
校
2
年
生
）

井
上 

友
季
乃
さ
ん

い
つ
も
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
言
う
こ
と
に
文
句
を
つ
け
て
反
抗

し
て
ご
め
ん
ね
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
私
の
な
や
み
を
い
つ
も
聴

い
て
く
れ
る
の
に
、
私
は
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
話
し
て
い
る
の
に

て
き
と
う
に
返
事
を
返
し
た
り
し
て
ご
め
ん
ね
。

こ
れ
か
ら
は
こ
の「
聴
」と
い
う
漢
字
の
よ
う
に
、ば
あ
ち
ゃ

ん
の
は
な
し
を
私
の
「
耳
」
で
「
心
」
か
ら
き
い
て
あ
げ
ら

れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。

おばあちゃん

【贈りたい相手】

葉月

【贈り主】

（
岐
阜
県
・
下
呂
市
立
萩
原
北
中
学
校
1
年
生
）

今
井 

葉
月
さ
ん
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お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
洗
濯
名
人
で
す
。
ど
ん
な
服
の
し
み

と
か
も
落
と
し
て
く
れ
ま
す
。

そ
の
、
洗
濯
物
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
に
お
い
が
し
て
、

と
て
も
気
持
ち
良
い
で
す
。
そ
し
て
、
頑
張
っ
て
洗
っ
て
く

れ
た
そ
の
洗
濯
物
を
見
る
と
、
私
の
心
も
洗
わ
れ
ま
す
。

い
つ
も
、
洗
っ
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
。 おばあちゃん

【贈りたい相手】

晴帆

【贈り主】

（
東
京
都
・
町
田
市
立
金
井
中
学
校
1
年
生
）

織
田 

晴
帆
さ
ん

佳 作

生
ま
れ
て
来
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
。
私
の
弟
に
な
っ

て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
。
私
を
お
姉
ち
ゃ
ん
に
し
て
く
れ

て
、
あ
り
が
と
う
。
ま
だ
文
字
の
書
け
な
い
け
い
す
け
く
ん

に
お
姉
ち
ゃ
ん
の
名
前
の
中
に
あ
る
「
萌
」
と
い
う
漢
字
を

贈
り
ま
す
。

こ
の
漢
字
を
使
っ
た
言
葉
の
中
に
「
萌
芽
」
と
い
う
の
が

あ
り
ま
す
。
意
味
は
、
”め
ば
え
る
こ
と
“。
こ
れ
か
ら
ど
ん

ど
ん
大
き
く
な
る
け
い
す
け
く
ん
は
、
今
小
さ
な
芽
が
出
て

い
る
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

も
っ
と
い
ろ
ん
な
芽
を
出
し
て
、
大
切
に
育
て
、
多
く
の

す
て
き
な
花
を
咲
か
せ
て
ね
。
お
姉
ち
ゃ
ん
は
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

けいすけくん

【贈りたい相手】

お姉ちゃん

【贈り主】

（
岐
阜
県
・
関
市
立
旭
ヶ
丘
中
学
校
2
年
生
）

今
井 
萌
香
さ
ん
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お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
洗
濯
名
人
で
す
。
ど
ん
な
服
の
し
み

と
か
も
落
と
し
て
く
れ
ま
す
。

そ
の
、
洗
濯
物
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
に
お
い
が
し
て
、

と
て
も
気
持
ち
良
い
で
す
。
そ
し
て
、
頑
張
っ
て
洗
っ
て
く

れ
た
そ
の
洗
濯
物
を
見
る
と
、
私
の
心
も
洗
わ
れ
ま
す
。

い
つ
も
、
洗
っ
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
。

生
ま
れ
て
来
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
。
私
の
弟
に
な
っ

て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
。
私
を
お
姉
ち
ゃ
ん
に
し
て
く
れ

て
、
あ
り
が
と
う
。
ま
だ
文
字
の
書
け
な
い
け
い
す
け
く
ん

に
お
姉
ち
ゃ
ん
の
名
前
の
中
に
あ
る
「
萌
」
と
い
う
漢
字
を

贈
り
ま
す
。

こ
の
漢
字
を
使
っ
た
言
葉
の
中
に
「
萌
芽
」
と
い
う
の
が

あ
り
ま
す
。
意
味
は
、
”め
ば
え
る
こ
と
“。
こ
れ
か
ら
ど
ん

ど
ん
大
き
く
な
る
け
い
す
け
く
ん
は
、
今
小
さ
な
芽
が
出
て

い
る
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

も
っ
と
い
ろ
ん
な
芽
を
出
し
て
、
大
切
に
育
て
、
多
く
の

す
て
き
な
花
を
咲
か
せ
て
ね
。
お
姉
ち
ゃ
ん
は
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

あ
の
青
く
晴
れ
わ
た
る
空
の
下
で
共
に
走
り
汗
を
流
し
た
日
。
あ

の
曇
り
空
の
よ
う
に
も
や
も
や
し
て
悩
ん
だ
日
。
ど
し
ゃ
ぶ
り
の
雨

の
よ
う
に
共
に
涙
を
流
し
た
日
。
嵐
の
よ
う
な
ケ
ン
カ
を
し
た
日
。

私
の
大
切
な
思
い
出
の
中
に
は
い
つ
も
み
ん
な
が
い
た
。
そ
れ
と

同
じ
よ
う
に
い
つ
も
空
が
一
緒
だ
っ
た
。

も
し
、こ
れ
か
ら
み
ん
な
別
々
の
道
に
進
み
、遠
く
離
れ
て
し
ま
っ

て
も
、「
空
」
を
見
上
げ
み
ん
な
で
過
ご
し
た
日
々
を
思
い
出
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
か
い
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
そ
ん
な
思
い
を
込
め

て
大
切
で
大
好
き
な
み
ん
な
に
こ
の
「
空
」
と
い
う
字
を
贈
ろ
う
と

思
い
ま
す
。ま
た
み
ん
な
で
こ
の
空
の
下
で
笑
い
あ
え
る
よ
う
に
…
。

大切な友

【贈りたい相手】

未沙希

【贈り主】

（
宮
城
県
・
南
三
陸
町
立
歌
津
中
学
校
3
年
生
）

小
野 

未
沙
希
さ
ん

小
さ
い
頃
、
私
は
よ
く
泣
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
母
は

決
ま
っ
て
「
大
丈
夫
。
母
さ
ん
が
側
に
い
る
、
隣
に
い
る
か

ら
ね
。」
と
言
っ
て
背
中
を
さ
す
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

昔
は
、「
大
丈
夫
じ
ゃ
な
い
も
ん
。」
と
言
っ
て
大
泣
き
し

た
よ
う
な
記
憶
が
あ
り
ま
す
が
、
今
な
ら
母
の
愛
情
が
よ
く

わ
か
り
ま
す
。
ど
ん
な
に
悲
し
く
て
も
、
不
安
な
時
で
も
、

母
が
「
大
丈
夫
。」
と
隣
に
い
て
く
れ
る
だ
け
で
、
本
当
に
大

丈
夫
で
、
何
と
か
な
る
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
。

そ
ん
な
母
の
魔
法
の
言
葉
を
、
今
度
は
私
か
ら
。

母

【贈りたい相手】

泉海

【贈り主】

（
東
京
都
・
東
京
学
芸
大
学
附
属
小
金
井
中
学
校
2
年
生
）

小
野 

泉
海
さ
ん
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佳 作

先
生
、
今
と
て
も
会
い
た
い
で
す
。

い
つ
も
勉
強
の
こ
と
、
生
徒
会
の
こ
と
、
部
活
の
こ
と
な
ど
に
ア
ド
バ

イ
ス
と
応
援
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
。
生
活
ノ
ー
ト
の
コ
メ
ン
ト
を
毎

日
丁
寧
に
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
。
実
は
、
そ
れ
を
見
る
の
が
私
の
毎

日
の
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
し
た
。
給
食
に
出
る
チ
ー
ズ
だ
け
は
苦
手
で
食

べ
ら
れ
な
か
っ
た
先
生
。先
生
と
は
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
あ
り
ま
す
ね
。

そ
ん
な
先
生
が
突
然
い
な
く
な
っ
て
か
ら
の
学
校
生
活
。
先
生
の
存
在

が
私
に
と
っ
て
、
と
て
も
大
き
な
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
日
々
感
じ

て
い
ま
す
。

一
度
だ
け
で
い
い
か
ら
、
会
い
た
い
で
す
。
最
後
に
伝
え
る
こ
と
の
で

き
な
か
っ
た
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
た
め
に
…
…
も
う
一
度
。

天国にいる先生

【贈りたい相手】

菜穂

【贈り主】

（
福
岡
県
・
那
珂
川
町
立
那
珂
川
南
中
学
校
3
年
生
）

古
西 
菜
穂
さ
ん

お
姉
ち
ゃ
ん
は
い
つ
も
私
の
先
に
い
て
壁
と
な
っ
て
く
れ

て
　
そ
の
壁
に
時
に
は
あ
せ
ら
さ
れ
　
時
に
は
1
歩
前
へ
前

進
さ
せ
ら
れ
る
。

人
生
の
先
輩
、
雙
葉
の
先
輩
で
も
あ
る
お
姉
ち
ゃ
ん
と
い

う
壁
は
越
え
ら
れ
そ
う
で
越
え
ら
れ
な
い
、
登
っ
て
い
け
そ

う
で
登
っ
て
い
け
な
い
も
の
と
し
て
私
に
立
ち
は
だ
か
っ
て

く
る
。
そ
れ
が
嬉
し
い
様
で
、く
や
し
い
。
さ
み
し
い
様
で
、

楽
し
い
。
私
の
感
情
を
左
右
さ
せ
る
。

お
姉
ち
ゃ
ん
は
私
の
尊
敬
す
る
人
で
あ
り
、
目
標
に
す
る

人
。
私
は
、
い
つ
か
そ
の
壁
を
越
え
て
ゆ
く
。
今
度
は
私
が

お
姉
ち
ゃ
ん
の
壁
に
な
る
。
い
つ
ま
で
も
、
お
互
い
を
尊
重

し
合
え
る
こ
の
関
係
で
私
は
、
い
た
い
と
思
う
。 お姉ちゃん

【贈りたい相手】

愛子

【贈り主】

（
東
京
都
・
田
園
調
布
雙
葉
中
学
校
1
年
生
）

小
森 

愛
子
さ
ん
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た
く
さ
ん
の
悩
み
事
を
抱
え
て
う
ず
く
ま
っ
て
い
た
日
、
父
は
私
の
心
に
寄
り
添
っ

て
諭
し
て
く
れ
た
。

身
体
と
心
に
い
っ
ぱ
い
荷
物
を
背
負
っ
て
家
に
帰
っ
た
日
、
母
は
私
に
そ
っ
と
寄
り

添
い
肩
を
軽
く
し
て
く
れ
た
。
ム
シ
ャ
ク
シ
ャ
し
て
イ
ラ
イ
ラ
し
て
皆
に
当
た
り
散
ら

し
た
日
、
佳
連
は
私
の
背
に
手
を
添
え
さ
す
っ
て
く
れ
た
。
何
も
か
も
上
手
く
い
か
な

く
て
ず
っ
と
泣
い
て
い
た
日
、
奈
央
は
私
の
頬
に
手
を
添
え
涙
を
拭
っ
て
く
れ
た
。

薄
く
て
、
小
さ
く
て
、
脆
く
壊
れ
や
す
い
私
の
心
を
包
ん
で
く
れ
た
の
は
、
い
つ
も

家
族
の
ぬ
く
も
り
だ
っ
た
。
中
学
最
後
の
夏
の
大
会
は
、
大
変
で
辛
い
こ
と
ば
っ
か
り

だ
っ
た
け
ど
、
付
き
添
い
、
寄
り
添
っ
て
く
れ
る
家
族
の
体
温
が
、
こ
ん
な
に
も
温
か

い
も
の
だ
っ
た
ん
だ
と
気
付
け
た
夏
だ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
、
皆
で
寄
り
添
っ

て
生
き
て
い
き
た
い
な
。

家族

【贈りたい相手】

知里

【贈り主】

（
徳
島
県
・
徳
島
市
国
府
中
学
校
3
年
生
）

後
藤
田 
知
里
さ
ん

先
生
、
今
と
て
も
会
い
た
い
で
す
。

い
つ
も
勉
強
の
こ
と
、
生
徒
会
の
こ
と
、
部
活
の
こ
と
な
ど
に
ア
ド
バ

イ
ス
と
応
援
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
。
生
活
ノ
ー
ト
の
コ
メ
ン
ト
を
毎

日
丁
寧
に
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
。
実
は
、
そ
れ
を
見
る
の
が
私
の
毎

日
の
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
し
た
。
給
食
に
出
る
チ
ー
ズ
だ
け
は
苦
手
で
食

べ
ら
れ
な
か
っ
た
先
生
。先
生
と
は
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
あ
り
ま
す
ね
。

そ
ん
な
先
生
が
突
然
い
な
く
な
っ
て
か
ら
の
学
校
生
活
。
先
生
の
存
在

が
私
に
と
っ
て
、
と
て
も
大
き
な
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
日
々
感
じ

て
い
ま
す
。

一
度
だ
け
で
い
い
か
ら
、
会
い
た
い
で
す
。
最
後
に
伝
え
る
こ
と
の
で

き
な
か
っ
た
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
た
め
に
…
…
も
う
一
度
。

お
姉
ち
ゃ
ん
は
い
つ
も
私
の
先
に
い
て
壁
と
な
っ
て
く
れ

て
　
そ
の
壁
に
時
に
は
あ
せ
ら
さ
れ
　
時
に
は
1
歩
前
へ
前

進
さ
せ
ら
れ
る
。

人
生
の
先
輩
、
雙
葉
の
先
輩
で
も
あ
る
お
姉
ち
ゃ
ん
と
い

う
壁
は
越
え
ら
れ
そ
う
で
越
え
ら
れ
な
い
、
登
っ
て
い
け
そ

う
で
登
っ
て
い
け
な
い
も
の
と
し
て
私
に
立
ち
は
だ
か
っ
て

く
る
。
そ
れ
が
嬉
し
い
様
で
、く
や
し
い
。
さ
み
し
い
様
で
、

楽
し
い
。
私
の
感
情
を
左
右
さ
せ
る
。

お
姉
ち
ゃ
ん
は
私
の
尊
敬
す
る
人
で
あ
り
、
目
標
に
す
る

人
。
私
は
、
い
つ
か
そ
の
壁
を
越
え
て
ゆ
く
。
今
度
は
私
が

お
姉
ち
ゃ
ん
の
壁
に
な
る
。
い
つ
ま
で
も
、
お
互
い
を
尊
重

し
合
え
る
こ
の
関
係
で
私
は
、
い
た
い
と
思
う
。

警
察
道
場
で
、
先
生
と
出
会
い
、
色
々
な
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
練
習
が
き
つ
く
て
サ
ボ
る
と
鬼
の
よ
う
に
怒
っ
た
り
、
試

合
で
勝
て
な
い
と
、「
剣
道
は
勝
つ
だ
け
じ
ゃ
な
い
」
と
励
ま
し

て
く
れ
ま
し
た
ね
。
う
ま
く
い
か
な
く
て
剣
道
が
嫌
い
に
な
っ

た
時
も
、先
生
は
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
の
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
憬
」
と
い
う
漢
字
に
は
「
あ
こ
が
れ
る
、
と
お
い
、

広
大
な
さ
ま
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
か
先
生
の
よ

う
に
、
教
え
子
が
憬
れ
る
よ
う
な
警
察
官
に
な
り
、
子
ど
も
達

に
剣
道
を
教
え
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
今
は
ま
だ
と
お
い
け
ど
、
努
力
を
し
て
た
く
ま
し

い
警
察
官
に
な
っ
て
み
せ
ま
す
！

剣道の先生

【贈りたい相手】

坂本　大樹

【贈り主】

（
福
岡
県
・
久
留
米
市
立
櫛
原
中
学
校
3
年
生
）

坂
本 

大
樹
さ
ん
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自
分
が
野
球
部
の
仲
間
に
出
会
っ
て
か
ら
今
日
ま
で
い
ろ
い

ろ
な
も
の
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

共
に
流
し
た
輝
く
汗
。
共
に
流
し
た
輝
く
涙
。
共
に
考
え
た

輝
く
想
い
。
共
に
過
ご
し
た
輝
く
日
々
。
共
に
歩
ん
で
き
た
輝

く
軌
跡
。

自
分
の
中
学
校
野
球
人
生
は
輝
い
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
が
つ
ら
く
て
前
に
進
め
な
く
な
っ
た
と

き
、
皆
の
輝
き
で
道
を
て
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

野球部の仲間

【贈りたい相手】

髙田　崚平

【贈り主】

（
岩
手
県
・
洋
野
町
立
種
市
中
学
校
3
年
生
）

髙
田 

崚
平
さ
ん

佳 作

「
い
つ
も
一
緒
だ
か
ら
ね
」お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
元
気
な
頃
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
い
つ
も
こ
う
話
し
か
け
て
い
ま
し
た
ね
。

病
院
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
命
の
期
限
を
つ
げ
ら
れ
た
後
、

言
葉
の
頭
に
つ
け
た
「
あ
っ
ち
に
行
っ
て
も
」。

そ
し
て
逝
っ
て
し
ま
っ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
。
体
が
冷
た
く

な
ら
な
い
様
、
ず
っ
と
体
を
さ
す
り
続
け
な
が
ら
さ
さ
や
い

て
た
ね
。
今
も
写
真
に
向
か
っ
て
話
し
か
け
て
る
。
お
じ
い

ち
ゃ
ん
が
1
人
で
心
細
く
な
い
様
に
。

そ
し
て
、
お
墓
に
き
ざ
ん
だ
「
い
つ
も
一
緒
」
の
言
葉
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
思
い
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん

に
届
い
て
る
。

おばあちゃん

【贈りたい相手】

怜奈

【贈り主】

（
群
馬
県
・
伊
勢
崎
市
立
殖
蓮
中
学
校
3
年
生
）

鈴
木 
怜
奈
さ
ん
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自
分
が
野
球
部
の
仲
間
に
出
会
っ
て
か
ら
今
日
ま
で
い
ろ
い

ろ
な
も
の
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

共
に
流
し
た
輝
く
汗
。
共
に
流
し
た
輝
く
涙
。
共
に
考
え
た

輝
く
想
い
。
共
に
過
ご
し
た
輝
く
日
々
。
共
に
歩
ん
で
き
た
輝

く
軌
跡
。

自
分
の
中
学
校
野
球
人
生
は
輝
い
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
が
つ
ら
く
て
前
に
進
め
な
く
な
っ
た
と

き
、
皆
の
輝
き
で
道
を
て
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

「
い
つ
も
一
緒
だ
か
ら
ね
」お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
元
気
な
頃
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
い
つ
も
こ
う
話
し
か
け
て
い
ま
し
た
ね
。

病
院
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
命
の
期
限
を
つ
げ
ら
れ
た
後
、

言
葉
の
頭
に
つ
け
た
「
あ
っ
ち
に
行
っ
て
も
」。

そ
し
て
逝
っ
て
し
ま
っ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
。
体
が
冷
た
く

な
ら
な
い
様
、
ず
っ
と
体
を
さ
す
り
続
け
な
が
ら
さ
さ
や
い

て
た
ね
。
今
も
写
真
に
向
か
っ
て
話
し
か
け
て
る
。
お
じ
い

ち
ゃ
ん
が
1
人
で
心
細
く
な
い
様
に
。

そ
し
て
、
お
墓
に
き
ざ
ん
だ
「
い
つ
も
一
緒
」
の
言
葉
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
思
い
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん

に
届
い
て
る
。

僕
は
小
さ
い
頃
、
父
が
大
好
き
で
し
た
。
ず
っ
と
父
に
つ

い
て
歩
い
て
い
た
の
で
出
か
け
る
と
き
は
必
ず
父
と
い
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
父
は
小
学
生
の
と
き
に
”大
好
き
な
父
“
か
ら
”嫌

い
な
父
“
に
変
わ
り
ま
し
た
。
俗
に
い
う
反
抗
期
で
す
。

し
か
し
、
中
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
内
に
い
つ
の
ま
に

か
”嫌
い
な
父
“
か
ら
”憧
れ
“
へ
と
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
今
、
”憧
れ
“
か
ら
”ラ
イ
バ
ル
“
へ
変
え
る
た
め

僕
は
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

父

【贈りたい相手】

息子

【贈り主】

（
北
海
道
・
札
幌
市
立
伏
見
中
学
校
3
年
生
）

武
市 

真
嵩
さ
ん

父
と
母
は
い
つ
も
目
を
見
て
ほ
め
て
く
れ
、
し
か
っ
て
く

れ
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
姉
と
は
い
つ
も
目
を
見
て
喧
嘩
し

て
い
ま
し
た
。
家
族
と
は
い
つ
も
目
を
見
て
生
活
し
て
き
ま
し

た
。私

は
目
を
見
る
こ
と
で
、
み
ん
な
か
ら
温
か
さ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
と
目
を
見
て

話
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

家族

【贈りたい相手】

みお

【贈り主】

（
京
都
府
・
京
都
市
立
伏
見
中
学
校
2
年
生
）

中
村 

澪
さ
ん
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佳 作

小
さ
い
頃
、「
雨
が
降
っ
た
後
、
晴
れ
た
ら
空
に
虹
が
で
き

る
ん
だ
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
よ
ね
。
大
き
く
な
っ
て
か
ら

分
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
虹
っ
て
、
心
の
中
に
も
で
き
る
と
思

う
ん
だ
。

今
の
私
は
思
春
期
で
、
嫌
な
事
と
か
、
た
く
さ
ん
あ
る
。

で
も
、そ
れ
を
乗
り
越
え
た
ら
気
分
が
す
っ
き
り
す
る
ん
だ
。

ま
る
で
、
虹
の
で
て
い
る
空
み
た
い
に
。

そ
れ
を
気
付
か
せ
て
く
れ
た
の
は
、
お
母
さ
ん
だ
よ
。
心

か
ら
感
謝
し
て
ま
す
。
大
好
き
♡

お母さん

【贈りたい相手】

かの

【贈り主】

（
埼
玉
県
・
桶
川
市
立
桶
川
東
中
学
校
1
年
生
）

兵
藤 
香
乃
さ
ん

「
お
は
よ
う
」「
お
か
え
り
」「
お
や
す
み
」　
毎
日
何
気
な
く

言
っ
て
る
言
葉
な
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
僕
に
は
と
て
も
響

い
て
聞
こ
え
る
。

最
近
は
体
調
が
良
く
な
い
じ
い
ち
ゃ
ん
。
反
抗
期
の
僕
は
、

そ
ん
な
じ
い
ち
ゃ
ん
の
言
葉
を
無
視
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の

度
に
見
る
じ
い
ち
ゃ
ん
の
悲
し
い
顔
。
本
当
は
そ
ん
な
つ
も
り

じ
ゃ
な
い
の
に
。

で
も
ね
、
じ
い
ち
ゃ
ん
。
無
視
は
し
ち
ゃ
う
け
ど
、
じ
い
ち
ゃ

ん
の
声
は
し
っ
か
り
と
僕
の
心
に
届
い
て
い
る
よ
。
こ
れ
か
ら

も
ず
っ
と
、
そ
の
元
気
な
声
、
届
け
て
く
だ
さ
い
。
じ
い
ち
ゃ

ん
の
声
は
僕
の
幸
せ
だ
よ
。

じいちゃん

【贈りたい相手】

智哉

【贈り主】

（
北
海
道
・
札
幌
市
立
伏
見
中
学
校
3
年
生
）

辨
野 

智
哉
さ
ん
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小
さ
い
頃
、「
雨
が
降
っ
た
後
、
晴
れ
た
ら
空
に
虹
が
で
き

る
ん
だ
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
よ
ね
。
大
き
く
な
っ
て
か
ら

分
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
虹
っ
て
、
心
の
中
に
も
で
き
る
と
思

う
ん
だ
。

今
の
私
は
思
春
期
で
、
嫌
な
事
と
か
、
た
く
さ
ん
あ
る
。

で
も
、そ
れ
を
乗
り
越
え
た
ら
気
分
が
す
っ
き
り
す
る
ん
だ
。

ま
る
で
、
虹
の
で
て
い
る
空
み
た
い
に
。

そ
れ
を
気
付
か
せ
て
く
れ
た
の
は
、
お
母
さ
ん
だ
よ
。
心

か
ら
感
謝
し
て
ま
す
。
大
好
き
♡

「
お
は
よ
う
」「
お
か
え
り
」「
お
や
す
み
」　
毎
日
何
気
な
く

言
っ
て
る
言
葉
な
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
僕
に
は
と
て
も
響

い
て
聞
こ
え
る
。

最
近
は
体
調
が
良
く
な
い
じ
い
ち
ゃ
ん
。
反
抗
期
の
僕
は
、

そ
ん
な
じ
い
ち
ゃ
ん
の
言
葉
を
無
視
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の

度
に
見
る
じ
い
ち
ゃ
ん
の
悲
し
い
顔
。
本
当
は
そ
ん
な
つ
も
り

じ
ゃ
な
い
の
に
。

で
も
ね
、
じ
い
ち
ゃ
ん
。
無
視
は
し
ち
ゃ
う
け
ど
、
じ
い
ち
ゃ

ん
の
声
は
し
っ
か
り
と
僕
の
心
に
届
い
て
い
る
よ
。
こ
れ
か
ら

も
ず
っ
と
、
そ
の
元
気
な
声
、
届
け
て
く
だ
さ
い
。
じ
い
ち
ゃ

ん
の
声
は
僕
の
幸
せ
だ
よ
。

少
し
前
ま
で
は
良
き
チ
ー
ム
メ
イ
ト
だ
っ
た
夢
夏
と
、
中
学

を
は
な
れ
て
6
ヶ
月
。

互
い
に
中
学
で
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
良
き
ラ
イ
バ
ル

と
な
っ
た
今
。
ま
だ
1
年
生
の
私
達
は
、2
年
後
の
全
中
を
目

指
し
て
良
き
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
、
良
き
仲
間
と
し
て
戦
い
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
す
る
と
い
う
意
味
を
込
め
て
、「
敵
」
と
い
う
漢
字

を
贈
り
ま
す
。

こ
の
漢
字
が
夢
夏
に
届
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。 ゆめか

【贈りたい相手】

はな

【贈り主】

（
静
岡
県
・
西
遠
女
子
学
園
中
学
校
1
年
生
）

本
川 

華
さ
ん

ぼ
く
は
、
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
ま
す
。
ぼ
く
は
ボ
ラ
ン
チ

を
し
て
い
て
一
番
ボ
ー
ル
が
回
っ
て
き
て
一
番
、
仲
間
へ
パ

ス
を
繋
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
す
。
仲
間
が

と
っ
て
く
れ
た
ボ
ー
ル
を
ぼ
く
は
、
繋
が
な
い
と
い
け
な
い

の
で
す
。

ぼ
く
は
た
だ
ボ
ー
ル
を
繋
い
で
い
る
だ
け
で
な
く
仲
間
の

思
い
も
繋
い
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
い
つ
も
ぼ
く
が
パ
ス
ミ

ス
を
し
て
も
ド
ン
マ
イ
と
言
っ
て
く
れ
る
仲
間
に
、
こ
の
繋

を
贈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

クラブの仲間

【贈りたい相手】

リョウタ

【贈り主】

（
大
阪
府
・
大
阪
市
立
大
池
中
学
校
1
年
生
）

村
井 

亮
太
さ
ん
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自
分
が
、
中
学
校
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
、
習
っ
て
い
た
時
、

部
活
内
の
ト
ラ
ブ
ル
、ク
ラ
ス
で
の
友
達
関
係
。
思
春
期
だ
っ

た
私
は
、毎
日
う
ま
く
い
か
な
く
て
思
い
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
先
生
が
突
然
『
交
換
日
記
』
を
し
よ
う
！
1
日

の
中
で
起
き
た
う
れ
し
い
こ
と
や
悲
し
い
こ
と
、
全
て
書
い

て
ね
。
と
自
分
の
悩
み
事
を
解
決
し
よ
う
と
す
ご
く
親
身
に

な
っ
て
考
え
て
く
れ
ま
し
た
。

今
で
は
、
そ
の
お
か
げ
で
、
心
が
と
て
も
強
く
な
り
ま
し

た
。『
人
と
人
と
の
交
わ
り
』
は
す
て
き
で
す
ね
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
。

先生

【贈りたい相手】

生徒

【贈り主】

（
福
岡
県
・
北
九
州
市
立
高
等
学
校
1
年
生
）

荒
木 

奈
々
子
さ
ん

佳 作

「
月
が
綺
麗
で
す
ね
。」
と
あ
な
た
に
言
わ
れ
て
見
上
げ
た

月
が
特
別
美
し
く
輝
い
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
あ
の
瞬
間
私

の
初
恋
が
実
っ
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

あ
な
た
は
も
う
す
ぐ
大
学
受
験
、
私
は
部
活
が
忙
し
く
て

な
か
な
か
会
え
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
か
ら
同
じ

月
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ
と
思
う
と
、
少
な
く
と
も
心

の
距
離
は
近
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
私
に
と
っ
て
月
の
よ
う
に
輝
く
特
別
な
存

在
で
い
て
く
だ
さ
い
。

初恋の人

【贈りたい相手】

瑛奈

【贈り主】

（
東
京
都
・
田
園
調
布
雙
葉
高
等
学
校
2
年
生
）

赤
堀 
瑛
奈
さ
ん
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家
に
帰
っ
て
き
た
時
の「
お
か
え
り
」、出
か
け
る
時
の「
い
っ

て
ら
っ
し
ゃ
い
」。

毎
日
の
よ
う
に
聞
い
て
い
る
お
母
さ
ん
の
声
で
、
私
は
不
思

議
と
安
心
す
る
。
寒
い
ギ
ャ
グ
を
一
人
で
言
っ
て
一
人
で
笑
っ

て
た
り
、
テ
レ
ビ
を
見
て
何
か
に
驚
い
て
た
り
、
と
に
か
く
い

つ
も
お
母
さ
ん
は
声
を
発
し
て
い
て
、
少
し
う
る
さ
い
と
感
じ

る
時
も
あ
っ
た
。
で
も
や
っ
ぱ
り
、
お
母
さ
ん
の
声
が
な
か
っ

た
ら
と
考
え
る
と
、
と
て
も
寂
し
い
気
持
ち
に
な
る
。
　

私
は
お
母
さ
ん
の
声
が
好
き
で
、
お
母
さ
ん
の
こ
と
が
大
好

き
だ
。
だ
か
ら
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
「
お
か
え
り
」
と
「
い
っ

て
ら
っ
し
ゃ
い
」
を
聞
き
た
い
。
そ
し
て
私
も
、「
た
だ
い
ま
」

と
「
行
っ
て
き
ま
す
」
を
大
き
な
声
で
か
え
し
た
い
。

お母さん

【贈りたい相手】

有香

【贈り主】

（
愛
知
県
・
椙
山
女
学
園
高
等
学
校
3
年
生
）

石
黒 

有
香
さ
ん

自
分
が
、
中
学
校
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
、
習
っ
て
い
た
時
、

部
活
内
の
ト
ラ
ブ
ル
、ク
ラ
ス
で
の
友
達
関
係
。
思
春
期
だ
っ

た
私
は
、毎
日
う
ま
く
い
か
な
く
て
思
い
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
先
生
が
突
然
『
交
換
日
記
』
を
し
よ
う
！
1
日

の
中
で
起
き
た
う
れ
し
い
こ
と
や
悲
し
い
こ
と
、
全
て
書
い

て
ね
。
と
自
分
の
悩
み
事
を
解
決
し
よ
う
と
す
ご
く
親
身
に

な
っ
て
考
え
て
く
れ
ま
し
た
。

今
で
は
、
そ
の
お
か
げ
で
、
心
が
と
て
も
強
く
な
り
ま
し

た
。『
人
と
人
と
の
交
わ
り
』
は
す
て
き
で
す
ね
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
。

「
月
が
綺
麗
で
す
ね
。」
と
あ
な
た
に
言
わ
れ
て
見
上
げ
た

月
が
特
別
美
し
く
輝
い
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
あ
の
瞬
間
私

の
初
恋
が
実
っ
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

あ
な
た
は
も
う
す
ぐ
大
学
受
験
、
私
は
部
活
が
忙
し
く
て

な
か
な
か
会
え
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
か
ら
同
じ

月
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ
と
思
う
と
、
少
な
く
と
も
心

の
距
離
は
近
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
私
に
と
っ
て
月
の
よ
う
に
輝
く
特
別
な
存

在
で
い
て
く
だ
さ
い
。

親
に
無
謀
な
夢
よ
り
安
定
し
た
職
業
に
就
け
ば
？
と
言
わ

れ
て
悩
ん
で
い
た
時 

私
の
夢
を
応
援
し
て
背
中
を
押
し
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
。
私
は
そ
の
夢
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。

け
れ
ど
今
、
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
の
は
兄
の
ほ
う
だ
。
一

人
暮
し
で
仕
事
を
し
て
無
理
し
て
病
気
に
な
っ
て
…
。
仕
事

を
や
め
て
地
元
に
戻
っ
て
働
く
か
迷
っ
た
り
し
て
る
。
今
度

は
私
が
背
中
を
押
す
番
。
ど
ん
な
道
を
選
ん
で
も
応
援
す
る

と
い
う
意
味
を
込
め
て
…
。

優しい兄

【贈りたい相手】

わがままな妹

【贈り主】

（
群
馬
県
・
明
和
県
央
高
等
学
校
3
年
生
）

伊
藤 

恵
美
さ
ん
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佳 作

あ
な
た
は
い
つ
も
下
ば
か
り
向
い
て
、
1
人
で
悩
ん
で
泣
い
て

い
る
ね
。

私
が
「
ど
う
し
た
の
？
」
と
聞
い
て
も
、「
大
丈
夫
」
と
い
う

あ
な
た
。「
大
丈
夫
」
で
は
な
い
の
に
。
で
も
、「
大
丈
夫
」
の
一

つ
返
事
だ
か
ら
私
は
何
も
で
き
ま
せ
ん
。
支
え
て
あ
げ
る
こ
と
も

で
き
ま
せ
ん
。

そ
ば
に
い
て
、
声
を
か
け
て
支
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
ら
、
私
は
こ
の
「
前
」
と
い
う
字
を
あ
な
た
に
贈
り
、
こ
の
字

が
心
の
支
え
に
な
る
と
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
前
」
を
向

い
て
い
れ
ば
、
今
の
よ
う
に
悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
か

壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
、
必
ず
前
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

友達

【贈りたい相手】

陽菜

【贈り主】

（
福
岡
県
・
北
九
州
市
立
高
等
学
校
1
年
生
）

岩
永 
陽
菜
さ
ん

母
の
顔
の
み
け
ん
に
あ
る
タ
テ
線
。
そ
れ
は
年
齢
に
よ
る

も
の
で
は
な
く
、
原
因
は
私
に
あ
り
ま
す
。

中
学
校
3
年
間
ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う
に
怒
ら
せ
て
し
ま
う
よ

う
な
こ
と
を
し
て
深
い
反
省
を
せ
ず
過
ご
し
て
き
た
た
め
に

つ
い
て
し
ま
っ
た
皺
。
高
校
1
年
生
に
な
っ
た
今
、
遅
い
か

も
し
れ
な
い
け
ど
あ
の
時
の
自
分
は
捨
て
て
変
わ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

母
の
み
け
ん
の
皺
な
く
し
て
み
せ
ま
す
。

母

【贈りたい相手】

美紗

【贈り主】

（
静
岡
県
・
藤
枝
順
心
高
等
学
校
1
年
生
）

大
庭 

美
紗
さ
ん
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私
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て
い
ま
す
。
少
し
前
ま
で

指
導
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
コ
ー
チ
が
い
ま
し
た
。
コ
ー
チ

は
私
に
「
笑
顔
が
い
い
ね
！
そ
の
笑
顔
は
こ
の
先
も
ず
っ
と

続
け
な
さ
い
。」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
日
か
ら
笑
顔

を
大
切
に
頑
張
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
も
、「
頑
張
る
」

で
は
な
く
「
顔
晴
る
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
。

顔
が
晴
れ
る
で
「
が
ん
ば
る
」
！
い
い
顔
で
こ
れ
か
ら
も

顔
晴
り
続
け
た
い
で
す
。

コーチ

【贈りたい相手】

川岡　莉子

【贈り主】

（
福
岡
県
・
北
九
州
市
立
高
等
学
校
2
年
生
）

川
岡 

莉
子
さ
ん

あ
な
た
は
い
つ
も
下
ば
か
り
向
い
て
、
1
人
で
悩
ん
で
泣
い
て

い
る
ね
。

私
が
「
ど
う
し
た
の
？
」
と
聞
い
て
も
、「
大
丈
夫
」
と
い
う

あ
な
た
。「
大
丈
夫
」
で
は
な
い
の
に
。
で
も
、「
大
丈
夫
」
の
一

つ
返
事
だ
か
ら
私
は
何
も
で
き
ま
せ
ん
。
支
え
て
あ
げ
る
こ
と
も

で
き
ま
せ
ん
。

そ
ば
に
い
て
、
声
を
か
け
て
支
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
ら
、
私
は
こ
の
「
前
」
と
い
う
字
を
あ
な
た
に
贈
り
、
こ
の
字

が
心
の
支
え
に
な
る
と
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
前
」
を
向

い
て
い
れ
ば
、
今
の
よ
う
に
悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
か

壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
、
必
ず
前
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

母
の
顔
の
み
け
ん
に
あ
る
タ
テ
線
。
そ
れ
は
年
齢
に
よ
る

も
の
で
は
な
く
、
原
因
は
私
に
あ
り
ま
す
。

中
学
校
3
年
間
ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う
に
怒
ら
せ
て
し
ま
う
よ

う
な
こ
と
を
し
て
深
い
反
省
を
せ
ず
過
ご
し
て
き
た
た
め
に

つ
い
て
し
ま
っ
た
皺
。
高
校
1
年
生
に
な
っ
た
今
、
遅
い
か

も
し
れ
な
い
け
ど
あ
の
時
の
自
分
は
捨
て
て
変
わ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

母
の
み
け
ん
の
皺
な
く
し
て
み
せ
ま
す
。

キ
ャ
プ
テ
ン
に
な
り
た
て
の
頃
、
い
つ
も
お
ち
ゃ
ら
け
て
い
て
正

直
、
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
の
威
厳
な
ん
て
ほ
と
ん
ど
感
じ
ら
れ
な

か
っ
た
。
1
年
経
っ
て
、
69
校
の
代
表
と
し
て
の
堂
々
と
し
た
選
手

宣
誓
、
す
ご
く
か
っ
こ
よ
か
っ
た
よ
。

右
う
で
に
つ
け
た
”主
“の
マ
ー
ク
が
と
て
も
大
き
く
、
と
て
も

頼
も
し
く
な
っ
た
の
を
見
て
、
私
が
誇
ら
し
く
な
り
ま
し
た
。
誰
よ

り
も
怒
ら
れ
て
、
誰
よ
り
も
責
任
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
、
ど
れ
だ

け
辛
い
思
い
、
歯
が
ゆ
い
思
い
を
し
て
も
み
ん
な
を
ま
と
め
よ
う
と

頑
張
る
姿
を
少
し
で
も
サ
ポ
ー
ト
で
き
て
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
、
選
手
と
し
て
最
後
の
夏
の
大
会
、
い
っ
ぱ

い
勝
っ
て
笑
顔
で
引
退
し
よ
う
ね
。

野球部キャプテン 田中　誠人

【贈りたい相手】

マネージャー 金井　美久

【贈り主】

（
群
馬
県
・
明
和
県
央
高
等
学
校
3
年
生
）

金
井 

美
久
さ
ん
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学
校
で
の
出
来
事
か
ら
ほ
ん
の
短
期
間
、
学
校
へ
行
か
な

か
っ
た
妹
。
私
や
お
母
さ
ん
の
前
で
は
泣
か
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
私
は
お
風
呂
の
中
で
泣
い
て
い
た
の
を
知
っ
て
い
ま
し

た
。
と
て
も
心
が
痛
み
ま
し
た
が
、
少
し
前
ま
で
は
辛
い
こ

と
な
ど
が
あ
る
と
す
ぐ
泣
い
て
私
の
元
ま
で
相
談
し
に
来
て

い
た
の
に
、人
前
で
泣
か
な
い
強
さ
が
身
に
つ
い
た
の
だ
と
、

成
長
を
感
じ
て
少
し
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
強
く
な
っ
た

妹
を
表
し
た
く
て
、
こ
の
漢
字
に
し
ま
し
た
。

強
く
な
っ
た
ね
。
泣
い
た
分
も
っ
と
人
に
優
し
く
な
れ
る

と
思
う
で
。
頑
張
れ
!!

妹

【贈りたい相手】

真里奈

【贈り主】

（
兵
庫
県
・
兵
庫
県
立
武
庫
荘
総
合
高
等
学
校
2
年
生
）

黒
岩 
真
里
奈
さ
ん

仲
が
良
く
て
明
る
い
お
ふ
た
り
さ
ん
。
2
人
を
見
て
る
と

温
か
い
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。

天
然
で
明
る
く
て
少
し
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い
で
心
配
性
な

お
母
さ
ん
。
頼
り
に
な
っ
て
し
っ
か
り
者
だ
け
ど
マ
イ
ペ
ー

ス
な
お
父
さ
ん
。そ
ん
な
2
人
だ
か
ら
家
庭
も
温
か
く
な
り
、

み
ん
な
仲
が
良
い
ん
で
す
。
い
つ
も
温
か
い
言
葉
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
か
2
人
と
も
長
生
き
し
て
ず
っ
と

仲
良
く
し
て
楽
し
い
人
生
を
送
っ
て
下
さ
い
。 両親

【贈りたい相手】

娘

【贈り主】

（
静
岡
県
・
静
岡
県
立
清
水
西
高
等
学
校
1
年
生
）

志
田 

琴
音
さ
ん

佳 作
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学
校
で
の
出
来
事
か
ら
ほ
ん
の
短
期
間
、
学
校
へ
行
か
な

か
っ
た
妹
。
私
や
お
母
さ
ん
の
前
で
は
泣
か
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
私
は
お
風
呂
の
中
で
泣
い
て
い
た
の
を
知
っ
て
い
ま
し

た
。
と
て
も
心
が
痛
み
ま
し
た
が
、
少
し
前
ま
で
は
辛
い
こ

と
な
ど
が
あ
る
と
す
ぐ
泣
い
て
私
の
元
ま
で
相
談
し
に
来
て

い
た
の
に
、人
前
で
泣
か
な
い
強
さ
が
身
に
つ
い
た
の
だ
と
、

成
長
を
感
じ
て
少
し
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
強
く
な
っ
た

妹
を
表
し
た
く
て
、
こ
の
漢
字
に
し
ま
し
た
。

強
く
な
っ
た
ね
。
泣
い
た
分
も
っ
と
人
に
優
し
く
な
れ
る

と
思
う
で
。
頑
張
れ
!!

仲
が
良
く
て
明
る
い
お
ふ
た
り
さ
ん
。
2
人
を
見
て
る
と

温
か
い
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。

天
然
で
明
る
く
て
少
し
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い
で
心
配
性
な

お
母
さ
ん
。
頼
り
に
な
っ
て
し
っ
か
り
者
だ
け
ど
マ
イ
ペ
ー

ス
な
お
父
さ
ん
。そ
ん
な
2
人
だ
か
ら
家
庭
も
温
か
く
な
り
、

み
ん
な
仲
が
良
い
ん
で
す
。
い
つ
も
温
か
い
言
葉
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
か
2
人
と
も
長
生
き
し
て
ず
っ
と

仲
良
く
し
て
楽
し
い
人
生
を
送
っ
て
下
さ
い
。

「
静
岡
県
」
代
表
「
群
馬
県
」
代
表
で
小
学
校
3
年
生
の

時
の
全
国
大
会
の
初
戦
の
相
手
。
ま
さ
か
今
で
は
同
じ
高
校

に
通
っ
て
、
同
じ
部
活
で
、
ク
ラ
ス
ま
で
2
年
間
一
緒
だ
と

は
…
運
命
で
し
ょ
う
か
。
毎
日
「
日
本
一
」
と
い
う
同
じ
目

標
に
向
け
て
汗
か
い
て
、
沢
山
笑
っ
て
・
泣
い
て
素
敵
な
時

間
を
過
ご
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

大
好
き
だ
け
ど
ラ
イ
バ
ル
意
識
も
強
く
て
日
々
あ
な
た
に

向
か
っ
て
私
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

川村　真以

【贈りたい相手】

清水　那月

【贈り主】

（
群
馬
県
・
高
崎
商
科
大
学
附
属
高
等
学
校
2
年
生
）

清
水 

那
月
さ
ん

昔
か
ら
じ
い
じ
の
字
が
好
き
だ
っ
た
。
き
れ
い
な
の
は
も
ち

ろ
ん
、
そ
の
字
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
思
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
よ

う
だ
っ
た
。
黒
い
わ
く
ぶ
ち
に
入
っ
た
じ
い
じ
の
写
真
が
あ
る

部
屋
で
、
じ
い
じ
の
日
記
を
読
ま
せ
て
も
ら
っ
た
。
私
の
大
好

き
な
字
が
い
っ
ぱ
い
、
い
っ
ぱ
い
し
き
つ
め
ら
れ
て
そ
の
字
が

つ
な
が
り
あ
っ
て
文
に
な
っ
て
い
た
。

そ
の
中
に
、
私
に
む
け
て
「
頑
張
れ
」
の
言
葉
が
あ
っ
た
。

そ
の
時
か
ら
今
ま
で
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
く
じ
け
そ
う
に

な
っ
た
と
き
、
そ
の
字
を
思
い
だ
し
、
頑
張
っ
て
い
け
ま
す
。

じいじ

【贈りたい相手】

孫

【贈り主】

（
愛
知
県
・
菊
武
学
園
菊
華
高
等
学
校
1
年
生
）

杉
森 

菜
々
花
さ
ん
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佳 作

私
の
唯
一
の
姉
妹
。
何
で
も
話
せ
る
姉
。
私
の
心
の
拠
り

所
は
、
あ
な
た
の
そ
の
変
わ
り
ゆ
く
「
目
」。
相
談
し
て
い
る

と
き
は
、
や
さ
し
い
「
目
」。
怒
っ
て
く
れ
て
い
る
と
き
は
、

つ
り
あ
が
っ
た「
目
」。
楽
し
い
話
を
し
て
い
る
と
き
は
、笑
っ

た
細
い
「
目
」。
私
と
は
違
う
、
い
つ
く
も
の
「
目
」
を
持
っ

て
い
る
あ
な
た
は
、
私
の
尊
敬
す
る
人
の
一
人
で
あ
り
、
自

慢
の
姉
で
す
。

あ
な
た
の
「
目
」
は
、
蝶
の
よ
う
に
鮮
や
か
で
繊
細
で
美

し
い
。
そ
ん
な
あ
な
た
が
、
女
と
し
て
妹
と
し
て
と
て
も
大

好
き
で
す
。

私の唯一の姉

【贈りたい相手】

妹

【贈り主】

（
福
岡
県
・
福
岡
雙
葉
高
等
学
校
1
年
生
）

髙
木 
麻
衣
さ
ん

私
が
貴
方
の
帰
り
を
待
ち
続
け
て
、も
う
3
年
が
経
ち
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
、
貴
方
と
す
ご
し
た
13
年
間
は
私
が
待
つ
ば
か
り
だ
っ

た
ね
。
仕
事
か
ら
帰
っ
て
来
る
の
を
ず
っ
と
待
っ
て
た
ね
、
誰
も

来
な
い
授
業
参
観
で
今
日
は
来
る
か
も
っ
て
期
待
を
添
え
て
待
っ

て
た
ね
、
け
ん
か
し
て
泣
い
て
い
る
私
を
な
ぐ
さ
め
に
来
て
く
れ

る
だ
ろ
う
と
待
っ
て
た
ね
、
貴
方
が
旅
立
っ
て
か
ら
も
呼
ん
だ
ら

ひ
ょ
っ
こ
り
と
顔
を
出
し
て
来
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
待
っ
て
た
ね
。

今
度
は
お
母
さ
ん
が
待
つ
番
だ
よ
。卒
業
す
る
の
を
待
っ
て
て
、

就
職
す
る
の
を
待
っ
て
て
、
結
婚
す
る
の
を
待
っ
て
て
、
私
の
子

供
が
独
り
立
ち
す
る
の
を
待
っ
て
て
、
私
が
其
方
に
逝
く
の
を
、

た
だ
た
だ
待
っ
て
い
て
下
さ
い
。
お
母
さ
ん
。

母

【贈りたい相手】

恵子

【贈り主】

（
静
岡
県
・
静
岡
県
立
御
殿
場
高
等
学
校
2
年
生
）

戸
田 

恵
子
さ
ん
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私
が
小
学
校
6
年
生
の
時
、母
は
乳
ガ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

母
が
死
ん
で
し
ま
う
の
で
は
と
い
う
不
安
と
恐
怖
で
泣
く
私

達
兄
弟
を
母
は
笑
顔
で
「
大
丈
夫
。」
と
言
い
ま
し
た
ね
。
で

も
、
私
達
が
寝
静
ま
っ
た
夜
に
一
人
で
泣
い
て
い
た
あ
な
た

を
私
は
知
っ
て
い
ま
す
。

あ
れ
か
ら
4
年
た
っ
た
今
、
辛
い
抗
ガ
ン
剤
治
療
を
乗
り

越
え
た
母
は
元
気
に
今
日
も
私
の
弁
当
を
作
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。
私
達
家
族
を
笑
顔
で
救
っ
て
く
れ
た
あ
な
た
に
、
こ

の
文
字
と
私
の
笑
顔
を
贈
り
ま
す
。

母

【贈りたい相手】

勇人

【贈り主】

（
宮
崎
県
・
宮
崎
県
立
妻
高
等
学
校
1
年
生
）

端
本 

勇
人
さ
ん

私
の
唯
一
の
姉
妹
。
何
で
も
話
せ
る
姉
。
私
の
心
の
拠
り

所
は
、
あ
な
た
の
そ
の
変
わ
り
ゆ
く
「
目
」。
相
談
し
て
い
る

と
き
は
、
や
さ
し
い
「
目
」。
怒
っ
て
く
れ
て
い
る
と
き
は
、

つ
り
あ
が
っ
た「
目
」。
楽
し
い
話
を
し
て
い
る
と
き
は
、笑
っ

た
細
い
「
目
」。
私
と
は
違
う
、
い
つ
く
も
の
「
目
」
を
持
っ

て
い
る
あ
な
た
は
、
私
の
尊
敬
す
る
人
の
一
人
で
あ
り
、
自

慢
の
姉
で
す
。

あ
な
た
の
「
目
」
は
、
蝶
の
よ
う
に
鮮
や
か
で
繊
細
で
美

し
い
。
そ
ん
な
あ
な
た
が
、
女
と
し
て
妹
と
し
て
と
て
も
大

好
き
で
す
。

私
が
貴
方
の
帰
り
を
待
ち
続
け
て
、も
う
3
年
が
経
ち
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
、
貴
方
と
す
ご
し
た
13
年
間
は
私
が
待
つ
ば
か
り
だ
っ

た
ね
。
仕
事
か
ら
帰
っ
て
来
る
の
を
ず
っ
と
待
っ
て
た
ね
、
誰
も

来
な
い
授
業
参
観
で
今
日
は
来
る
か
も
っ
て
期
待
を
添
え
て
待
っ

て
た
ね
、
け
ん
か
し
て
泣
い
て
い
る
私
を
な
ぐ
さ
め
に
来
て
く
れ

る
だ
ろ
う
と
待
っ
て
た
ね
、
貴
方
が
旅
立
っ
て
か
ら
も
呼
ん
だ
ら

ひ
ょ
っ
こ
り
と
顔
を
出
し
て
来
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
待
っ
て
た
ね
。

今
度
は
お
母
さ
ん
が
待
つ
番
だ
よ
。卒
業
す
る
の
を
待
っ
て
て
、

就
職
す
る
の
を
待
っ
て
て
、
結
婚
す
る
の
を
待
っ
て
て
、
私
の
子

供
が
独
り
立
ち
す
る
の
を
待
っ
て
て
、
私
が
其
方
に
逝
く
の
を
、

た
だ
た
だ
待
っ
て
い
て
下
さ
い
。
お
母
さ
ん
。

も
う
高
校
2
年
生
の
夏
も
終
わ
り
、
高
校
生
活
の
折
り
返

し
地
点
に
来
ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て

も
考
え
始
め
、
大
人
に
な
る
準
備
を
す
る
期
間
で
す
。

進
路
に
つ
い
て
考
え
た
時
、
私
は
と
て
も
悩
み
ま
し
た
。

勉
強
も
好
き
で
は
な
い
し
、
私
に
は
幼
い
頃
か
ら
続
け
て
き

た
バ
レ
エ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
お
母
さ
ん
は
、「
こ

れ
ま
で
や
っ
て
き
た
事
を
貫
き
通
す
っ
て
す
ご
い
事
だ
よ
。

諦
め
る
の
は
簡
単
な
ん
だ
か
ら
。」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た

ね
。
そ
の
言
葉
が
と
て
も
胸
に
染
み
ま
し
た
。
今
度
は
私
か

ら
、決
意
の
表
れ
と
し
て
、「
貫
」
と
い
う
漢
字
を
贈
り
ま
す
。

お母さん

【贈りたい相手】

華蓮

【贈り主】

（
東
京
都
・
日
本
音
楽
高
等
学
校
2
年
生
）

野
村 

華
蓮
さ
ん
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い
つ
も
私
を
励
ま
し
応
援
し
て
く
れ
る
父
と
母
。
震
災
で

家
が
流
さ
れ
た
大
変
な
と
き
に
も
私
と
弟
を
力
強
く
支
え
て

く
れ
ま
し
た
。
逆
境
の
中
で
も
笑
顔
を
向
け
て
く
れ
る
二
人

に
今
度
は
私
が
笑
顔
を
渡
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
の
目
標
と
し
て
喜
び
・
楽
し
み
と
い
う
意
味
を
も
つ
こ

の
漢
字
を
掲
げ
ま
す
。
部
首
の
「
欠あ

く
び

」
伸
が
出
る
暇
も
無
い

く
ら
い
楽
し
い
日
々
を
一
緒
に
過
し
て
い
こ
う
ね
。

両親

【贈りたい相手】

娘

【贈り主】

（
宮
城
県
・
宮
城
県
気
仙
沼
西
高
等
学
校
2
年
生
）

畠
山 

美
咲
さ
ん

佳 作

小
さ
い
頃
の
私
は
海
が
と
て
も
大
き
な
壁
に
感
じ
て
い
ま

し
た
。
日
本
に
い
る
母
と
中
国
に
い
る
私
の
間
に
あ
る
日
本

海
は
、小
さ
な
私
で
は
こ
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
壁
で
し
た
。

中
国
の
祖
母
に
私
を
あ
ず
け
て
、
日
本
に
帰
っ
て
い
く
母
が

大
嫌
い
だ
っ
た
の
は
、
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、今
は
母
の
そ
の
行
動
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
二
ヵ

国
語
を
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
私
の
将
来
な
り
た

い
職
業
に
も
や
く
だ
て
ら
れ
る
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
今
、

あ
の
時
感
じ
た
高
い
壁
は
希
望
の
扉
に
な
り
ま
し
た
。

母

【贈りたい相手】

由美

【贈り主】

（
群
馬
県
・
高
崎
商
科
大
学
附
属
高
等
学
校
2
年
生
）

長
谷
川 
由
美
さ
ん
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い
つ
も
私
を
励
ま
し
応
援
し
て
く
れ
る
父
と
母
。
震
災
で

家
が
流
さ
れ
た
大
変
な
と
き
に
も
私
と
弟
を
力
強
く
支
え
て

く
れ
ま
し
た
。
逆
境
の
中
で
も
笑
顔
を
向
け
て
く
れ
る
二
人

に
今
度
は
私
が
笑
顔
を
渡
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
の
目
標
と
し
て
喜
び
・
楽
し
み
と
い
う
意
味
を
も
つ
こ

の
漢
字
を
掲
げ
ま
す
。
部
首
の
「
欠あ

く
び

」
伸
が
出
る
暇
も
無
い

く
ら
い
楽
し
い
日
々
を
一
緒
に
過
し
て
い
こ
う
ね
。

小
さ
い
頃
の
私
は
海
が
と
て
も
大
き
な
壁
に
感
じ
て
い
ま

し
た
。
日
本
に
い
る
母
と
中
国
に
い
る
私
の
間
に
あ
る
日
本

海
は
、小
さ
な
私
で
は
こ
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
壁
で
し
た
。

中
国
の
祖
母
に
私
を
あ
ず
け
て
、
日
本
に
帰
っ
て
い
く
母
が

大
嫌
い
だ
っ
た
の
は
、
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、今
は
母
の
そ
の
行
動
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
二
ヵ

国
語
を
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
私
の
将
来
な
り
た

い
職
業
に
も
や
く
だ
て
ら
れ
る
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
今
、

あ
の
時
感
じ
た
高
い
壁
は
希
望
の
扉
に
な
り
ま
し
た
。

3
歳
年
上
の
私
の
姉
は
正
義
感
が
と
て
も
強
く
、
小
さ
い

頃
か
ら
ず
っ
と
私
の
こ
と
を
親
の
よ
う
に
見
守
っ
て
く
れ
て

い
ま
し
た
。
時
に
は
ほ
ん
の
少
し
の
こ
と
で
ケ
ン
カ
し
た
り

も
し
ま
す
が
、
何
度
も
何
度
も
姉
の
優
し
さ
に
助
け
ら
れ
、

私
は
姉
の
優
し
さ
に
包
ま
れ
、こ
こ
ま
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

姉
は
今
、
看
護
の
専
門
学
校
へ
通
っ
て
い
ま
す
。
と
て
も

大
変
で
、
時
に
私
た
ち
家
族
に
怒
り
が
む
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。今

ま
で
は
姉
の
優
し
さ
に
包
ま
れ
て
過
ご
し
て
き
た
ぶ

ん
、
今
度
は
そ
う
い
う
時
に
私
が
姉
を
優
し
さ
で
包
み
た
い

で
す
。

お姉ちゃん

【贈りたい相手】

細貝　沙矢

【贈り主】

（
静
岡
県
・
静
岡
県
立
沼
津
商
業
高
等
学
校
2
年
生
）

細
貝 

沙
矢
さ
ん

私
が
小
学
生
の
時
、
お
母
さ
ん
は
身
体
障
害
者
に
な
り
ま
し
た
。
小
学

校
で
行
わ
れ
た
親
子
会
で
私
の
目
の
前
で
倒
れ
て
し
ま
っ
た
母
。
友
達
の
お

母
さ
ん
に
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
時
、
私
は
怖
く
て
1
人
体
育
館

か
ら
逃
げ
ま
し
た
。
親
子
会
は
中
断
、
み
ん
な
教
室
に
戻
っ
て
い
る
中
、
母

を
乗
せ
た
救
急
車
の
中
に
私
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

中
学
に
上
が
り
、
周
り
の
友
達
に
母
の
こ
と
で
バ
カ
に
さ
れ
る
の
が
イ
ヤ

で
母
が
キ
ラ
イ
に
な
り
ま
し
た
。
三
者
懇
談
で
二
階
ま
で
の
登
り
降
り
、
母

は
辛
そ
う
に
手
す
り
に
つ
か
ま
り
な
が
ら
登
っ
て
い
る
の
を
横
目
に
友
達
に

見
ら
れ
る
の
が
イ
ヤ
で
1
人
足
速
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
反
抗
期
も
あ

り
、
母
に
た
く
さ
ん
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
っ
た
事
、
今
思
え
ば
母
に
と
て
も
辛

い
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
事
を
と
て
も
後
悔
し
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
本

当
に
ご
め
ん
な
さ
い
。
こ
れ
か
ら
は
母
を
助
け
て
い
き
た
い
で
す
。

母

【贈りたい相手】

真弓

【贈り主】

（
三
重
県
・
三
重
県
立
朝
明
高
等
学
校
2
年
生
）

諸
戸 

真
弓
さ
ん
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あ
な
た
の
ご
両
親
に
挨
拶
に
行
き
、
結
婚
を
前
提
に
同
棲
を
始
め
た
私

達
。期

限
は
1
年
。
丁
度
1
年
が
経
ち
、
そ
ろ
そ
ろ
入
籍
を
し
よ
う
と
話
し

て
い
た
矢
先
、
突
然
あ
な
た
の
緑
内
障
が
発
覚
し
た
。
ま
だ
23
歳
だ
っ
た

の
に
。
突
然
の
病
気
発
覚
で
お
互
い
悩
み
ま
し
た
ね
。

将
来
失
明
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。
今
で
も
あ
り

ま
す
。
で
も
入
籍
し
よ
う
と
決
め
た
日
。
私
は
あ
な
た
の
瞳
に
な
ろ
う
と

決
め
ま
し
た
。

も
し
失
明
し
て
も
私
が
あ
な
た
の
瞳
に
な
り
、
一
生
支
え
て
い
こ
う
と
決

意
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
私
は
こ
の
瞳
と
い
う
漢
字
を
あ
な
た
に
贈
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
私
の
名
前
で
も
あ
る
こ
の
字
は
き
っ
と
あ
な
た
を
支
え
る
た
め

に
つ
け
ら
れ
た
字
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
一
緒
で
す
。

夫

【贈りたい相手】

妻

【贈り主】

（
滋
賀
県
・
主
婦
）

阿
部 
瞳
さ
ん

農
家
の
方
が
手
作
り
し
て
い
る
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
を
私
が
お

い
し
い
と
言
っ
た
か
ら
、
あ
な
た
は
出
か
け
る
度
、
私
に
買
っ

て
帰
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
ね
。

で
も
、お
い
し
く
て
嬉
し
か
っ
た
の
は
最
初
の
う
ち
だ
け
。

毎
回
同
じ
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
を
買
っ
て
く
る
あ
な
た
に
い
ら
だ

ち
、
つ
い
に
は
ひ
ど
い
言
葉
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。
そ
の
後

二
度
と
あ
な
た
は
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
を
買
っ
て
は
来
ま
せ
ん
で

し
た
ね
。

私
が
あ
な
た
を
傷
つ
け
た
…
。

も
う
一
度
あ
な
た
に
会
い
た
い
。
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
は
お
い

し
い
ね
と
あ
な
た
に
言
い
た
い
。

亡き父

【贈りたい相手】

愚かな娘

【贈り主】

（
北
海
道
・
主
婦
）

新
井 

由
利
子
さ
ん
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妹
の
は
る
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
と
き
、
な
っ
ち
ゃ
ん
は
ま
だ
抱
っ
こ
し

て
ほ
し
い
チ
ビ
ち
ゃ
ん
で
し
た
。
で
も
マ
マ
は
障
害
を
持
っ
て
い
る
は
る

ち
ゃ
ん
に
つ
き
っ
き
り
で
な
っ
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
し
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ

た
。
は
る
ち
ゃ
ん
が
あ
ば
れ
て
な
っ
ち
ゃ
ん
に
お
そ
い
か
か
っ
た
と
き
、

マ
マ
は
は
る
ち
ゃ
ん
を
抱
え
て
お
さ
え
た
よ
ね
。
本
当
は
抱
い
て
も
ら

い
た
か
っ
た
の
は
痛
い
思
い
を
し
た
な
っ
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
の
に
ね
。

初
め
て
学
校
で
1
0
0
点
を
と
っ
て
き
た
と
き
も
マ
マ
は
は
る
ち
ゃ

ん
の
病
院
で
し
た
。
テ
ス
ト
を
ぎ
ゅ
っ
と
抱
い
て
寝
て
い
た
な
っ
ち
ゃ
ん

の
顔
は
忘
れ
ま
せ
ん
。

い
つ
の
ま
に
か
な
っ
ち
ゃ
ん
は
中
学
生
。
抱
い
て
あ
げ
る
歳
は
過
ぎ

ち
ゃ
っ
た
よ
ね
。
代
わ
り
に
こ
の
字
を
送
り
ま
す
。
マ
マ
の
心
は
い
つ
ま

で
も
な
っ
ち
ゃ
ん
を
抱
い
て
い
る
よ
。
今
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
。

なっちゃん

【贈りたい相手】

ママ

【贈り主】

（
埼
玉
県
・
公
務
員
）

飯
村 

恵
さ
ん

故
郷
を
離
れ
て
10
年
。
帰
省
の
と
き
、
飛
行
機
の
窓
か

ら
見
え
る
東
北
の
町
並
み
、
家
族
の
「
お
か
え
り
」
の
言

葉
…
何
回
も
経
験
し
て
い
る
の
に
、
毎
回
毎
回
嬉
し
さ
が

こ
み
上
げ
て
き
て
、
帰
る
場
所
が
あ
る
幸
せ
を
か
み
し
め

て
い
ま
し
た
。

「
東
日
本
大
震
災
」
が
大
好
き
な
故
郷
を
襲
っ
て
以
来
、

「
絶
対
こ
こ
に
帰
っ
て
く
る
！
」
と
誓
っ
て
ひ
た
す
ら
挑

戦
し
続
け
た
結
果
、
よ
う
や
く
故
郷
に
恩
返
し
出
来
る
時

が
き
ま
し
た
。

私
は
帰
り
ま
す
。
大
好
き
な
故
郷
の
力
に
な
る
た
め
に
。

故郷

【贈りたい相手】

由佳子

【贈り主】

（
北
海
道
・
教
諭
）

石
川 

由
佳
子
さ
ん

あ
な
た
の
ご
両
親
に
挨
拶
に
行
き
、
結
婚
を
前
提
に
同
棲
を
始
め
た
私

達
。期

限
は
1
年
。
丁
度
1
年
が
経
ち
、
そ
ろ
そ
ろ
入
籍
を
し
よ
う
と
話
し

て
い
た
矢
先
、
突
然
あ
な
た
の
緑
内
障
が
発
覚
し
た
。
ま
だ
23
歳
だ
っ
た

の
に
。
突
然
の
病
気
発
覚
で
お
互
い
悩
み
ま
し
た
ね
。

将
来
失
明
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。
今
で
も
あ
り

ま
す
。
で
も
入
籍
し
よ
う
と
決
め
た
日
。
私
は
あ
な
た
の
瞳
に
な
ろ
う
と

決
め
ま
し
た
。

も
し
失
明
し
て
も
私
が
あ
な
た
の
瞳
に
な
り
、
一
生
支
え
て
い
こ
う
と
決

意
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
私
は
こ
の
瞳
と
い
う
漢
字
を
あ
な
た
に
贈
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
私
の
名
前
で
も
あ
る
こ
の
字
は
き
っ
と
あ
な
た
を
支
え
る
た
め

に
つ
け
ら
れ
た
字
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
一
緒
で
す
。

農
家
の
方
が
手
作
り
し
て
い
る
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
を
私
が
お

い
し
い
と
言
っ
た
か
ら
、
あ
な
た
は
出
か
け
る
度
、
私
に
買
っ

て
帰
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
ね
。

で
も
、お
い
し
く
て
嬉
し
か
っ
た
の
は
最
初
の
う
ち
だ
け
。

毎
回
同
じ
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
を
買
っ
て
く
る
あ
な
た
に
い
ら
だ

ち
、
つ
い
に
は
ひ
ど
い
言
葉
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。
そ
の
後

二
度
と
あ
な
た
は
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
を
買
っ
て
は
来
ま
せ
ん
で

し
た
ね
。

私
が
あ
な
た
を
傷
つ
け
た
…
。

も
う
一
度
あ
な
た
に
会
い
た
い
。
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
は
お
い

し
い
ね
と
あ
な
た
に
言
い
た
い
。
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幼
い
頃
、
あ
な
た
と
手
を
つ
な
い
で
散
歩
す
る
の
が
好
き
だ
っ

た
。幼

い
頃
、
あ
な
た
の
手
を
握
り
し
め
て
眠
る
と
安
心
し
た
。
長

い
歳
月
を
経
て
、
今
度
は
私
が
あ
な
た
の
手
を
ひ
い
て
歩
く
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
手
は
小
さ
く
シ
ワ
だ
ら
け
に
な
っ
て
い
た
。

日
に
日
に
子
供
に
戻
っ
て
い
く
あ
な
た
に
と
ま
ど
い
、
苛
立
ち
、

泣
い
た
。
疲
れ
果
て
病
院
の
ベ
ッ
ド
の
横
で
眠
っ
て
し
ま
っ
た
私
の

頭
を
や
さ
し
く
撫
で
て
く
れ
た
。
涙
が
溢
れ
た
。
そ
れ
が
最
後
だ
っ

た
…
。

ね
ぇ
、
母
さ
ん
！
今
度
生
ま
れ
か
わ
っ
て
も
あ
な
た
の
子
供
が
い

い
な
。そ
し
て
、手
を
つ
な
ぎ
、や
さ
し
く
頭
を
撫
で
て
も
ら
い
た
い
。

母さん

【贈りたい相手】

娘

【贈り主】

（
愛
媛
県
・
会
社
員
）

髙
津 

久
仁
恵
さ
ん

お
母
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
毎
日
お
弁
当
を
作
っ
て
く
れ
た

お
父
さ
ん
。

思
春
期
に
冷
た
く
接
し
て
も
、い
つ
も
愛
し
て
く
れ
た
お
父
さ
ん
。

夢
を
追
い
か
け
て
、
故
郷
を
飛
び
出
し
た
時
も
、
応
援
し
て
く
れ

た
お
父
さ
ん
。

誰
も
い
な
く
な
っ
た
お
う
ち
で
、
ひ
と
り
、
暮
ら
す
お
父
さ
ん
。

寂
し
い
思
い
を
さ
せ
て
、
ご
め
ん
な
さ
い
。

そ
れ
な
の
に
、
い
つ
も
温
か
く
支
え
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
。

わ
た
し
を
育
て
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
。

わ
た
し
の
お
父
さ
ん
で
い
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
。

大
好
き
な
お
父
さ
ん
へ
、
こ
の
字
を
贈
り
ま
す
。 お父さん

【贈りたい相手】

未由希

【贈り主】

（
東
京
都
・
フ
リ
ー
タ
ー
）

大
島 
未
由
希
さ
ん
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結
婚
し
て
5
年
。
私
は
入
退
院
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
麻

酔
か
ら
目
覚
め
る
た
び
、
あ
な
た
は
い
つ
も
手
を
握
り
、
付

き
添
っ
て
い
て
く
れ
ま
し
た
。
落
ち
込
ん
で
い
る
と
き
、
あ

な
た
は
最
後
ま
で
話
を
聞
き
、
私
の
心
に
寄
り
添
っ
て
く
れ

ま
し
た
。ど
ん
な
と
き
も
、そ
ば
に
い
て
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
年
で
待
望
の
子
ど
も
を
授
か
り
ま
し
た
。
長
生
き
し

な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
体
に
気
を
付
け
、
子
ど
も
の
成
長

を
見
届
け
ま
し
ょ
う
。
苦
楽
を
共
に
、
仲
良
く
添
い
遂
げ
ま

し
ょ
う
ね
。

夫

【贈りたい相手】

妻

【贈り主】

（
埼
玉
県
・
公
務
員
）

武
井 

祐
子
さ
ん

幼
い
頃
、
あ
な
た
と
手
を
つ
な
い
で
散
歩
す
る
の
が
好
き
だ
っ

た
。幼

い
頃
、
あ
な
た
の
手
を
握
り
し
め
て
眠
る
と
安
心
し
た
。
長

い
歳
月
を
経
て
、
今
度
は
私
が
あ
な
た
の
手
を
ひ
い
て
歩
く
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
手
は
小
さ
く
シ
ワ
だ
ら
け
に
な
っ
て
い
た
。

日
に
日
に
子
供
に
戻
っ
て
い
く
あ
な
た
に
と
ま
ど
い
、
苛
立
ち
、

泣
い
た
。
疲
れ
果
て
病
院
の
ベ
ッ
ド
の
横
で
眠
っ
て
し
ま
っ
た
私
の

頭
を
や
さ
し
く
撫
で
て
く
れ
た
。
涙
が
溢
れ
た
。
そ
れ
が
最
後
だ
っ

た
…
。

ね
ぇ
、
母
さ
ん
！
今
度
生
ま
れ
か
わ
っ
て
も
あ
な
た
の
子
供
が
い

い
な
。そ
し
て
、手
を
つ
な
ぎ
、や
さ
し
く
頭
を
撫
で
て
も
ら
い
た
い
。

お
母
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
毎
日
お
弁
当
を
作
っ
て
く
れ
た

お
父
さ
ん
。

思
春
期
に
冷
た
く
接
し
て
も
、い
つ
も
愛
し
て
く
れ
た
お
父
さ
ん
。

夢
を
追
い
か
け
て
、
故
郷
を
飛
び
出
し
た
時
も
、
応
援
し
て
く
れ

た
お
父
さ
ん
。

誰
も
い
な
く
な
っ
た
お
う
ち
で
、
ひ
と
り
、
暮
ら
す
お
父
さ
ん
。

寂
し
い
思
い
を
さ
せ
て
、
ご
め
ん
な
さ
い
。

そ
れ
な
の
に
、
い
つ
も
温
か
く
支
え
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
。

わ
た
し
を
育
て
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
。

わ
た
し
の
お
父
さ
ん
で
い
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
。

大
好
き
な
お
父
さ
ん
へ
、
こ
の
字
を
贈
り
ま
す
。

甘
え
上
手
な
姉
。
頑
張
り
屋
の
妹
。

姉
に
比
べ
、
本
当
に
次
女
の
あ
な
た
は
手
の
か
か
ら
な
い

子
だ
っ
た
。そ
の
あ
な
た
が
初
め
て
泣
き
言
を
言
っ
て
き
た
。

「
仕
事
を
辞
め
た
い
」
パ
ワ
ハ
ラ
に
あ
っ
て
い
る
ら
し
い
。

県
外
で
一
人
働
く
あ
な
た
。
帰
っ
て
く
れ
ば
い
い
。
十
分
頑

張
っ
た
。

あ
な
た
の
こ
と
だ
。
も
う
言
葉
は
重
荷
に
な
る
だ
け
だ
ろ

う
。
た
だ
、
し
ば
ら
く
し
た
ら
贈
り
た
い
。
こ
の
経
験
を
長

い
人
生
の
「
糧
」
と
し
て
ほ
し
い
。

次女

【贈りたい相手】

父

【贈り主】

（
徳
島
県
・
教
員
）

谷
本 

良
裕
さ
ん
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「
涙
」と
い
う
字
は
、水
の
意
味
を
表
す「
さ
ん
ず
い
」に「
戻

る
」
と
書
き
ま
す
。
で
は
、
こ
ぼ
れ
た
涙
は
ど
こ
に
戻
る
の

で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
は
、
自
分
自
身
の
心
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
も
、「
勇

気
」
や
「
優
し
さ
」
に
姿
を
変
え
て
…
。
だ
か
ら
、
私
達
は

涙
を
こ
ぼ
す
こ
と
を
恐
れ
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。
厭
う
て

は
い
け
な
い
の
で
す
。

そ
し
て
、
で
き
る
こ
と
な
ら
他
者
の
た
め
に
涙
を
流
し
た

い
も
の
で
す
。

子どもたち

【贈りたい相手】

父

【贈り主】

（
山
口
県
・
会
社
員
）

堤 

和
也
さ
ん

あ
な
た
の
マ
マ
が
16
才
で
あ
な
た
を
妊
り
、
シ
ン
グ
ル
で
産

ん
で
育
て
た
い
と
言
っ
た
時
、
周
り
中
で
反
対
し
ま
し
た
。

「
お
腹
の
子
を
諦
め
堕
ろ
す
な
ら
死
ぬ
」
と
ま
で
言
っ
た
あ

な
た
の
マ
マ
。
あ
な
た
が
生
ま
れ
て
5
才
に
な
る
今
ま
で
、
あ

な
た
の
存
在
、
人
を
思
い
や
る
行
動
・
言
動
、
寝
顔
を
見
て
、

バ
ア
は
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
何
度
涙
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

あ
の
時
あ
な
た
の
命
を
絶
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
思
い
、
本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い
。

元
気
に
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

あ
な
た
は
バ
ア
の
大
切
な
大
切
な
宝
で
す
。

優晴

【贈りたい相手】

バア

【贈り主】

（
京
都
府
・
無
職
）

西
村 

正
子
さ
ん
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今
ど
き
六
十
代
な
ん
て
老
け
込
む
に
は
早
す
ぎ
る
。
周
り

に
は
テ
レ
ビ
の
録
画
予
約
ど
こ
ろ
か
、
パ
ソ
コ
ン
も
ス
マ
ホ

も
ち
ゃ
ん
と
使
い
こ
な
せ
て
い
る
同
年
代
だ
っ
て
い
る
ん
だ
。

だ
か
ら
、
せ
め
て
メ
ー
ル
く
ら
い
は
で
き
る
よ
う
、
苦
手

な
ん
て
言
っ
て
な
い
で
と
り
あ
え
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て

く
れ
。
絵
文
字
の
使
い
方
を
マ
ス
タ
ー
す
る
ま
で
気
長
に
つ

き
あ
う
か
ら
さ
。

おかん

【贈りたい相手】

息子

【贈り主】

（
鳥
取
県
・
販
売
パ
ー
ト
）

長
谷
川 

誠
さ
ん

「
涙
」と
い
う
字
は
、水
の
意
味
を
表
す「
さ
ん
ず
い
」に「
戻

る
」
と
書
き
ま
す
。
で
は
、
こ
ぼ
れ
た
涙
は
ど
こ
に
戻
る
の

で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
は
、
自
分
自
身
の
心
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
も
、「
勇

気
」
や
「
優
し
さ
」
に
姿
を
変
え
て
…
。
だ
か
ら
、
私
達
は

涙
を
こ
ぼ
す
こ
と
を
恐
れ
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。
厭
う
て

は
い
け
な
い
の
で
す
。

そ
し
て
、
で
き
る
こ
と
な
ら
他
者
の
た
め
に
涙
を
流
し
た

い
も
の
で
す
。

あ
な
た
の
マ
マ
が
16
才
で
あ
な
た
を
妊
り
、
シ
ン
グ
ル
で
産

ん
で
育
て
た
い
と
言
っ
た
時
、
周
り
中
で
反
対
し
ま
し
た
。

「
お
腹
の
子
を
諦
め
堕
ろ
す
な
ら
死
ぬ
」
と
ま
で
言
っ
た
あ

な
た
の
マ
マ
。
あ
な
た
が
生
ま
れ
て
5
才
に
な
る
今
ま
で
、
あ

な
た
の
存
在
、
人
を
思
い
や
る
行
動
・
言
動
、
寝
顔
を
見
て
、

バ
ア
は
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
何
度
涙
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

あ
の
時
あ
な
た
の
命
を
絶
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
思
い
、
本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い
。

元
気
に
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

あ
な
た
は
バ
ア
の
大
切
な
大
切
な
宝
で
す
。

弟
よ
、
お
前
に
は
潔
さ
が
必
要
だ
。

逃
げ
て
偽
り
の
言
葉
を
言
う
の
で
は
な
く
、
自
分
が
本
心

で
思
っ
て
い
る
こ
と
を
素
直
に
言
う
潔
さ
が
必
要
だ
。
辛
い

の
は
分
か
る
。
逃
げ
た
く
な
る
の
も
分
か
る
。
し
か
し
、
20

代
前
半
で
逃
げ
る
癖
が
付
い
て
し
ま
っ
た
ら
、
こ
の
先
何
十

年
、
死
ぬ
ま
で
逃
げ
続
け
る
人
生
に
な
っ
て
し
ま
う
ぞ
。

お
前
に
は
人
を
思
い
や
れ
る
心
が
あ
る
。
人
を
助
け
た
い

と
思
え
る
美
し
い
心
が
あ
る
。
そ
れ
を
思
い
出
し
て
、
勇
気

を
持
っ
て
、
自
分
の
人
生
を
生
き
て
く
れ
。

俺
は
頑
張
る
。
お
前
も
頑
張
れ
。

弟

【贈りたい相手】

兄

【贈り主】

（
東
京
都
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
役
員
）

野
々
下 
俊
さ
ん
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梅
の
花
は
、
寒
い
冬
に
堪
え
忍
び
、
百
花
に
先
駆
け
て
咲

く
そ
う
で
す
。

生
ま
れ
て
ま
も
な
く
手
術
を
し
た
あ
な
た
。
つ
ら
い
時
を

堪
え
忍
び
、
懸
命
に
生
き
、
周
囲
に
笑
顔
を
運
ん
で
く
れ
る

あ
な
た
。

あ
な
た
が
い
る
か
ら
、
今
と
て
も
幸
せ
で
す
。
こ
れ
か
ら

の
人
生
の
中
で
も
、耐
え
ね
ば
な
ら
ぬ
時
は
く
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
で
も
く
じ
け
ず
、
堪
え
忍
び
、
高
潔
に
、
そ
し
て
あ
で

や
か
に
咲
き
誇
っ
て
ほ
し
い
。

そ
れ
が
、
母
の
願
い
で
す
。

娘

【贈りたい相手】

母

【贈り主】

（
愛
知
県
・
主
婦
）

藤
井 
あ
や
乃
さ
ん

「
憧
れ
た
も
の
に
近
づ
け
る
よ
う
に
」
と
つ
け
て
も
ら
っ

た
名
前
。
実
は
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
勉
強
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
の
、
と
尋
ね
る
幼
い
私

に
、
な
り
た
い
自
分
に
な
る
た
め
だ
よ
、
っ
て
教
え
て
く
れ

た
こ
と
。
こ
の
頃
よ
く
思
い
出
し
ま
す
。

回
り
道
ば
か
り
選
ん
で
し
ま
う
娘
と
、
い
つ
も
二
人
三
脚

で
歩
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

い
つ
か
夢
を
叶
え
る
こ
と
で
あ
な
た
に
恩
返
し
し
た
い
。

お母さん

【贈りたい相手】

憧子

【贈り主】

（
東
京
都
・
青
山
学
院
大
学
2
年
生
）

藤
田 

憧
子
さ
ん
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梅
の
花
は
、
寒
い
冬
に
堪
え
忍
び
、
百
花
に
先
駆
け
て
咲

く
そ
う
で
す
。

生
ま
れ
て
ま
も
な
く
手
術
を
し
た
あ
な
た
。
つ
ら
い
時
を

堪
え
忍
び
、
懸
命
に
生
き
、
周
囲
に
笑
顔
を
運
ん
で
く
れ
る

あ
な
た
。

あ
な
た
が
い
る
か
ら
、
今
と
て
も
幸
せ
で
す
。
こ
れ
か
ら

の
人
生
の
中
で
も
、耐
え
ね
ば
な
ら
ぬ
時
は
く
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
で
も
く
じ
け
ず
、
堪
え
忍
び
、
高
潔
に
、
そ
し
て
あ
で

や
か
に
咲
き
誇
っ
て
ほ
し
い
。

そ
れ
が
、
母
の
願
い
で
す
。

「
憧
れ
た
も
の
に
近
づ
け
る
よ
う
に
」
と
つ
け
て
も
ら
っ

た
名
前
。
実
は
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
勉
強
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
の
、
と
尋
ね
る
幼
い
私

に
、
な
り
た
い
自
分
に
な
る
た
め
だ
よ
、
っ
て
教
え
て
く
れ

た
こ
と
。
こ
の
頃
よ
く
思
い
出
し
ま
す
。

回
り
道
ば
か
り
選
ん
で
し
ま
う
娘
と
、
い
つ
も
二
人
三
脚

で
歩
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

い
つ
か
夢
を
叶
え
る
こ
と
で
あ
な
た
に
恩
返
し
し
た
い
。

あ
な
た
が
生
ま
れ
て
も
う
少
し
で
一
年
に
な
り
ま
す
ね
。
こ

の
一
年
は
親
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
、
日
々
あ
な
た
が
成

長
し
て
い
く
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
幸
せ
な
一
年
で
し
た
。

あ
な
た
と
の
生
活
に
慣
れ
て
き
た
頃
、
あ
な
た
が
足
の
病

気
を
患
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
ね
。
大
人
で
も
つ
ら

い
治
療
に
何
度
も
代
わ
っ
て
や
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
ん
な
状
況
下
で
も
笑
顔
を
見
せ
る
あ
な
た
に
い
つ
し
か

親
の
私
が
助
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
1
歳
を
迎
え
よ
う
と
す
る

今
、
長
か
っ
た
治
療
も
も
う
す
ぐ
終
わ
り
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
で
い
い
…
い
つ
か
あ
な
た
と
歩
け
る
日
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

娘

【贈りたい相手】

母

【贈り主】

（
広
島
県
・
公
務
員
）

藤
本 

優
子
さ
ん

最
近
、
涙
も
ろ
く
な
っ
た
マ
マ
を
弱
虫
に
な
っ
た
と
思
わ

な
い
で
下
さ
い
ね
。

あ
な
た
の
成
長
し
て
い
く
姿
を
見
て
い
る
だ
け
で
時
折
、

う
れ
し
涙
が
あ
ふ
れ
て
く
る
事
が
あ
る
ん
で
す
。
お
っ
ち
ょ

こ
ち
ょ
い
の
マ
マ
を
少
し
大
人
び
た
言
葉
で
優
し
く
慰
め
て

く
れ
た
り
時
に
は
、
一
緒
に
涙
を
流
し
て
く
れ
た
り
、
あ
な

た
を
守
っ
て
い
る
は
ず
の
マ
マ
が
あ
な
た
に
守
っ
て
も
ら
っ

て
い
る
う
れ
し
涙
が
出
て
し
ま
う
ん
で
す
。
悲
し
い
涙
は
沢

山
な
い
方
が
い
い
け
れ
ど
、
あ
な
た
と
流
す
う
れ
し
涙
は
、

私
の
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出
で
す
。

娘ひなこ

【贈りたい相手】

母

【贈り主】

（
東
京
都
・
医
師
）

堀
井 

尚
子
さ
ん
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こ
の
前
、
患
者
さ
ん
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
と
き
、

と
て
も
丁
寧
に
説
明
し
て
い
る
姿
を
見
て
、「
あ
ぁ
、
こ
の

子
は
信
頼
さ
れ
て
い
る
ん
だ
な
。」
と
と
て
も
嬉
し
く
な
り

ま
し
た
。

少
し
回
り
道
を
し
た
け
ど
、
人
生
に
は
何
度
も
分
岐
点
が

あ
っ
て
、
最
終
的
に
決
断
す
る
の
は
貴
方
で
す
。
親
が
思
い

描
い
た
レ
ー
ル
に
乗
ら
ず
、
悩
み
な
が
ら
も
自
分
で
走
り
出

し
た
貴
方
の
背
中
を
見
て
い
ま
す
ね
。

息子

【贈りたい相手】

母

【贈り主】

（
奈
良
県
・
教
員
）

宮
久
保 
ひ
と
み
さ
ん

今
迄
一
度
も
パ
パ
の
声
を
聞
い
た
事
が
な
い
ま
ぁ
君
。
マ

マ
に
「
僕
聞
き
た
か
っ
た
な
ぁ
」
と
言
っ
た
と
か
。
ば
ぁ
ば

涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
よ
。

だ
け
ど
ま
ぁ
君
。
目
を
閉
じ
て
パ
パ
の
顔
を
浮
か
べ
て
耳

を
澄
ま
せ
て
ご
ら
ん
。
ほ
ら
、
優
し
い
パ
パ
の
声
が
聞
こ
え

る
よ
！

パ
パ
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
2
年
前
に
亡
く
な
っ
た
じ
ぃ
じ
の

声
も
。「
ま
ぁ
君
頑
張
れ
！
強
い
男
に
な
れ
！
」
っ
て
ネ
。
心

で
聞
け
る
声
が
あ
る
ん
だ
よ
。

まぁ君

【贈りたい相手】

ばぁば

【贈り主】

（
福
岡
県
・
主
婦
）

山
田 

雅
子
さ
ん
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中
学
生
に
な
り
お
父
さ
ん
と
の
会
話
が
だ
い
ぶ
減
っ
て
き

ま
し
た
ね
。

こ
れ
か
ら
君
は
い
ろ
ん
な
壁
に
ぶ
つ
か
る
で
し
ょ
う
。
友

達
や
受
験
・
恋
や
大
人
と
子
供
の
狭
間
で
い
ろ
い
ろ
悩
む
こ

と
で
し
ょ
う
。

で
も
君
に
は
光
が
あ
る
。
そ
の
光
に
向
か
っ
て
ま
っ
す
ぐ

突
き
進
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
自
ら
も
光
を
放
ち
み
ん
な

の
道
し
る
べ
、
み
ん
な
の
灯
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
ど
う
し
よ
う
も
な
く
な
っ
た
ら
、お
父
さ
ん
を
頼
っ

て
く
だ
さ
い
。
君
の
灯
に
な
る
か
ら
さ
…

愛する息子

【贈りたい相手】

お父さん

【贈り主】

（
山
形
県
・
会
社
員
）

吉
田 

稔
さ
ん

こ
の
前
、
患
者
さ
ん
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
と
き
、

と
て
も
丁
寧
に
説
明
し
て
い
る
姿
を
見
て
、「
あ
ぁ
、
こ
の

子
は
信
頼
さ
れ
て
い
る
ん
だ
な
。」
と
と
て
も
嬉
し
く
な
り

ま
し
た
。

少
し
回
り
道
を
し
た
け
ど
、
人
生
に
は
何
度
も
分
岐
点
が

あ
っ
て
、
最
終
的
に
決
断
す
る
の
は
貴
方
で
す
。
親
が
思
い

描
い
た
レ
ー
ル
に
乗
ら
ず
、
悩
み
な
が
ら
も
自
分
で
走
り
出

し
た
貴
方
の
背
中
を
見
て
い
ま
す
ね
。

今
迄
一
度
も
パ
パ
の
声
を
聞
い
た
事
が
な
い
ま
ぁ
君
。
マ

マ
に
「
僕
聞
き
た
か
っ
た
な
ぁ
」
と
言
っ
た
と
か
。
ば
ぁ
ば

涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
よ
。

だ
け
ど
ま
ぁ
君
。
目
を
閉
じ
て
パ
パ
の
顔
を
浮
か
べ
て
耳

を
澄
ま
せ
て
ご
ら
ん
。
ほ
ら
、
優
し
い
パ
パ
の
声
が
聞
こ
え

る
よ
！

パ
パ
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
2
年
前
に
亡
く
な
っ
た
じ
ぃ
じ
の

声
も
。「
ま
ぁ
君
頑
張
れ
！
強
い
男
に
な
れ
！
」
っ
て
ネ
。
心

で
聞
け
る
声
が
あ
る
ん
だ
よ
。

両
手
を
近
づ
け
て
上
に
向
け
て
じ
っ
と
し
て
い
る
と
、
実

は
ま
だ
私
の
手
の
中
に
は
あ
な
た
達
を
初
め
て
抱
い
た
時
の

ぬ
く
も
り
が
残
っ
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
に
な
っ
て
も
う
ず

い
分
経
つ
の
に
不
思
議
で
す
。
先
日
、
ふ
と
し
た
こ
と
か
ら

手
を
つ
な
い
だ
ら
「
ど
う
し
た
ん
？
」
と
き
か
れ
、
細
い
き

れ
い
な
指
先
の
感
触
に
成
長
を
感
じ
ま
し
た
。

よ
ち
よ
ち
手
を
ひ
い
て
歩
い
て
い
た
あ
な
た
達
が
母
の
手

を
離
れ
て
一
人
で
歩
い
て
い
く
。
そ
ん
な
姿
に
頼
も
し
さ
と

ち
ょ
っ
ぴ
り
さ
び
し
さ
も
。
い
つ
か
私
が
手
を
ひ
か
れ
る
時

が
く
る
の
か
し
ら
…
。

娘たち

【贈りたい相手】

母

【贈り主】

（
石
川
県
・
教
諭
）

吉
田 

永
恵
子
さ
ん
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おざわ　ふうき

ぼ
く
が
今
す
ん
で
い
る
家
に
ひ
っ
こ
し
て

き
て
は
じ
め
て
で
き
た
友
だ
ち
が
れ
く
と
く

ん
で
し
た
。

1
年
生
か
ら
3
年
生
に
な
っ
た
き
ょ
う
ま

で
毎
日
い
っ
し
ょ
に
登
下
校
し
て
、
い
っ

し
ょ
に
し
ゅ
く
だ
い
を
し
て
、
い
っ
し
ょ
に

あ
そ
ん
で
、
い
っ
し
ょ
に
お
こ
ら
れ
て
、
け

ん
か
も
何
回
も
し
た
よ
ね
。
で
も
そ
の
た
び

に
な
か
な
お
り
を
し
て
、
毎
日
が
楽
し
い
の

も
れ
く
と
く
ん
が
友
だ
ち
で
い
て
く
れ
る
か

ら
だ
よ
。

こ
れ
か
ら
も
大
人
に
な
っ
て
も
ず
っ
と
友

だ
ち
で
い
よ
う
ね
。

かい　れくとくん
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
静
岡
県
・
浜
松
市
立
内
野
小
学
校
3
年
生
）

小
澤 

夫
暉
さ
ん

あかり

　

け
が
を
し
た
足
は
い
た
く
な
い
で
す
か
？

も
う
す
ぐ
た
い
い
ん
で
す
ね
。

　

る
り
ち
ゃ
ん
も
た
っ
ち
が
上
手
に
な
り
ま

し
た
。
ひ
い
ば
あ
ば
と
る
り
ち
ゃ
ん
、
ど
ち

ら
が
早
く
あ
る
け
る
よ
う
に
な
る
か
き
ょ
う

そ
う
で
す
ね
。

　

足
が
な
お
っ
た
ら
三
人
で
お
さ
ん
ぽ
に
行

こ
う
ね
。

ひいばあば
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
埼
玉
県
・
西
武
学
園
文
理
小
学
校
1
年
生
）

遠
藤 
あ
か
り
さ
ん

美咲

私
の
い
と
こ
の
優
ち
ゃ
ん
は
、
今
年
の
9

月
に
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
で
す
。

優
ち
ゃ
ん
の
指
は
い
つ
も「
四
」の
形
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
手
を
見
た
と
き
四
つ
葉
の

ク
ロ
ー
バ
ー
の
よ
う
で
幸
せ
に
な
り
そ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。

私
は
、
家
族
に
幸
せ
や
い
や
し
を
与
え
る

優
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

み
ん
な
に
四
つ
葉
パ
ワ
ー
で
幸
せ
を
あ
た
え

て
下
さ
い
。

いとこの優ちゃん
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
北
海
道
・
伊
達
市
立
伊
達
小
学
校
5
年
生
）

大
西 

美
咲
さ
ん
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かつべ　りな

　

学
校
か
ら
か
え
る
と
、
か
な
ら
ず
い
え
に

い
て
、
「
お
か
え
り
」
と
言
っ
て
く
れ
た
お

じ
い
ち
ゃ
ん
が
今
、
入
い
ん
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
ブ
ル
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
せ
き
が
あ
い

て
い
て 

と
て
も
さ
み
し
い
で
す
。
お
て
が

み
も
い
っ
ぱ
い
か
き
ま
し
た
。

　

今
ど
は
、
私
が
、
「
お
か
え
り
」
と
言
っ

て
あ
げ
ま
す
。
早
く
か
え
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
。
待
っ
て
ま
す
。

おじいちゃん
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
秋
田
県
・
羽
後
町
立
西
馬
音
内
小
学
校
2
年
生
）

勝
部 
李
菜
さ
ん

誠悟

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
2
年
前
か
ら
体
の
調

子
が
悪
く
入
院
し
て
い
ま
し
た
。
病
院
に
行

く
と
い
つ
も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
「
将
来
医

者
に
な
っ
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
お

じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
が
ん
に
な
り
亡
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
思
う
と

医
者
の
こ
と
（
将
来
の
夢
の
こ
と
）
を
考

え
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
僕
は
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
の
た
め
に
将
来
の
「
夢
」
を
か
な
え

ま
す
。

亡くなった
おじいちゃん

【贈りたい相手】

【贈り主】

（
奈
良
県
・
生
駒
市
立
あ
す
か
野
小
学
校
5
年
生
）

口
野 

誠
悟
さ
ん

近藤　ほの香

　

い
つ
も
私
は
ア
ン
カ
ー
な
の
で
3
人
が
全

力
で
1
0
0
ｍ
を
走
り
切
っ
た
後
に
、
第
三

走
者
か
ら
「
は
い
っ
」
と
言
っ
て
バ
ト
ン
を

も
ら
う
と
頑
張
る
ぞ
！
と
い
う
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。

　

4
人
が
協
力
し
て
バ
ト
ン
を
つ
な
ぎ 

皆

の
気
持
ち
が
一
つ
に
な
っ
た
バ
ト
ン
を
「
は

い
っ
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
事
が
と
て
も
嬉

し
い
し
、
「
は
い
っ
」
と
言
う
、
こ
の
一
言

が
、
私
に
と
っ
て
と
て
も
力
に
な
り
ま
す
！

リレーメンバー
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
岐
阜
県
・
岐
阜
市
立
長
森
東
小
学
校
6
年
生
）

近
藤 

ほ
の
香
さ
ん
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ちさ子

　

わ
た
し
の
一
ば
ん
大
す
き
だ
っ
た
ひ
い
お

じ
い
ち
ゃ
ん
が
今
年
の
5
月
に
天
国
に
行
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
い
つ
も
あ
そ
び
に

行
く
と
歌
を
う
た
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
入
い

ん
を
し
て
、
く
る
し
い
と
き
で
も
ベ
ッ
ド
の

上
で
う
た
っ
て
い
ま
し
た
。
歌
で
み
ん
な
を

た
の
し
ま
せ
て
く
れ
る
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん

が
大
す
き
で
す
。
天
国
で
も
い
っ
ぱ
い
歌
を

う
た
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
歌
を
き

き
た
い
で
す
。

天国へ行った
ひいおじいちゃん

【贈りたい相手】

【贈り主】

（
奈
良
県
・
近
畿
大
学
附
属
小
学
校
2
年
生
）

田
中 

智
彩
子
さ
ん

のの

　

お
ね
え
ち
ゃ
ん
は
病
気
で
す
。
し
ゃ
べ
れ

ま
せ
ん
。
あ
そ
べ
ま
せ
ん
。
で
も
笑
い
ま

す
。
痛
い
の
に
つ
ら
い
の
に
笑
っ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
お
ね
え
ち
ゃ
ん
を
尊
敬
し
て
い

ま
す
。

　

お
ね
え
ち
ゃ
ん
が
笑
っ
て
い
る
と
晴
々
し

た
心
に
な
り
ま
す
。
笑
っ
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
。
大
好
き
で
す
。

おねえちゃん
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
東
京
都
・
立
川
市
立
上
砂
川
小
学
校
6
年
生
）

佐
々
木 

暖
乃
さ
ん

ありさ

　

私
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
優
し
い
歌
声
が

大
好
き
で
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
歌
を
聞
い

た
ら
、
い
つ
も
明
る
い
気
持
ち
に
な
れ
ま
し

た
。
春
の
鶯
み
た
い
な
歌
声
を
、
私
は
絶
対

に
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

今
は
も
う
い
な
い
け
ど
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
歌
は
私
の
憧
れ
で
す
。
本
当
に
、
あ
り
が

と
う
！

おばあちゃん
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
大
阪
府
・
河
内
長
野
市
立
天
見
小
学
校
6
年
生
）

菅
野 

あ
り
さ
さ
ん

　110



まゆ

　

私
は
、
小
学
2
年
生
の
時
転
校
し
ま
し

た
。
2
年
生
の
時
世
界
で
一
人
の
親
友
に
出

会
い
ま
し
た
。
彼
女
は
私
が
転
校
す
る
時
、

「
勇
気
」
を
く
れ
ま
し
た
。

　

「
い
つ
も
明
る
い
あ
な
た
な
ら
絶
対
何
が

あ
っ
て
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
。
」

　

私
は
3
年
た
っ
た
今
も
こ
の
言
葉
が
心
の

中
に
残
っ
て
い
ま
す
。
私
は
世
界
に
一
人

の
親
友
に
「
勇
気
を
く
れ
て
、
あ
り
が
と

う
。
」
と
伝
え
た
い
で
す
。

世界で一人の親友
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
奈
良
県
・
生
駒
市
立
あ
す
か
野
小
学
校
5
年
生
）

辻
川 

ま
ゆ
さ
ん

れい

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
死
ん
で
し
ま
っ
て
、
生

き
る
こ
と
が
大
切
だ
と
お
も
い
ま
し
た
。　

　

い
つ
死
ぬ
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
自
分
ら

し
く
ぼ
く
の
そ
ば
で
生
き
て
い
て
ほ
し
い
か

ら
「
生
」
と
い
う
か
ん
字
を
お
く
り
ま
す
。

　

ぼ
く
も
が
ん
ば
っ
て
お
か
あ
さ
ん
の
そ
ば

で
、
生
き
て
い
き
ま
す
。

おかあさん
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
奈
良
県
・
近
畿
大
学
附
属
小
学
校
2
年
生
）

中
島 

零
維
さ
ん

倖帆

　

マ
マ
は
知
っ
て
い
ま
す
か
。
心
が
花
だ
と

い
う
こ
と
を
。

　

マ
マ
が
仕
事
で
帰
っ
て
く
る
と
、
マ
マ
の

心
の
花
が
元
気
が
な
い
の
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
花
を
見
て
い
る
私
は
マ
マ
の

心
の
花
を
元
気
に
し
よ
う
と
水
を
や
っ
て
い

ま
す
。

　

で
も
ふ
だ
ん
の
マ
マ
の
心
の
花
は
い
き
い

き
と
し
て
い
て
と
っ
て
も
き
れ
い
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
す
て
き
な
マ
マ
で
い
て
ほ
し
い
で

す
。

ママ
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
山
梨
県
・
駿
台
甲
府
小
学
校
5
年
生
）

出
口 

倖
帆
さ
ん
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栞

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
片
方
の
耳
が
聞
こ
え

ま
せ
ん
。
で
も
、
も
う
片
方
の
耳
に
手
を
あ

て
て
、
が
ん
ば
っ
て
私
の
話
を
聞
い
て
く
れ

ま
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
家
に
行
く
と
、
「
お
は

よ
う
」
や
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
い
う
あ
い
さ

つ
も
、
耳
に
手
を
あ
て
て
聞
い
て
、
聞
こ
え

る
と
う
れ
し
そ
う
に
返
し
て
く
れ
て
、
私
も

う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
ふ
し
ぎ
と
め
ん
ど
く

さ
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
私
は
こ

れ
か
ら
も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
1
つ
の
耳
に

む
か
っ
て
話
を
し
ま
す
。

おじいちゃん
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
新
潟
県
・
糸
魚
川
市
立
田
沢
小
学
校
6
年
生
）

浜
田 

栞
さ
ん

長谷川　大樹

　

重
い
病
気
と
闘
い
な
が
ら
毎
日
早
起
き
を

し
て
色
と
り
ど
り
の
朝
食
を
作
っ
て
く
れ
る

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
ぼ
く
の
登
校
時
に
は
お
互

い
の
名
前
を
呼
び
合
い
ハ
イ
タ
ッ
チ
。
も
う

六
年
も
続
き
ま
し
た
。
こ
れ
で
ぼ
く
は
元
気

が
出
ま
す
。

　

病
気
が
早
く
治
り
ま
す
よ
う
に
。
そ
し
て

ハ
イ
タ
ッ
チ
が
続
け
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。（
祈
） 

ぼ
く
は
こ
の
漢
字
を
大
好
き
な
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
贈
り
ま
す
。

桑原　ヒナ子様
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
東
京
都
・
葛
飾
区
立
本
田
小
学
校
6
年
生
）

長
谷
川 

大
樹
さ
ん

東　千聡

　

お
母
さ
ん
は
、
い
つ
も
私
に
、
洋
服
や
ふ

く
ろ
を
ぬ
っ
て
く
れ
ま
す
。
だ
か
ら
、
学

校
で
使
う
エ
プ
ロ
ン
や
体
そ
う
服
の
入
れ
物

も
、
お
母
さ
ん
の
作
っ
た
も
の
で
す
。
ワ
ン

ピ
ー
ス
や
ス
カ
ー
ト
な
ど
も
作
っ
て
く
れ
ま

す
。
し
し
ゅ
う
も
し
て
く
れ
ま
す
。

　

お
母
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
た
も
の
は
、

売
っ
て
い
る
も
の
よ
り
、
温
か
く
て
気
持
ち

よ
く
な
る
気
が
し
ま
す
。
だ
か
ら
、
大
切
に

使
お
う
と
思
い
ま
す
。

お母さん
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
福
岡
県
・
東
明
館
小
学
校
5
年
生
）

東 

千
聡
さ
ん
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マクレイト
マーロン

　

僕
の
家
族
は
不
思
議
に
思
っ
た
事
が
あ
る

と
、
そ
れ
が
大
変
で
も
一
緒
に
答
え
を
探
し

に
行
き
ま
す
。

　

あ
る
日
、
石
垣
島
の
砂
山
の
て
っ
ぺ
ん
に

何
が
あ
る
か
知
り
た
く
な
っ
て
、
そ
の
後
石

垣
島
に
行
く
た
び
に
縄
な
ど
を
持
っ
て
探
検

に
行
き
、
五
年
か
け
て
や
っ
と
答
え
が
分
か

り
ま
し
た
。

　

答
え
を
探
し
に
行
く
楽
し
さ
を
教
え
た
家

族
に
感
謝
し
ま
す
。

家族
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
兵
庫
県
・
カ
ネ
デ
ィ
ア
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ィ
4
年
生
）

マ
ク
レ
イ
ト  

マ
ー
ロ
ン
さ
ん

さく

　

ぼ
く
の
お
と
う
さ
ん
は
お
お
き
な
木
の
よ

う
に
、
お
お
き
く
て
ぼ
く
た
ち
を
ま
も
っ
て

く
れ
る
の
で 

木
と
い
う
か
ん
じ
を
お
く
り

ま
す
。

　

ぼ
く
も
お
と
う
さ
ん
の
よ
う
な
お
お
き
く

て
り
っ
ぱ
な
木
に
な
り
た
い
で
す
。 おとうさん

【贈りたい相手】

【贈り主】

（
山
梨
県
・
駿
台
甲
府
小
学
校
1
年
生
）

堀
之
内 

咲
さ
ん

たくま

　

お
に
わ
に
い
っ
ぱ
い
の
花
を
さ
か
せ
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
。
へ
や
に
い
っ
ぱ
い
の
花

を
か
ざ
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

　

花
に
か
こ
ま
れ
て
い
る
と
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
み
た
い
で
や
さ
し
い

き
も
ち
に
な
り
ま
す
。

　

ぼ
く
は
、
花
が
だ
い
す
き
で
す
。 おばあちゃん

【贈りたい相手】

【贈り主】

（
山
梨
県
・
駿
台
甲
府
小
学
校
1
年
生
）

丸
山 

巧
真
さ
ん
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娘

　

い
つ
も
、
一
生
懸
命
家
事
を
し
た
り
、
勉

強
を
教
え
て
く
れ
た
り
し
て
あ
り
が
と
う
。

毎
日
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
母
は
、
私
の
心

の
中
で
き
れ
い
に
咲
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
咲
」
は
「
笑
」
が
変
形
し
て
で
き
た
漢
字

で
す
。
よ
く
笑
っ
て
い
る
し
、
こ
れ
か
ら
も

笑
っ
て
い
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
日
笑
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
私
の
母
親
と

し
て
、
咲
き
つ
づ
け
て
い
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
を
こ
め
て
、
こ
の
漢
字
を
お
く
り
ま

す
。

母
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
岐
阜
県
・
関
市
立
旭
ヶ
丘
中
学
校
2
年
生
）

足
立 

渉
さ
ん

ひいろ

　

ぼ
く
は
、
小
さ
い
と
き
か
ら
星
を
見
る
の

が
大
す
き
で
し
た
。
く
ら
い
空
に
き
ら
き
ら

し
て
て
、
と
て
も
き
れ
い
で
す
。

　

お
と
う
と
が
生
ま
れ
た
と
き
、
名
前
に

「
星
」
の
字
が
入
っ
て
い
て
と
て
も
う
れ
し

く
思
い
ま
し
た
。
今
も
お
と
う
と
と
あ
そ
ぶ

と
、
キ
ラ
キ
ラ
し
て
て
、
と
て
も
た
の
し
い

気
分
に
な
り
ま
す
。

おとうと
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
山
梨
県
・
駿
台
甲
府
小
学
校
2
年
生
）

水
谷 
一
彩
さ
ん

若尾　慶介

　

骨
は
ど
ん
な
と
き
で
も
動
物
を
さ
さ
え
て

く
れ
る
。
動
物
は
骨
が
な
い
と
生
き
て
い
け

な
い
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
骨
が
な
け
れ
ば
か

ら
だ
全
体
が
フ
ニ
ャ
フ
ニ
ャ
で
ど
う
す
る
こ

と
も
で
き
な
く
な
る
。
だ
か
ら
骨
は
体
の
柱

み
た
い
な
も
の
だ
と
思
う
。

　

だ
か
ら
ぼ
く
は
ク
ラ
ス
の
骨
に
な
り
た

い
。
骨
は
体
を
守
る
ガ
ー
ド
マ
ン
な
ん
だ
!!

4-2 のみんな
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
愛
知
県
・
愛
西
市
立
永
和
小
学
校
4
年
生
）

若
尾 

慶
介
さ
ん
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未歩

　

い
つ
も
た
わ
い
の
な
い
会
話
で
笑
っ
て
盛

り
上
が
っ
て
く
れ
る
君
。
落
ち
こ
ん
で
い

る
時
、
い
つ
で
も
手
を
さ
し
の
べ
て
く
れ
る

君
。
い
つ
も
い
つ
も
一
緒
に
い
て
く
れ
る
君

が
大
好
き
で
き
づ
け
ば
君
は
私
の
「
光
」
で

し
た
。

　

で
も
こ
れ
か
ら
は
ち
が
う
よ
。
私
が
君
の

「
光
」
に
な
る
ん
だ
。
こ
れ
か
ら
も
支
え

あ
っ
て
、
か
が
や
い
て
生
き
て
い
こ
う
よ
。

ず
っ
と
…
。

親友
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
岐
阜
県
・
関
市
立
旭
ヶ
丘
中
学
校
2
年
生
）

井
藤 

未
歩
さ
ん

石井　暁

　

映
よ
、
お
ま
え
は
小
さ
い
け
ど
、
プ
ラ
イ

ド
や
心
は
山
の
よ
う
に
、
大
き
く
、
広
く
も

て
。
い
つ
も
い
じ
め
ら
れ
て
、
い
つ
も
い
ら

い
ら
し
て
る
け
ど
、
何
か
を
さ
れ
て
も
、
無

視
し
た
り
、
「
な
ん
か
し
た
？
」
と
き
き
か

え
し
、
ほ
っ
と
け
ば
い
い
。

　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
何
か
を
さ
れ
て

も
、
無
視
し
て
、
や
り
か
え
さ
ず
に
、
心
を

大
き
く
広
く
、
山
の
よ
う
に
も
っ
て
い
け
。

が
ん
ば
れ
。
映
。

映
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
福
岡
県
・
福
岡
市
立
千
代
中
学
校
１
年
生
）

石
井 
暁
さ
ん

おじいちゃんの孫

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
あ
の
大
震
災
の
日
か
ら

も
う
二
度
と
会
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

ね
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
は
ず
っ
と
ず
っ
と
一

緒
に
居
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
た
か
ら
、
わ
が

ま
ま
ば
か
り
で
し
た
。
ご
め
ん
な
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
誓
い
ま

す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
を
絶
対
忘
れ
な
い
よ
。

そ
し
て
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
分
も
笑
っ
て
、
泣

い
て
、
喜
ん
で
、
努
力
し
て
生
き
て
行
き
ま

す
。
心
配
し
な
い
で
！
天
国
か
ら
見
て
い
て

ね
。

震災で亡くなった
おじいちゃん

【贈りたい相手】

【贈り主】

（
岩
手
県
・
北
上
市
立
東
陵
中
学
校
３
年
生
）

石
川 

菊
乃
さ
ん

115　



［ 中 学 生 部 門 ］

入 選

汐里

　

私
は
小
学
生
の
と
き
、
毎
日
毎
日
髪
の
毛

を
く
く
っ
て
く
れ
る
お
母
さ
ん
の
姿
や
手

が
大
好
き
で
し
た
。
中
学
生
に
な
っ
て
今
は

自
分
で
く
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と
き

ど
き
、
く
く
っ
て
も
ら
う
と
安
心
し
、
落
ち

つ
く
お
母
さ
ん
の
力
は
す
ご
い
な
と
思
い
ま

す
。

　

私
も
大
人
に
な
っ
て
お
母
さ
ん
に
な
っ
た

ら
安
心
し
、
落
ち
つ
き
、
安
ら
げ
る
場
所
を

作
っ
て
あ
げ
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

お母さん
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
京
都
府
・
京
都
市
立
伏
見
中
学
校
2
年
生
）

大
平 

汐
里
さ
ん

知紗

　

私
は
い
つ
も
た
っ
た
一
枚
の
紙
に
励
ま
さ

れ
、
あ
た
た
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。　

　

私
が
引
越
し
て
2
年
が
た
っ
た
と
き
、
私

か
ら
さ
く
に
送
っ
た
手
紙
が
は
じ
ま
り
で

す
。
メ
ー
ル
が
あ
る
と
い
う
の
に
、
私
た
ち

は
い
つ
も
手
紙
で
話
を
し
ま
す
。
届
く
の
に

も
、
書
く
こ
と
に
も
時
間
が
か
か
り
ま
す

が
、
そ
の
手
紙
か
ら
、
さ
く
の
笑
っ
て
い
る

顔
も
、
怒
っ
て
い
る
顔
も
、
す
べ
て
見
え
て

き
て
「
繋
が
り
」
を
感
じ
ま
す
。
泣
き
た
く

な
っ
た
と
き
も
、
さ
く
か
ら
の
手
紙
を
読
む

と
、
自
然
と
笑
顔
が
ほ
こ
ろ
び
ま
す
。

　

た
っ
た
一
枚
の
紙
か
も
し
れ
な
い
け
れ

ど
、
私
に
と
っ
て
は
大
き
な
存
在
で
す
。
さ

く
、
あ
り
が
と
う
。
大
好
き
だ
よ
。 さく

【贈りたい相手】

【贈り主】

（
兵
庫
県
・
加
東
市
立
滝
野
中
学
校
3
年
生
）

永
藤 
知
紗
さ
ん

真子

　

あ
な
た
と
志
望
校
が
同
じ
だ
と
知
っ
た
と

き
、
私
は
、
負
け
た
く
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
私
は
、
あ
な
た
を
ラ
イ
バ

ル
と
し
て
見
る
よ
う
に
な
り
、
あ
な
た
に
、

負
け
た
く
な
い
と
思
う
一
心
で
勉
強
を
し
ま

し
た
。

　

あ
な
た
が
ど
ん
ど
ん
偉
く
な
っ
て
い
く
の

を
見
て
、
怖
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
で
も
、
今
、
私
の
そ
ば
に
あ
な
た
が
い

る
こ
と
で
、
私
は
目
標
に
向
か
っ
て
ま
っ
す

ぐ
走
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
は
、
私
の
親
友
で
ラ
イ
バ
ル
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
戦
い
、

共
に
支
え
合
い
、
来
年
の
春
、
同
じ
制
服

で
、
志
望
校
で
会
え
る
こ
と
を
夢
み
て
走
っ

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

親友のあなた
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
広
島
県
・
呉
市
立
和
庄
中
学
校
３
年
生
）

河
本 

真
子
さ
ん
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菊川　亜美

　

私
の
祖
父
と
祖
母
は
、
あ
の
日
、
震
災
の

犠
牲
者
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
だ
、

話
し
た
い
こ
と
や
、
や
り
た
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
祖
父
も
祖
母
も
同
じ
だ

と
思
い
ま
す
。

　

も
し
、
生
き
て
い
た
な
ら
と
思
う
日
も
あ

り
ま
す
。
で
も
後
悔
す
る
の
は
や
め
て
、
２

人
が
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
と
信
じ
て
、
２

人
の
分
ま
で
強
く
前
を
向
い
て
生
き
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。
色
々
な
気
持
ち
を
込
め
て

祖
父
と
祖
母
に
こ
の
言
葉
を
お
く
り
ま
す
。

祖父と祖母
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
宮
城
県
・
気
仙
沼
市
立
小
泉
中
学
校
２
年
生
）

菊
川 
亜
美
さ
ん

たいへー

　

僕
の
好
き
な
四
字
熟
語
は
、
「
切
磋
琢

磨
」
で
す
。
あ
な
た
と
、
卓
球
を
競
い
合
う

こ
と
は
、
毎
日
の
楽
し
み
で
す
。
あ
な
た
が

い
な
け
れ
ば
、
僕
の
技
は
磨
か
れ
て
い
な

い
、
さ
び
た
物
に
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
同
じ
志
を
持
つ
者
ど
う

し
、
お
互
い
の
技
を
磨
き
合
っ
て
い
こ
う

ね
。

ライバル
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
広
島
県
・
呉
市
立
和
庄
中
学
校
１
年
生
）

吉
川 

泰
平
さ
ん

北川　響

　

僕
は
、
兄
の
よ
う
に
な
り
た
い
。
兄
は
自

分
ら
し
く
行
動
し
、
自
ら
行
動
し
て
、
僕

と
弟
の
良
き
見
本
と
な
っ
て
く
れ
る
。
い
つ

で
も
、
自
ら
行
動
す
る
兄
を
僕
は
見
習
い
た

い
。
と
き
に
は
、
け
ん
か
す
る
こ
と
も
あ
る

し
、
互
い
に
認
め
あ
え
な
い
こ
と
も
あ
る
。

し
か
し
、
仲
直
り
で
き
る
し
助
け
て
く
れ

る
。

　

そ
ん
な
兄
に
、
い
つ
ま
で
も
た
よ
ら
ず
自

立
す
る
心
を
身
に
つ
け
た
い
。
兄
の
よ
う
に

弟
の
見
本
と
し
て
成
長
で
き
る
よ
う
に
、
が

ん
ば
る
の
で
見
て
い
て
ほ
し
い
。 兄

【贈りたい相手】

【贈り主】

（
東
京
都
・
八
王
子
市
立
由
木
中
学
校
1
年
生
）

北
川 

響
さ
ん
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［ 中 学 生 部 門 ］

優子

　

じ
じ
、
ば
ば
、
お
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
私
た

ち
が
長
野
へ
遊
び
に
行
っ
た
と
き
、
い
つ

も
明
る
く
迎
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
私

は
、
じ
じ
た
ち
の
作
る
漬
け
物
が
大
好
き
で

す
。
そ
し
て
、
漬
け
物
を
作
る
じ
じ
た
ち
の

姿
も
大
好
き
で
す
。

　

私
は
、
そ
の
漬
け
物
の
よ
う
に
じ
じ
、
ば

ば
、
お
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
愛
情
や
、

優
し
さ
、
温
か
さ
な
ど
に
、
漬
け
ら
れ
て
、

こ
こ
ま
で
成
長
し
て
き
ま
し
た
。
私
も
い
つ

か
、
じ
じ
た
ち
の
よ
う
に
誰
か
を
愛
情
や
優

し
さ
、
温
か
さ
で
包
み
込
め
る
よ
う
な
存
在

に
な
り
た
い
で
す
。

長野に住む
祖父たち

【贈りたい相手】

【贈り主】

（
千
葉
県
・
銚
子
市
立
第
五
中
学
校
３
年
生
）

久
保
木 

優
子
さ
ん

棋一朗

　

ぼ
く
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
を
つ
な
ぐ
の
は

「
囲
碁
」
。
初
め
て
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
う
っ

た
時
「
な
か
な
か
い
い
ぞ
」
と
め
っ
た
に
ほ

め
な
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
ほ
め
ら
れ
て
自
分

が
す
ご
く
な
っ
た
気
が
し
た
。

　

負
け
て
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
ど
こ
が
ダ
メ

だ
っ
た
か
教
え
て
く
れ
る
時
〝
や
り
方
〟

じ
ゃ
な
く
て
〝
考
え
方
〟
を
言
っ
て
く
れ

る
。
な
か
な
か
今
の
ぼ
く
で
は
理
解
で
き
な

い
。
で
も
う
ま
く
言
え
な
い
け
ど
、
き
っ
と

理
解
で
き
る
よ
う
に
な
れ
る
と
思
っ
て
い
る

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
ぼ
く
に
自
信
を
く
れ
た
。

おじいちゃん
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
静
岡
県
・
浜
松
市
立
佐
鳴
台
中
学
校
2
年
生
）

小
出 

棋
一
朗
さ
ん

愛海

　

全
員
で
1
つ
の
演
奏
を
つ
く
り
上
げ
る

時
、
そ
こ
に
は
と
て
も
大
き
な
「
輪
」
が
あ

る
と
思
う
。
練
習
の
時
、
先
生
に
怒
ら
れ

て
、
何
度
も
何
度
も
部
員
全
員
で
話
し
合
っ

た
。
「
み
ん
な
の
気
持
ち
が
1
つ
に
な
っ
て

い
な
い
」
い
つ
も
い
つ
も
そ
う
だ
っ
た
。
け

れ
ど
も
、
先
輩
、
後
輩
、
み
ん
な
の
気
持
ち

が
1
つ
に
な
る
た
び
に
そ
こ
に
「
輪
」
が
生

ま
れ
た
。

　

そ
し
て
、
コ
ン
ク
ー
ル
。
み
ん
な
の

「
輪
」
が
会
場
に
広
が
っ
て
、
と
て
も
い
い

演
奏
に
な
っ
た
。
ず
っ
と
こ
の
「
輪
」
を
大

切
に
、
そ
し
て
、
大
き
く
し
て
い
こ
う
ね
。

吹奏楽部の
先生・みんな

【贈りたい相手】

【贈り主】

（
福
岡
県
・
大
牟
田
学
園
大
牟
田
中
学
校
2
年
生
）

古
賀 

愛
海
さ
ん

入 選
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優衣

　

私
は
よ
く
「
母
に
似
て
い
る
ね
」
と
言
わ

れ
る
。
私
の
母
は
運
動
が
苦
手
で
不
器
用
で

負
け
ず
嫌
い
で
、
気
が
ぬ
け
る
ぐ
ら
い
明
る

い
性
格
だ
。
正
直
そ
ん
な
母
に
似
て
い
る
と

言
わ
れ
る
の
が
嫌
だ
っ
た
。

　

し
か
し
私
の
た
め
に
い
つ
も
つ
く
し
て
く

れ
る
母
の
小
さ
い
よ
う
で
大
き
な
背
中
は
私

の
目
標
だ
。
い
つ
か
私
も
母
の
よ
う
な
広
く

大
き
な
背
中
が
似
合
う
人
に
な
り
た
い
。

　

今
で
は
、
「
母
に
似
て
い
る
ね
」
と
言
わ

れ
る
と
嬉
し
く
な
る
自
分
が
い
る
。
私
の

母
は
運
動
が
苦
手
で
不
器
用
で
負
け
ず
嫌
い

で
気
が
ぬ
け
る
ぐ
ら
い
明
る
い
自
慢
の
母
親

だ
。

母親
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
宮
城
県
・
名
学
館
富
沢
校
３
年
生
）

清
水 

優
衣
さ
ん

向日葵

　

私
は
中
学
１
年
の
時
い
じ
め
を
受
け
不
登

校
に
な
り
ま
し
た
。
泣
い
て
ば
か
り
の
毎
日

で
明
る
い
未
来
な
ど
想
像
も
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
ん
な
時
、
そ
ば
で
支
え
て
く
れ
た

の
は
母
で
し
た
。

　

泣
く
私
を
励
ま
し
て
く
れ
早
く
学
校
に
戻

れ
る
よ
う
に
と
様
々
な
事
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
き
っ
と
あ
の
時
、
私
よ
り
も
悩
み
、
涙

を
流
し
た
の
は
母
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
は
転
校
を
し
て
明
る
く
楽
し
い
毎
日
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。
こ
の
生
活
も
全
て
母

が
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
感
謝
の
気
も
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
先
も
ず
っ
と
母

の
愛
の
涙
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
、
お
母
さ
ん
。

母
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
北
海
道
・
名
寄
市
立
名
寄
中
学
校
２
年
生
）

田
口 

向
日
葵
さ
ん

島　胡桃

　

入
賞
を
目
前
に
し
た
全
道
大
会
で
の
リ

レ
ー
。
あ
そ
こ
で
失
敗
し
な
け
れ
ば
…
あ
と

0.
1
秒
速
け
れ
ば
…
と
毎
日
の
よ
う
に
考

え
て
し
ま
い
ま
す
。
私
は
、
み
ん
な
の
想
い

を
の
せ
た
バ
ト
ン
を
繋
ぐ
「
リ
レ
ー
」
が
大

好
き
で
し
た
。
も
う
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
リ

レ
ー
を
や
れ
る
こ
と
は
も
し
か
し
た
ら
一
生

な
い
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
今
ま
で
手
に

入
れ
た
メ
ダ
ル
や
賞
状
、
思
い
出
た
ち
は
い

つ
ま
で
も
私
達
を
繋
い
で
く
れ
る
と
思
う
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
私
達
の
喜
怒
哀
楽
の
い
っ

ぱ
い
詰
ま
っ
た
バ
ト
ン
を
繋
い
で
い
っ
て
く

れ
る
後
輩
達
を
み
ん
な
で
応
援
し
て
い
こ
う

ね
！

リレーメンバーの
みんな

【贈りたい相手】

【贈り主】

（
北
海
道
・
札
幌
市
立
伏
見
中
学
校
3
年
生
）

島 
胡
桃
さ
ん
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青葉

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
り
っ
ぱ
な
漁
師
さ
ん

だ
っ
た
。
私
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
遊
ぶ
の

が
一
番
楽
し
か
っ
た
。
私
は
東
京
に
来
て
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
を
、
お
い
て
き
て
し
ま
っ

た
。
も
う
す
こ
し
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
話
を

し
て
、
遊
ん
で
、
海
に
出
て
い
き
た
か
っ
た

よ
。

　

青
葉
の
青
は
、
海
の
色
。
さ
ん
ご
の
色
と

海
の
も
の
い
れ
て
、
名
前
を
つ
け
て
く
れ

た
。
私
は
、
海
が
も
っ
と
大
好
き
に
な
っ
た

よ
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
死
ん
で
か
ら
、
海
に

い
っ
て
な
か
っ
た
け
ど
、
夏
に
海
に
い
っ
た

よ
。
ず
っ
と
、
大
好
き
だ
よ
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
。

おじいちゃん
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
東
京
都
・
立
川
市
立
第
八
中
学
校
２
年
生
）

鳥
原 
青
葉
さ
ん

野田　涼平

　

僕
は
小
さ
い
頃
に
、
よ
く
お
隣
り
の
佐
藤

さ
ん
に
面
倒
を
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ

の
時
に
、
佐
藤
さ
ん
は
僕
の
得
意
な
こ
と
、

「
取
り
柄
」
を
我
が
子
の
よ
う
に
ほ
め
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
は
そ
れ
ぞ
れ
「
柄
」
を
持
っ
て
い

る
と
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
も
佐
藤
さ
ん
で

す
。

　

今
、
僕
が
僕
で
あ
る
の
は
佐
藤
さ
ん
の
お

か
げ
で
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
僕
は
あ
な

た
か
ら
学
ん
だ
「
柄
」
を
あ
な
た
に
贈
り
ま

す
。

お隣りの佐藤さん
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
東
京
都
・
早
稲
田
大
学
高
等
学
院
中
学
部
2
年
生
）

野
田 

涼
平
さ
ん

平野　あかね

　

一
緒
に
い
た
い
。
誰
か
の
た
め
に
な
り
た

い
。
最
初
は
た
だ
「
目
」
で
追
う
だ
け
で

何
も
で
き
な
い
自
分
が
い
た
。
あ
る
時
、
そ

ん
な
私
の
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
誰
か
が
い

た
。
大
切
な
仲
間
だ
っ
た
。

　

た
だ
「
目
」
で
追
っ
て
い
た
だ
け
の
私

に
、
ま
る
で
２
本
の
足
が
は
え
た
か
の
よ
う

に
自
分
の
足
で
歩
き
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
た
だ
「
目
」
で
追
う
だ
け

で
な
く
、
自
分
の
足
で
、
大
切
な
仲
間
と

「
朋と

も

」
に
歩
ん
で
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
誰

か
を
「
月
」
の
よ
う
に
優
し
く
、
暖
か
く
照

ら
せ
て
い
け
た
ら
良
い
と
思
う
。 大切な仲間

【贈りたい相手】

【贈り主】

（
千
葉
県
・
銚
子
市
立
第
五
中
学
校
３
年
生
）

平
野 

あ
か
ね
さ
ん
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絵里

　

私
が
最
初
に
し
ゃ
べ
っ
た
言
葉
は
、
パ
パ

や
マ
マ
と
か
で
は
な
く
、
「
月
」
で
す
。
そ

れ
は
お
父
さ
ん
と
公
園
に
行
っ
た
と
き
、
月

や
星
の
名
前
を
い
つ
も
教
え
て
く
れ
た
か
ら

で
す
。
だ
か
ら
、
月
を
見
る
と
お
父
さ
ん
の

こ
と
を
思
い
だ
し
ま
す
。
私
は
優
し
く
て
物

知
り
な
お
父
さ
ん
が
大
好
き
で
す
。

　

色
ん
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
！
こ
の
漢
字
と
い
つ
も
言
え
な
い
感
謝
の

気
持
ち
を
あ
な
た
に
贈
り
ま
す
。 お父さん

【贈りたい相手】

【贈り主】

（
福
岡
県
・
糸
島
市
立
前
原
中
学
校
3
年
生
）

山
内 

絵
里
さ
ん

湯田　菜々美

　

私
は
あ
な
た
に
「
色
」
と
い
う
漢
字
を
お

く
り
ま
す
。
莉
央
ち
ゃ
ん
は
よ
く
笑
い
ま

す
。
私
は
い
つ
も
そ
の
笑
顔
に
元
気
や
希
望

を
も
ら
い
ま
す
。
そ
の
時
の
莉
央
ち
ゃ
ん
の

心
の
色
は
黄
色
や
オ
レ
ン
ジ
か
な
。
よ
く
笑

う
時
も
あ
れ
ば
、
泣
い
た
り
、
怒
っ
た
り
す

る
こ
と
も
あ
る
ね
。
そ
の
時
の
心
の
色
は
赤

や
黒
や
青
色
か
な
。
そ
の
時
、
私
は
正
直
腹

が
立
つ
よ
。
全
く
口
を
聞
い
て
く
れ
な
く
な

る
よ
ね
。
で
も
、
や
っ
ぱ
り
莉
央
ち
ゃ
ん
の

笑
顔
を
見
る
と
心
が
温
か
く
な
る
よ
。

　

1
日
の
間
に
心
が
た
く
さ
ん
の
色
に
変

わ
っ
て
い
く
莉
央
ち
ゃ
ん
。
そ
れ
は
と
っ
て

も
素
直
で
あ
る
証
だ
ね
。
私
は
あ
な
た
が
持

つ
ど
ん
な
心
の
色
も
大
好
き
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
全
て
の
色
を
ず
っ
と
大
事
に
し
て
ね
。

湯田　莉央ちゃん
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
岡
山
県
・
関
西
学
園
岡
山
中
学
校
1
年
生
）

湯
田 

菜
々
美
さ
ん

持田　温紀

　

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
の
面
の
数
は
32
個
。
32

の
面
が
結
ば
れ
て
、
1
つ
の
ボ
ー
ル
を
作
っ

て
い
る
。
僕
ら
に
も
、
32
に
関
係
す
る
も
の

が
あ
る
。
金
井
中
サ
ッ
カ
ー
部
の
人
数
、
そ

れ
は
32
だ
。
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
が
1
つ
の
面

で
も
欠
け
た
ら
、
ボ
ー
ル
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
僕
ら
も
1
人
で
も
欠
け
た
ら
、
チ
ー
ム

に
は
な
ら
な
い
。

　

僕
ら
に
と
っ
て
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
は
、
32

人
の
思
い
が
結
ば
れ
て
で
き
た
「
夢
の
賜

物
」
だ
。
一
緒
に
辛
い
練
習
を
乗
り
越
え
て

き
た
32
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
結
ば
れ
た

今
、
「
勝
つ
」
と
い
う
一
つ
の
「
夢
」
が
で

き
あ
が
る
。
32
人
の
思
い
の
結
晶
で
あ
る
こ

の
ボ
ー
ル
を
、
32
人
の
力
で
、
ゴ
ー
ル
へ
と

届
け
て
魅
せ
よ
う
！

サッカー部の
みんな

【贈りたい相手】

【贈り主】

（
東
京
都
・
町
田
市
立
金
井
中
学
校
2
年
生
）

持
田 
温
紀
さ
ん
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娘

　

女
手
一
つ
で
私
を
育
て
て
く
れ
た
マ
マ
。

今
ま
で
辛
か
っ
た
事
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
私
の
前
で
は
弱
音

を
吐
く
事
も
な
く
、
泣
い
て
い
る
所
も
見
た

事
あ
り
ま
せ
ん
。

　

小
学
校
3
年
生
に
な
る
頃
に
は
、
一
緒
に

居
る
時
間
を
増
や
す
た
め
に
夜
の
仕
事
か
ら

昼
の
仕
事
に
転
職
し
て
く
れ
ま
し
た
。
慣
れ

な
い
事
ば
か
り
で
大
変
だ
っ
た
し
辛
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
か
げ
で
悔
し
泣
き
し
て
い
た

事
も
知
っ
て
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
私
は
マ
マ
に
す
ご
く
感
謝
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
ま
で
育
て
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。
１
人
が
不
安
と
言
っ
て
い
た
け
ど
、
私

が
い
る
よ
。
「
二
人
」
で
支
え
あ
っ
て
い
こ

う
ね
。
マ
マ
、
大
好
き
！

大好きなママ
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
広
島
県
・
広
島
県
立
安
西
高
等
学
校
3
年
生
）

大
下 

美
咲
さ
ん

直人

　

僕
は
、
今
ま
で
何
回
も
失
敗
し
て
き
た
。

た
っ
た
、
16
年
だ
け
ど
、
失
敗
す
る
た
ん

び
に
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が
期
待
す
る
。

「
お
前
な
ら
で
き
る
。
」
「
直
人
に
で
き
な

い
こ
と
は
、
な
い
。
」

　

こ
ん
な
僕
に
期
待
し
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
。
何
事
に
も
そ
ば
に
い
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
。
そ
し
て
、
「
期
待
に
応
え
な

き
ゃ
。
」
負
け
な
い
こ
と
。
逃
げ
な
い
こ

と
。
お
し
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

家族
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
愛
知
県
・
菊
武
学
園
菊
華
高
等
学
校
1
年
生
）

幾
波 
直
人
さ
ん

彩花

　

私
に
は
13
年
間
、
一
緒
に
過
ご
し
て
き
た

大
切
な
友
達
が
い
ま
す
。
そ
の
友
達
に
は
自

分
の
言
い
た
い
事
が
言
え
、
時
に
は
叱
っ
て

も
ら
い
ま
す
。

　

私
は
そ
の
友
達
と
見
え
な
い
「
糸
」
で
つ

な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
は
「
運
命
」
な
ん
か
で
は
な
く
、
今
ま
で

育
て
て
き
た
「
信
頼
」
や
「
絆
」
で
で
き
て

い
ま
す
。

　

私
達
は
ど
れ
だ
け
離
れ
て
い
て
も
お
互
い

を
見
失
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
糸
」
が

あ
る
か
ら
で
す
。
私
は
そ
ん
な
大
切
な
友
達

に
こ
の
漢
字
を
贈
り
ま
す
。

大切な友達
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
岐
阜
県
・
岐
阜
県
立
中
津
高
等
学
校
１
年
生
）

伊
佐
地 

彩
花
さ
ん
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みゆき

　

離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
母
方
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
。
家
に
帰
る
時
間
に
な
る
と
「
あ
り

が
と
う
ね
。
」
と
い
つ
も
手
を
握
っ
て
く
れ

て
ま
し
た
。

　

数
年
前
か
ら
入
院
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た

が
、
帰
り
際
必
ず
手
を
握
る
の
で
す
。
笑
う

の
で
す
。
私
は
そ
の
瞬
間
愛
し
さ
で
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
す
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
ど
う
か
、

小
さ
い
頃
と
変
わ
ら
な
い
ぬ
く
も
り
で
私
の

手
を
握
っ
て
く
だ
さ
い
。

おばあちゃん
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
愛
知
県
・
愛
知
県
立
起
工
業
高
等
学
校
3
年
生
）

筧 

み
ゆ
き
さ
ん

彩歌

　

出
会
っ
て
か
ら
ま
だ
半
年
も
経
っ
て
い
な

い
け
ど
、
も
う
何
年
も
一
緒
に
い
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
毎
日
一
緒
に
過
ご
し
て
い

く
う
ち
に
少
し
ず
つ
１
人
１
人
の
「
素
」
が

み
え
て
き
て
、
い
い
所
を
た
く
さ
ん
見
つ
け

ま
し
た
。
だ
け
ど
み
え
て
き
た
分
喧
嘩
も
し

て
苦
し
い
と
き
も
あ
っ
た
し
、
も
し
か
す
る

と
こ
れ
か
ら
そ
ん
な
と
き
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
け
ど
、
そ
の
度
に
仲
良
く
な
り
た
い
で

す
。

　

み
ん
な
は
私
に
と
っ
て
元
気
の
「
素
」
で

す
。
ダ
ン
ス
部
17
期
生
女
子
17
人
が
１
人
も

欠
け
る
こ
と
な
く
、2
年
後
笑
顔
で
引
退
で

き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。 ダンス部の１年生

【贈りたい相手】

【贈り主】

（
福
岡
県
・
北
九
州
市
立
高
等
学
校
1
年
生
）

織
田 
彩
歌
さ
ん

夏美

　

最
後
の
通
知
表
を
も
ら
う
と
き
、「
棘

じ
ゃ
な
く
て
葉
っ
ぱ
だ
ぞ
」
と
言
っ
て
く
れ

た
先
生
。
そ
の
言
葉
を
も
ら
っ
て
か
ら
の
高

校
生
活
は
、
中
学
よ
り
優
し
い
心
で
人
に
接

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
壊

れ
て
し
ま
っ
た
友
情
も
あ
る
け
れ
ど
、
そ
の

時
改
め
て
先
生
の
言
葉
の
意
味
を
知
り
、
変

わ
ら
な
き
ゃ
と
強
く
思
え
ま
し
た
。
先
生
は

覚
え
て
い
る
か
な
？
私
は
こ
の
言
葉
の
御
陰

で
い
っ
ぱ
い
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
も
っ
と
「
棘
」
の
部
分
を
増

す
の
で
は
な
く
「
葉
」
い
っ
ぱ
い
に
し
て
い

き
ま
す
！

梶間先生
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
愛
知
県
・
愛
知
県
立
岩
津
高
等
学
校
2
年
生
）

落
合 

夏
美
さ
ん
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加藤　佑基

　

自
分
は
母
子
家
庭
で
父
の
い
な
い
時
間
を

約
17
年
間
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
今
は
父
が

い
な
い
生
活
が
当
た
り
前
の
日
々
で
す
。　

　

父
の
姿
は
ほ
と
ん
ど
覚
え
て
い
ま
せ
ん

が
、
母
は
よ
く
「
父
に
似
て
…
」
と
僕
に
言

い
ま
す
。
自
分
に
は
さ
っ
ぱ
り
で
し
た
が
、

最
近
に
な
り
、
昔
の
写
真
が
出
て
き
て
、
父

の
姿
が
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
で
も
わ
か
る

く
ら
い
似
て
い
ま
し
た
。

　

父
は
い
ま
せ
ん
が
、
自
分
が
代
わ
り
の
父

と
し
て
、
家
族
を
支
え
た
い
で
す
。
見
え
な

い
父
の
姿
を
思
い
出
し
な
が
ら
。 家族

【贈りたい相手】

【贈り主】

（
愛
知
県
・
愛
知
県
立
起
工
業
高
等
学
校
3
年
生
）

加
藤 
佑
基
さ
ん

新沙

　

私
の
父
は
単
身
赴
任
で
浜
松
に
行
っ
て
い

ま
す
。
浜
松
で
の
仕
事
が
忙
し
く
清
水
に
は

全
然
帰
っ
て
き
ま
せ
ん
。
私
の
父
は
、
冷
た

く
、
会
っ
て
も
あ
ま
り
話
し
た
り
一
緒
に
ど

こ
か
へ
で
か
け
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
私
は
そ
ん
な
父
が
き
ら
い
で
し
た
。

　

中
学
3
年
生
、
高
校
受
験
が
近
づ
い
て
き

た
こ
ろ
、夜
、い
つ
も
母
の
携
帯
が
な
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。「
誰
？
」
と
私
が
母
に
た
ず

ね
た
ら
、「
お
父
さ
ん
だ
よ
。
さ
ら
さ
の
こ
と

が
心
配
で
い
つ
も
い
つ
も
電
話
か
け
て
く
る

の
。」
と
母
が
い
い
ま
し
た
。
そ
の
時
私
は

初
め
て
父
の
優
し
さ
に
気
づ
き
ま
し
た
。
い

つ
も
会
う
と
冷
た
い
く
せ
に
。
そ
っ
け
な
い

く
せ
に
。
浜
松
か
ら
見
守
っ
て
く
れ
た
ん
だ

ね
。
お
父
さ
ん
、
い
つ
も
い
つ
も
あ
り
が
と

う
。

父
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
静
岡
県
・
静
岡
県
立
清
水
西
高
等
学
校
1
年
生
）

須
賀 

新
沙
さ
ん

あなたの友人 S

　

私
は
何
ご
と
に
も
一
生
懸
命
取
り
組
み
、

頑
張
っ
て
い
た
A
が
大
好
き
で
、
尊
敬
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
姿
を
見
て
私
も
頑
張
ろ
う

と
思
え
た
ん
で
す
。

　

現
在
A
は
や
る
気
は
な
い
し
、
あ
ま
り

楽
し
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
最
初
は
そ
の
姿
を

見
て
、
失
望
し
ま
し
た
。
で
も
、「
今
、
A

ち
ゃ
ん
は
め
い
っ
ぱ
い
生
き
る
の
に
疲
れ
た

ん
じ
ゃ
な
い
？
」
と
い
う
母
の
意
見
を
聞

き
、
考
え
が
変
わ
り
ま
し
た
。
疲
れ
て
る
の

か
…
だ
っ
た
ら
休
憩
し
な
く
ち
ゃ
ね
、
と
。

〝
憩
〟
の
字
に
は
活
力
回
復
の
た
め
に
い・

こ・

う・

と
い
う
意
味
も
あ
る
そ
う
で
、
友
人
A
に

ぜ
ひ
と
も
こ
の
字
を
贈
り
た
い
な
と
思
っ
た

ん
で
す
。

私の友人 A
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
広
島
県
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
高
等
学
校
1
年
生
）

水
津 

賜
乃
さ
ん
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娘

　

私
と
同
じ
歳
の
頃
、
不
治
の
病
に
な
っ
た

母
。
高
校
は
中
退
、
原
因
も
わ
か
ら
な
い
ま

ま
、
日
々
、
病
は
悪
化
し
、
い
つ
来
る
か
わ

か
ら
な
い
死
と
向
か
い
合
わ
せ
。
そ
の
時
、

母
は
決
意
し
た
そ
う
だ
。
「
私
が
17
年
生
き

た
証
を
残
し
た
い
。
」
と
。
そ
し
て
、
母
が

18
歳
に
な
る
頃
、
私
が
生
ま
れ
た
。
私
は
母

の
生
き
た
証
な
の
だ
。

　

今
、
母
は
35
歳
。
運
良
く
今
ま
で
生
き
延

び
た
。
半
年
後
に
、
手
術
を
す
る
。
こ
れ
が

最
後
の
チ
ャ
ン
ス
。
ど
う
か
私
も
、
母
に
生

き
た
証
を
見
せ
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。 母

【贈りたい相手】

【贈り主】

（
福
岡
県
・
北
九
州
市
立
高
等
学
校
2
年
生
）

髙
橋 

愛
良
さ
ん

姉

　

幼
い
頃
、
君
は
私
の
ま
ね
ば
か
り
し
て
い

ま
し
た
。
私
も
君
の
お
手
本
に
な
る
よ
う
つ

と
め
て
い
ま
し
た
。
こ
の
頃
の
私
た
ち
は
鏡

で
し
た
。
私
が
君
の
姿
を
映
し
て
、
君
は
自

分
の
姿
を
確
認
し
、
君
が
私
の
姿
を
映
し
た

と
き
は
自
分
の
間
違
い
に
気
付
か
さ
れ
ま
し

た
。
い
つ
し
か
私
た
ち
が
互
い
を
映
し
合
う

こ
と
に
疑
問
を
感
じ
、
私
た
ち
は
バ
ラ
バ
ラ

に
生
き
て
い
ま
す
が
、
と
き
に
は
自
分
を
見

直
す
た
め
の
鏡
に
な
っ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
君
も
た
ま
に
は
私
を
映
し
て
見

せ
て
ね
。

弟
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
群
馬
県
・
高
崎
商
科
大
学
附
属
高
等
学
校
1
年
生
）

住
谷 
舞
歩
さ
ん

良美

　

「
飴
と
鞭
」
そ
ん
な
言
葉
が
嫌
い
で
し

た
。
舞
台
監
督
の
先
生
は
演
技
指
導
が
と
て

も
厳
し
く
、
私
は
演
技
や
自
分
自
身
に
自
信

が
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
普

段
怖
い
先
生
の
「
良
く
な
っ
た
」
と
言
う
一

言
が
と
て
も
嬉
し
く
、
そ
の
一
言
を
聞
く
こ

と
を
目
標
に
負
け
じ
と
頑
張
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

「
飴
と
鞭
」
。
厳
し
く
て
怖
い
だ
け
で
な

く
、
愛
の
込
め
ら
れ
た
先
生
の
演
技
指
導
が

今
で
は
大
好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
熱
い
ご

指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

先生
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
東
京
都
・
日
本
音
楽
高
等
学
校
3
年
生
）

辻 

良
美
さ
ん
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このみ

　

私
の
父
は
と
て
も
厳
し
く
、
私
は
そ
ん
な

父
が
大
嫌
い
で
し
た
。
籠
の
中
に
居
る
鳥
が

一
羽
で
逃
げ
出
せ
な
い
よ
う
に
、
私
も
籠
の

中
の
鳥
の
よ
う
に
父
と
い
う
籠
か
ら
出
し
て

も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
ん
な
私
も
次
の
春
か
ら
大
学
生
。

　

こ
れ
ま
で
私
は
何
不
自
由
な
く
、
厳
し
い

な
が
ら
も
温
か
い
家
庭
で
育
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
父
は
、
私
た
ち
家
族
が
不
自
由

し
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
た
の
で

す
。
父
が
私
に
厳
し
か
っ
た
の
は
、
誰
の
加

護
も
な
い
社
会
へ
出
て
も
私
が
困
ら
な
い
よ

う
に
す
る
為
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。
決
し
て

一
人
で
は
今
の
私
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

い
つ
か
巣
立
っ
て
い
く
私
で
す
が
、
そ
れ

ま
で
ど
う
か
、
い
つ
も
の
厳
し
い
父
で
い
て

く
だ
さ
い
。

　

籠
の
中
に
居
た
の
は
、
私
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

パパ
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
滋
賀
県
・
近
江
兄
弟
社
高
等
学
校
3
年
生
）

中
島 
こ
の
み
さ
ん

美咲

　　
”優
“は
”人
“と
”憂
“に
分
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
”憂
“と
い
う
字
に
は
”気
に
か

け
る
、
心
配
す
る
“と
い
う
意
味
が
あ
り
ま

す
。
私
は
色
々
と
心
配
し
て
く
れ
た
お
じ

い
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
う
ざ
っ
た
く
思
っ
た
こ

と
も
あ
っ
た
け
ど
、
誰
か
の
た
め
の
”憂
“な

ら
”優
し
さ
“に
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

今
、
改
め
て
”優
し
さ
“の
大
切
さ
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
私
に
く

れ
た
優
し
さ
を
今
度
は
私
が
他
の
人
に
あ
げ

ら
れ
る
人
間
に
な
り
た
い
で
す
。
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
あ
り
が
と
う
。

おじいちゃん
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
広
島
県
・
山
陽
女
学
園
高
等
部
3
年
生
）

中
野 

美
咲
さ
ん

姪・あんず

　

分
厚
い
ア
ル
バ
ム
の
中
で
い
ち
ば
ん
心

を
ひ
か
れ
た
の
は
、
ピ
ン
ト
も
合
わ
ず
ひ

ど
く
ブ
レ
た
あ
な
た
の
写
真
で
し
た
。
赤

ち
ゃ
ん
の
あ
な
た
は
、
顔
を
く
し
ゃ
く

し
ゃ
に
し
て
、
一
生
懸
命
に
泣
い
て
い

る
。
そ
の
姿
に
、
わ
た
し
は
つ
よ
い
生
命

力
を
感
じ
ま
し
た
。

　

も
う
ど
れ
く
ら
い
時
間
が
す
ぎ
た
で

し
ょ
う
。
あ
な
た
の
残
し
て
い
っ
た
悲
し

み
を
だ
い
じ
に
抱
え
な
が
ら
も
、
み
ん
な

元
気
に
し
て
い
ま
す
。
た
ぶ
ん
、
こ
れ
か

ら
も
ず
っ
と
。

　

だ
か
ら
、
心
配
す
る
こ
と
は
な
に
も
あ
り

ま
せ
ん
。
ど
う
か
、
あ
な
た
も
お
元
気
で
。

たー坊
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
福
岡
県
・
北
九
州
市
立
高
等
学
校
2
年
生
）

永
藤 

杏
さ
ん
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岳大

　

僕
は
、
小
さ
い
頃
母
の
腕
を
つ
か
ん
で
い

な
い
と
不
安
で
し
た
。
保
育
園
の
と
き
の

送
迎
バ
ス
で
は
、
僕
が
「
離
れ
た
く
な
い
」

と
言
っ
た
せ
い
で
わ
ざ
わ
ざ
乗
っ
て
き
て
も

ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
寝
る
と
き

も
、
一
緒
に
テ
レ
ビ
を
見
る
と
き
も
母
の
腕

を
掴
ん
で
い
た
頃
は
と
て
も
幸
せ
で
し
た
。

し
か
し
、
今
に
な
っ
て
は
も
う
恥
ず
か
し
く

て
母
の
腕
を
掴
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

だ
か
ら
今
度
は
僕
が
母
を
安
心
さ
せ
ら
れ

る
腕
の
よ
う
な
存
在
に
な
り
た
い
で
す
。

母
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
岐
阜
県
・
岐
阜
県
立
中
津
高
等
学
校
2
年
生
）

新
倉 
岳
大
さ
ん

娘

　

あ
な
た
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
今
年
で
十

年
に
な
り
ま
し
た
。
先
日
、
本
棚
の
整
理
を

し
て
い
た
ら
、
あ
な
た
が
書
い
た
日
記
を
見

つ
け
ま
し
た
。
そ
れ
を
開
く
と
、
そ
こ
に
は

口
ベ
タ
な
あ
な
た
が
書
い
た
と
は
思
え
な
い

く
ら
い
隅
か
ら
隅
ま
で
文
字
が
埋
ま
っ
て
い

て
正
直
驚
き
ま
し
た
。

　

読
み
進
め
て
い
く
と
、「
娘
の
授
業
参
観
」

と
い
う
ペ
ー
ジ
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
こ
に

は
、「
娘
が
自
分
の
顔
を
見
て
嬉
し
そ
う
に

笑
っ
た
。
父
親
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と

思
っ
た
」
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
私
は
あ

な
た
の
子
と
し
て
産
ま
れ
た
事
が
何
よ
り
も

宝
物
で
す
。

最愛の父
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
長
野
県
・
長
野
県
蘇
南
高
等
学
校
3
年
生
）

原 

恵
理
子
さ
ん

房安　勇樹

　

「
今
」
を
大
切
に
。
今
ま
で
必
死
に
や
っ

て
き
た
野
球
も
今
回
の
夏
の
大
会
で
最
後
。

楽
し
い
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
苦
し
い
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
で
そ
れ
を
み
ん
な
で
乗
り
越
え
て

「
今
」
が
あ
る
。

　

人
生
の
中
で
こ
れ
だ
け
の
多
人
数
で
一
つ

の
目
標
に
向
か
っ
て
必
死
に
何
か
を
す
る
の

は
「
今
」
し
か
な
い
。
だ
か
ら
「
今
」
を
大

切
に
し
目
標
に
向
か
っ
て
最
後
の
大
会
で
最

後
に
笑
え
る
よ
う
に
。

野球部
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
兵
庫
県
・
明
石
市
立
明
石
商
業
高
等
学
校
3
年
生
）

房
安 

勇
樹
さ
ん
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姉

　

お
母
さ
ん
が
言
っ
た
「
パ
ン
が
好
き
」
の

言
葉
で
将
来
の
夢
を
パ
ン
屋
に
し
た
妹
。
毎

日
、
泣
き
な
が
ら
部
活
動
、
勉
強
、
料
理
の

練
習
を
し
て
い
る
妹
。
要
領
が
悪
く
て
、
切

羽
詰
ま
っ
て
は
泣
い
て
、
そ
れ
で
も
頑
張
る

こ
と
を
や
め
な
い
妹
。
私
は
そ
ん
な
妹
の
努

力
す
る
姿
を
ず
っ
と
見
て
き
ま
し
た
。

　

夢
に
向
か
っ
て
毎
日
努
力
を
す
る
妹
に
夢

の
ま
ま
で
終
わ
ら
せ
ず
に
叶
え
て
ほ
し
い
か

ら
、
私
は
こ
の
漢
字
を
贈
り
ま
す
。 高校一年生の妹

【贈りたい相手】

【贈り主】

（
群
馬
県
・
群
馬
県
立
大
間
々
高
等
学
校
3
年
生
）

星
野 
栞
菜
さ
ん

早紀

　

私
は
昔
、
支
え
ら
れ
る
こ
と
が
嫌
い
で

し
た
。
私
に
と
っ
て
「
支
え
」
が
「
頑
張

れ
！
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

て
、
常
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
よ
う
な
も
の
を

感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
中
学
校
・
高
校
と
受
験
を
し
て

き
て
そ
の
気
持
ち
に
変
化
が
現
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
支
え
と
い
う
も
の
は
私
自
身
の
心

の
強
さ
と
な
り
、
時
と
し
て
心
の
糧
と
な
る

こ
と
を
知
っ
た
か
ら
で
す
。

　

今
で
は
い
つ
も
私
を
支
え
て
く
れ
る
母
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
誰
か
を
支
え
る

人
に
私
は
な
り
た
い
で
す
。

母
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
愛
知
県
・
椙
山
女
学
園
高
等
学
校
3
年
生
）

光
清 

早
紀
さ
ん

娘

　

い
つ
も
お
母
さ
ん
は
色
ん
な
香
り
が
し

ま
す
。
洗
濯
物
の
香
り
、
お
弁
当
の
香

り
、
汗
の
香
り
。
そ
の
香
り
の
全
て
は
私

の
為
、
家
族
の
為
に
働
く
お
母
さ
ん
の
独

特
の
香
り
で
す
。

　

自
分
も
そ
ん
な
香
り
が
す
る
母
親
に
な

り
た
い
と
心
底
思
っ
て
い
ま
す
。

　

「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
」

　

今
ま
で
は
言
葉
に
し
か
出
来
な
か
っ
た

け
れ
ど
、
も
う
私
は
高
校
生
。

　

香
り
と
と
も
に
「
あ
り
が
と
う
」
を
届

け
ま
す
。

お母さん
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
京
都
府
・
京
都
女
子
高
等
学
校
3
年
生
）

水
谷 

佳
奈
子
さ
ん
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父

　

君
に
信
の
字
を
贈
ろ
う
。
信
と
い
う
字

は
、
人
と
人
は
言
葉
で
意
思
を
交
わ
し
合
う

こ
と
を
表
し
て
い
る
。
そ
の
交
わ
し
合
う
言

葉
は
信
用
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
も
の
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
言
葉
に
偽
り
が
あ
れ
ば
信
を

失
う
。
社
会
の
中
を
生
き
る
こ
と
は
信
を
貫

き
通
す
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
人
の
道
で
あ

る
。
心
に
信
を
刻
ん
で
歩
め
、
信
の
字
は
父

が
君
に
贈
り
た
い
文
字
で
あ
る
。 辰海君

【贈りたい相手】

【贈り主】

（
三
重
県
・
主
夫
）

岩
谷 

隆
司
さ
ん

タツロウ

　

1
0
0
m
を
10
秒
台
で
走
っ
た
陸
上
部
の

エ
ー
ス
、
サ
ト
ル
。
「
走
」
を
見
る
と
、
体

育
祭
の
リ
レ
ー
で
両
手
両
足
を
振
っ
て
走
る

姿
を
思
い
出
す
。
7
年
後
の
春
、
お
ま
え

の
進
学
先
に
出
張
し
た
の
に
、
会
え
な
か
っ

た
よ
な
。
1
週
間
後
、
ま
さ
か
人
生
の
ゴ
ー

ル
テ
ー
プ
を
切
る
な
ん
て
な
。
翌
年
、
オ
レ

は
地
元
で
転
職
し
た
。
あ
の
日
メ
ー
ル
で
交

わ
し
た
約
束
を
果
た
す
た
め
に
、
オ
レ
は
今

も
全
力
で
高
校
生
と
走
っ
て
い
る
。
オ
レ
が

逝
っ
た
ら
、
天
国
で
一
緒
に
マ
ラ
ソ
ン
大
会

に
出
よ
う
ぜ
！

サトル
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
岐
阜
県
・
英
語
科
教
員
）

今
瀬 
辰
郎
さ
ん

春香
【贈り主】

　

結
婚
し
て
10
年
。
子
供
が
な
か
な
か
授
か

ら
な
か
っ
た
私
た
ち
夫
婦
で
す
が
、
や
っ
と

来
年
春
に
親
に
な
り
ま
す
。

　

「
夫
婦
2
人
が
元
気
で
仲
良
け
れ
ば
何
よ

り
」
と
い
つ
も
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
た
主

人
と
私
の
両
家
の
母
に
、
感
謝
を
込
め
て
孫

の
誕
生
と
共
に
「
春
」
の
到
来
を
伝
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

2 人の母
【贈りたい相手】

（
千
葉
県
・
主
婦
）

齋
藤 

春
香
さ
ん
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孫娘

　

『
証
』
に
は
「
あ
か
し
」
、
「
し
る

し
」
、
「
証
拠
・
証
明
」
の
意
味
が
あ
る
。

　

あ
る
時
、
祖
母
は
生
前
こ
ん
な
事
を
言
っ

た
。
「
人
は
死
ん
で
し
ま
え
ば
何
も
残
ら
な

い
け
れ
ど
、
そ
の
人
の
事
を
思
い
出
す
人
が

い
な
く
な
っ
た
時
、
本
当
の
意
味
で
存
在
が

消
え
る
」
と
。
子
供
だ
っ
た
私
は
答
え
た
。

「
だ
っ
た
ら
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
事
を

思
い
出
せ
る
よ
う
に
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
昔
の
事
、
私
の
知
ら
な
い
話

も
い
っ
ぱ
い
教
え
て
よ
」

　

大
切
な
人
を
亡
く
し
て
も
遺
さ
れ
た
者
が

心
に
刻
み
生
き
て
ゆ
け
ば
、
そ
の
人
の
生
き

た
『
証
』
に
な
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
祖

母
は
確
か
に
存
在
し
た
。
そ
の
『
証
』
の
1

人
に
な
れ
る
な
ら
私
は
嬉
し
い
。 祖母

【贈りたい相手】

【贈り主】

（
埼
玉
県
・
画
家
・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
）

坂
口 

由
紀
さ
ん

和江

　

3
年
前
、
新
し
く
墓
を
建
て
た
時
、
お
父

さ
ん
が
石
に
刻
ん
だ
の
は
こ
の
一
字
だ
け

で
し
た
ね
。
「
人
間
で
1
番
大
事
な
の
は
家

名
で
は
な
く
心
だ
」
と
言
っ
て
。
意
外
で
し

た
。
肩
書
き
第
一
の
仕
事
人
間
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
か
ら
。
で
も
そ
れ
よ
り
も
っ
と
意

外
だ
っ
た
の
は
、
8
つ
も
若
い
お
母
さ
ん
が

先
に
お
墓
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。
そ
れ

か
ら
月
命
日
は
欠
か
さ
ず
、
お
墓
へ
語
り
か

け
に
行
く
お
父
さ
ん
の
姿
を
見
る
と
、
今
で

も
2
人
は
心
で
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
な
と

思
い
ま
す
。
1
番
大
事
な
も
の
を
教
わ
り
ま

し
た
。
だ
か
ら
私
も
こ
の
一
字
を
お
父
さ
ん

に
贈
り
ま
す
。

父
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
兵
庫
県
・
高
校
教
員
）

佐
藤 

和
江
さ
ん

妻

　

今
日
は
結
婚
記
念
日
で
す
ね
。
い
つ
も
家

族
の
為
に
一
生
懸
命
働
い
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
。
25
周
年
の
時
は
、
銀
婚
旅
行
に
ハ
ワ

イ
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

と
て
も
幸
せ
な
時
間
で
し
た
。
2
人
で
並
ん

で
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
波
を
数
え
て
い
る
と
、

と
て
も
和
み
ま
し
た
。

　

結
婚
を
決
め
た
理
由
は
、
あ
な
た
と
い
る

と
と
て
も
和
ん
だ
気
持
ち
に
な
れ
る
か
ら
。

愛
す
る
あ
な
た
に
贈
り
た
い
漢
字
1
文
字

は
、
私
の
名
前
の
1
文
字
の
”和
“で
す
。
こ

れ
か
ら
も
2
人
で
和
み
の
時
間
を
大
切
に
過

ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

主人
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
石
川
県
・
主
婦
）

坂
井 
和
代
さ
ん
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姉

　

こ
の
字
を
眺
め
て
い
る
と
、
私
と
あ
な
た

が
並
ん
で
立
っ
て
い
る
姿
に
見
え
て
く
る
。

母
の
取
り
合
い
、
身
体
能
力
の
優
劣
、
学
校

の
成
績
…
…
気
づ
け
ば
競
争
の
毎
日
。
「
双

子
で
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
」
な
ん
て
思
う
時

も
あ
っ
た
。

　

で
も
、
一
人
じ
ゃ
こ
ん
な
に
強
く
な
れ
な

か
っ
た
。
苦
し
い
時
は
味
方
に
も
な
っ
て
く

れ
る
、
こ
ん
な
に
頼
れ
る
好
敵
手
は
、
こ
れ

か
ら
も
あ
な
た
し
か
い
な
い
と
思
う
ん
だ
。

妹
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
東
京
都
・
大
学
生
）

佐
藤 
奈
々
子
さ
ん

夫 中島英三

　

君
は
、
僕
の
長
年
の
安
月
給
を
、
懸
命
な

や
り
く
り
で
乗
り
越
え
て
き
て
く
れ
た
。

　

息
子
達
は
志
を
実
現
し
独
立
、
結
婚
。

　

ほ
っ
と
一
息
つ
く
間
も
な
く
老
親
の
週
末

介
護
が
始
ま
っ
た
。
君
自
ら
の
ガ
ン
経
験

に
加
え
、
最
近
に
は
僕
も
ガ
ン
を
発
病
す
る

な
ど
、
幾
つ
も
の
喜
怒
哀
楽
を
共
に
し
て
き

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
君
と
手
を
携
え
て
歩
む
こ
と

を
誓
い
、
「
歩
」
の
一
字
を
贈
り
ま
す
。

妻 中島幹子
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
兵
庫
県
・
団
体
役
員
）

中
島 

英
三
さ
ん

お母さん

　

平
成
26
年
5
月
7
日
午
前
4
時
25
分
。
私

の
夢
は
叶
い
、
お
母
さ
ん
に
な
り
ま
し
た
。

あ
さ
ひ
が
生
ま
れ
て
か
ら
、
夢
は
ど
ん
ど
ん

増
え
て
い
き
ま
す
。
大
き
く
な
っ
た
ら
、
動

物
園
に
行
こ
う
。
か
わ
い
い
服
を
買
っ
て
あ

げ
よ
う
。
習
い
事
は
、
何
が
い
い
か
な
。
家

族
み
ん
な
が
夢
で
い
っ
ぱ
い
で
す
！
で
も
、

1
番
の
夢
は
、
あ
さ
ひ
が
健
康
で
元
気
に
成

長
し
て
く
れ
る
こ
と
。
大
き
く
成
長
し
た
、

あ
さ
ひ
の
夢
は
ど
ん
な
夢
か
な
？
あ
さ
ひ

が
、
夢
を
教
え
て
く
れ
る
日
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
ね
。

あさひ
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
新
潟
県
・
看
護
師
）

深
井 

友
希
さ
ん
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高
校
生
の
頃
、
目
が
覚
め
る
と
必
ず
母
は

台
所
に
立
っ
て
い
た
。
毎
日
欠
か
さ
ず
、
手

を
ぬ
か
ず
弁
当
を
作
っ
て
く
れ
た
。
寒
さ
で

布
団
か
ら
出
ら
れ
な
い
私
は
、
い
つ
も
心
の

中
で
あ
り
が
と
う
と
思
っ
て
い
た
。

　

三
児
の
母
と
な
り
、
食
べ
る
事
の
大
切

さ
、
作
り
手
の
思
い
が
届
く
よ
う
、
た
だ
た

だ
静
か
に
台
所
に
立
つ
時
間
が
大
好
き
で

す
。

お母さん
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
東
京
都
・
主
婦
）

細
見 

絵
里
沙
さ
ん

お母さん

　

君
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
無
限
の
可
能
性

の
扉
が
ず
ら
っ
と
並
ん
で
い
ま
す
。
好
き

な
扉
を
開
け
て
ご
ら
ん
。
失
敗
し
た
な
、
と

思
っ
た
ら
、
閉
じ
て
も
大
丈
夫
。
間
違
え

ち
ゃ
っ
て
も
大
丈
夫
。
ま
だ
扉
は
た
く
さ
ん

あ
る
よ
。
前
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
上
に
も
下
に

も
横
に
も
後
ろ
に
も
扉
は
あ
る
か
ら
気
を
つ

け
て
。
意
外
な
と
こ
ろ
に
い・

い・

扉・

が
か
く
れ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

長男と次男
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
千
葉
県
・
主
婦
）

舟
橋 
万
理
さ
ん

ゆみこ

　

歩
む
と
い
う
字
は
少
し
止
ま
る
と
書
く
と

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

私
の
人
生
が
、
前
に
進
ま
ず
本
当
に
止

ま
っ
て
い
た
と
き
に
出
会
っ
た
人
が
あ
な
た

で
良
か
っ
た
で
す
。
「
今
は
少
し
止
ま
っ
て

休
ん
で
ね
」
と
言
っ
て
く
れ
た
の
で
、
ず
い

ぶ
ん
体
調
も
良
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
共
に
人
生
を
歩
め
る
こ
と
が

と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
無
理
を
せ
ず
、
た
ま

に
は
2
人
で
止
ま
り
ま
し
ょ
う
。
私
と
結
婚

し
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
。

大切な人
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
愛
媛
県
・
主
婦
）

眞
鍋 

友
美
子
さ
ん
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ス
ク
ス
ク
と
育
っ
て
き
て
初
め
て

踏
み
込
む
迷
路
。
必
ず
手
を
引
っ

張
っ
て
く
れ
た
周
り
の
大
人
は
、
見

守
り
は
す
る
が
、
も
う
手
は
出
さ
な

い
。

　

真
っ
す
ぐ
ゴ
ー
ル
の
見
え
る
道
な

ど
面
白
く
な
い
し
、
第
一
存
在
し
な

い
。
こ
の
先
た
く
さ
ん
の
分
岐
点
、

障
害
物
そ
し
て
距
離
の
遠
さ
に
迷
う

だ
ろ
う
。

　

迷
い
な
さ
い
、
迷
っ
た
分
だ
け
足

は
強
く
な
り
心
臓
に
毛
が
生
え
る
。

あ
～
楽
し
み
だ
！

W受験の子供達
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
三
重
県
・
教
員
）

南
川 

孝
造
さ
ん

村田先生

　

私
は
今
、
4
年
2
組
の
担
任
を
し

て
い
ま
す
。
10
月
に
入
り
、
こ
の
ク

ラ
ス
と
の
付
き
合
い
も
半
分
が
す

ぎ
、
少
し
ず
つ
成
長
が
見
え
て
き
ま

し
た
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
に
贈

り
た
い
の
は
、
「
輪
」
と
い
う
字
で

す
。
一
人
ひ
と
り
が
手
を
つ
な
ぎ
、

助
け
合
い
、
支
え
合
い
、
そ
し
て
笑

い
合
え
る
大
き
な
「
輪
」
を
作
っ
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
私
は
何
を
す
れ
ば
い

い
ん
だ
ろ
う
。
そ
う
考
え
て
い
る
こ

の
時
間
も
、
私
の
頭
の
中
は
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
の
輪
が
で
き
て
い
ま

す
。

4 年 2 組のみんな
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
大
阪
府
・
教
諭
）

村
田 

真
実
さ
ん

恵理香

　

お
母
さ
ん
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
て

き
て
24
年
が
経
ち
ま
し
た
。
母
か
ら

教
わ
っ
た
も
の
に
は
全
て
「
心
」
が

つ
い
て
い
ま
し
た
。
一
生
「
懸
」

命
、
生
き
る
意
味
。
時
に
は
流
さ
れ

ず
「
意
思
」
を
貫
き
、
ど
ん
な
と
き

も
「
感
」
謝
の
き
も
ち
を
「
忘
」
れ

ず
過
ご
す
こ
と
。
母
の
「
想
い
」
に

何
度
も
救
わ
れ
、
人
を
「
愛
」
す
る

こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
私
の
名
前
「
恵
理
香
」

に
も
心
は
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
先
も
た
く
さ
ん
迷
惑
を
か
け
ち
ゃ

う
だ
ろ
う
け
ど
温
か
く
見
守
っ
て
く

だ
さ
い
。
お
母
さ
ん
、
い
つ
も
あ
り

が
と
う
。

娘から母 “ありがとう”を込めて
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
東
京
都
・
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
）

山
口 

恵
理
香
さ
ん

母ちゃん

　

弱
小
チ
ー
ム
で
メ
ン
バ
ー
も
揃
わ

ず
、
い
つ
も
負
け
て
ば
か
り
の
サ
ッ

カ
ー
。

　

負
け
て
ば
か
り
か
ら
か
、
今
ま
で

負
け
て
も
へ
っ
ち
ゃ
ら
だ
っ
た
け

ど
、
一
回
だ
け
い
い
と
こ
ろ
ま
で

い
っ
て
初
め
て
く
や
し
涙
を
流
し
た

よ
ね
。

　

参
加
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
っ

て
、
や
さ
し
い
教
育
が
多
い
今
ど
き

の
小
学
生
だ
け
ど
、
昭
和
な
母
ち
ゃ

ん
は
ど
こ
か
歯
が
ゆ
く
感
じ
て
い
ま

す
。

　

ど
ん
な
に
負
け
て
も
、
勝
利
を
信

じ
て
頑
張
れ
ば
き
っ
と
い
い
結
果
が

出
る
は
ず
。
母
ち
ゃ
ん
は
信
じ
て
こ

れ
か
ら
も
気
合
を
入
れ
る
よ
う
こ
の

言
葉
を
贈
り
ま
す
。

玄
【贈りたい相手】

【贈り主】

（
東
京
都
・
会
社
員
）

横
山 

順
子
さ
ん
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『
漢
字
が
表
す
20
年
の
世
相
展
』

2
0
1
4
年
12
月
1
日（
月
）か
ら
期
間
限
定
で
歴
代
の「
今
年
の
漢
字
」を
展
示
す
る

『
漢
字
が
表
す
20
年
の
世
相
展
』を
開
催
し
、約
5
万
人
に
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「今年の漢字」20周年を記念し、『漢字が　　　　　 表す20年の世相展』の開催および『未来の漢字』の募集・発表を行いました。

そ
の
年
の
報
道
記
事
や
写
真
を
展
示
し

ま
し
た
。多
く
の
来
場
者
が
、日
本
の
世

相
の
変
遷
や
当
時
心
に
深
く
刻
ま
れ
た

出
来
事
を
振
り
返
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
今
年
の
漢
字
」は
、そ
の
年
の
世
相

を
表
す
漢
字
一
字
を
公
募
し
、12
月
12

日（
漢
字
の
日
）に
最
多
応
募
数
の
漢
字

を
京
都
・
清
水
寺
で
発
表
す
る
も
の
で

す
。「
今
年
の
漢
字
」が
昨
年
で
20
周
年

を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
、清
水
寺 

経

堂
に
て
歴
代
の「
今
年
の
漢
字
」と
共
に

【開催期間】
【開催時間】

【開催場所】
【 観 覧 料 】
【 主 催 】
【 協 力 】

2014年12月1日（月）～12月26日（金）
10:00～17：00
（12月13日（土）以降6:30～17:00）
京都・清水寺　経堂（重要文化財）　
無料
公益財団法人 日本漢字能力検定協会
音羽山 清水寺、京都新聞

イベント
紹介

2014年の

『
未
来
の
漢
字
』発
表
イ
ベ
ン
ト

2
0
1
4
年
11
月
11
日（
火
）〜
12
月
12
日（
金
）ま
で
、小
学
生
が

“

未
来”

と
聞
い
て
思
い
浮
か
べ
る
漢
字
一
字『
未
来
の
漢
字
』を
全
国
か
ら
募
集
。

ま
た
、抽
選
で
選
ば
れ
た
20
名
が
、同
年
12
月
26
日（
金
）に
清
水
寺
本
堂
の
舞
台
で

自
ら
の
考
え
た『
未
来
の
漢
字
』を
発
表
し
ま
し
た
。

を
通
じ
て
6,
3
8
7
票
が
集
ま
り
ま

し
た
。そ
し
て
、2
0
1
4
年
12
月
26

日（
金
）に
は
清
水
寺 

本
堂
に
て
、『
未

来
の
漢
字
』の
集
計
結
果（

1
位
〜
10

位
）の
発
表
と
合
わ
せ
て
、応
募
さ
れ
た

方
の
中
か
ら
抽
選
で
選
ば
れ
た
20
名
が

和
紙
い
っ
ぱ
い
に
自
分
の
考
え
た
漢
字

一
字
を
墨
や
絵
の
具
、ク
レ
ヨ
ン
な
ど

思
い
思
い
の
筆
記
用
具
を
使
っ
て
表

現
。そ
の
漢
字
に
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
一
緒
に
発
表
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
未
来
を
背
負
っ
て
い
く

全
国
の
小
学
生
を
対
象
に「
こ
れ
か
ら

の
未
来
が
こ
う
な
っ
て
ほ
し
い
」「
将
来

を
こ
ん
な
社
会
に
し
た
い
」と
の
想
い

を
込
め
た『
未
来
の
漢
字
』を
募
集
。は

が
き
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

今年の漢字
20周年

※『漢検漢字辞典』[第二版]より　音訓は主なものを掲載

1位
2位
3位
4位
5位
6位
7位
8位
9位
10位

「楽」（ガク・ラク/たのしい・たのしむ）…………674票
「明」（メイ・ミョウ/あかり・あかるい） …………550票
「夢」（ム/ゆめ）………………………………481票
「優」（ユウ/やさしい・すぐれる）………………256票
「幸」（コウ/さいわい・さち・しあわせ）…………235票
「光」（コウ/ひかる・ひかり）……………………192票
「和」（ワ・オ/やわらぐ・やわらげる・なごむ） ……184票
「希」（キ・ケ/まれ・こいねがう）………………163票
「輝」（キ/かがやく）……………………………155票
「美」（ビ/うつくしい）…………………………114票

『未来の漢字』集計結果

『未来の漢字』とは
『今年の漢字』一覧

今年の漢字
20周年

1995年…［震］
1996年…［食］
1997年…［倒］
1998年…［毒］
1999年…［末］
2000年…［金］
2001年…［戦］  

2002年…［帰］
2003年…［虎］
2004年…［災］
2005年…［愛］
2006年…［命］
2007年…［偽］
2008年…［変］

2009年…［新］
2010年…［暑］
2011年…［絆］
2012年…［金］
2013年…［輪］
2014年…［税］

「今年の   漢字20周年」

　134



『
漢
字
が
表
す
20
年
の
世
相
展
』

2
0
1
4
年
12
月
1
日（
月
）か
ら
期
間
限
定
で
歴
代
の「
今
年
の
漢
字
」を
展
示
す
る

『
漢
字
が
表
す
20
年
の
世
相
展
』を
開
催
し
、約
5
万
人
に
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「今年の漢字」20周年を記念し、『漢字が　　　　　 表す20年の世相展』の開催および『未来の漢字』の募集・発表を行いました。

そ
の
年
の
報
道
記
事
や
写
真
を
展
示
し

ま
し
た
。多
く
の
来
場
者
が
、日
本
の
世

相
の
変
遷
や
当
時
心
に
深
く
刻
ま
れ
た

出
来
事
を
振
り
返
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
今
年
の
漢
字
」は
、そ
の
年
の
世
相

を
表
す
漢
字
一
字
を
公
募
し
、12
月
12

日（
漢
字
の
日
）に
最
多
応
募
数
の
漢
字

を
京
都
・
清
水
寺
で
発
表
す
る
も
の
で

す
。「
今
年
の
漢
字
」が
昨
年
で
20
周
年

を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
、清
水
寺 

経

堂
に
て
歴
代
の「
今
年
の
漢
字
」と
共
に

【開催期間】
【開催時間】

【開催場所】
【 観 覧 料 】
【 主 催 】
【 協 力 】

2014年12月1日（月）～12月26日（金）
10:00～17：00
（12月13日（土）以降6:30～17:00）
京都・清水寺　経堂（重要文化財）　
無料
公益財団法人 日本漢字能力検定協会
音羽山 清水寺、京都新聞

イベント
紹介

2014年の

『
未
来
の
漢
字
』発
表
イ
ベ
ン
ト

2
0
1
4
年
11
月
11
日（
火
）〜
12
月
12
日（
金
）ま
で
、小
学
生
が

“

未
来”

と
聞
い
て
思
い
浮
か
べ
る
漢
字
一
字『
未
来
の
漢
字
』を
全
国
か
ら
募
集
。

ま
た
、抽
選
で
選
ば
れ
た
20
名
が
、同
年
12
月
26
日（
金
）に
清
水
寺
本
堂
の
舞
台
で

自
ら
の
考
え
た『
未
来
の
漢
字
』を
発
表
し
ま
し
た
。

を
通
じ
て
6,
3
8
7
票
が
集
ま
り
ま

し
た
。そ
し
て
、2
0
1
4
年
12
月
26

日（
金
）に
は
清
水
寺 

本
堂
に
て
、『
未

来
の
漢
字
』の
集
計
結
果（

1
位
〜
10

位
）の
発
表
と
合
わ
せ
て
、応
募
さ
れ
た

方
の
中
か
ら
抽
選
で
選
ば
れ
た
20
名
が

和
紙
い
っ
ぱ
い
に
自
分
の
考
え
た
漢
字

一
字
を
墨
や
絵
の
具
、ク
レ
ヨ
ン
な
ど

思
い
思
い
の
筆
記
用
具
を
使
っ
て
表

現
。そ
の
漢
字
に
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
一
緒
に
発
表
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
未
来
を
背
負
っ
て
い
く

全
国
の
小
学
生
を
対
象
に「
こ
れ
か
ら

の
未
来
が
こ
う
な
っ
て
ほ
し
い
」「
将
来

を
こ
ん
な
社
会
に
し
た
い
」と
の
想
い

を
込
め
た『
未
来
の
漢
字
』を
募
集
。は

が
き
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

今年の漢字
20周年

※『漢検漢字辞典』[第二版]より　音訓は主なものを掲載

1位
2位
3位
4位
5位
6位
7位
8位
9位
10位

「楽」（ガク・ラク/たのしい・たのしむ）…………674票
「明」（メイ・ミョウ/あかり・あかるい） …………550票
「夢」（ム/ゆめ）………………………………481票
「優」（ユウ/やさしい・すぐれる）………………256票
「幸」（コウ/さいわい・さち・しあわせ）…………235票
「光」（コウ/ひかる・ひかり）……………………192票
「和」（ワ・オ/やわらぐ・やわらげる・なごむ） ……184票
「希」（キ・ケ/まれ・こいねがう）………………163票
「輝」（キ/かがやく）……………………………155票
「美」（ビ/うつくしい）…………………………114票

『未来の漢字』集計結果

『未来の漢字』とは
『今年の漢字』一覧

今年の漢字
20周年

1995年…［震］
1996年…［食］
1997年…［倒］
1998年…［毒］
1999年…［末］
2000年…［金］
2001年…［戦］  

2002年…［帰］
2003年…［虎］
2004年…［災］
2005年…［愛］
2006年…［命］
2007年…［偽］
2008年…［変］

2009年…［新］
2010年…［暑］
2011年…［絆］
2012年…［金］
2013年…［輪］
2014年…［税］

「今年の   漢字20周年」

135　



「今、あなたに贈りたい漢字 コンテスト」
2014 年度　受賞作品集
2015 年　7 月 1 日　第１版第１刷発行

編者　公益財団法人日本漢字能力検定協会
発行者　髙坂 節三
印刷所　大日本印刷株式会社
発行所　公益財団法人日本漢字能力検定協会

（住所）〒 600 － 8585
　　　 京都市下京区烏丸通松原下る五条烏丸町 398

（TEL）075 － 352 － 8300
（FAX）075 － 352 － 8310
（ホームページ URL）http://www.kanken.or.jp

本書の内容の一部あるいは全部を無断で複写複製（コ
ピー）することは著作権法上での例外を除き、禁じ
られています。

乱丁・落丁本はお取り替えいたします。
「漢検」は登録商標です。



2014年度受賞作品集
「漢検」は登録商標です。




